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　星ほし屑くずの燃える夜空に向けて、男は手にした剣を振りかざした。

　居い並ならぶ黒くろ装しよう束ぞくの戦士たちが、こちらに目を引かれたのを確かめてから、口を開く。

「憶おぼえてるか？　おまえたちの兄きよう弟だいの亡なき骸がらが、洗われもせずに砂原に転がった日のことを。その時の怒りと屈くつ辱じよくを――」

　英雄詩めいた言い回しでありながら、男の口調に芝居くささはなく、また無む駄だに大声を張ってもいない。

　むしろ淡たん々たんと事実を述べるような響きなのだが、男の声にはそれだけで不思議と心を熱くさせる力があった。

「――しかしだ。ただ砂の上に涙しても、意味はない。憐あわれな兄弟たちの救いになんざ、なりようもない。わかるな？　彼らが、生き残った俺たちに望んでいることは何だ？　何をしたら悲ひ壮そうな死に報むくいてやれると思う？」

　断だん崖がいに挟まれた、地獄の底じみた細い道。

　星空が、長い帯のように頭上に流れている。

　後は左右の岩いわ肌はだのかたちすら定さだかでない闇やみの中では、男の目と刃やいばのみが、正しい路みちを照らす松たい明まつのように光って見えた。

「――その通りだ。復ふく讐しゆう。それしかない」

　いっそう低めた声が、ティムール族の戦士が従うべき唯一の定めを告げる、火の神『炎えん帝てい』の託たく宣せんの如ごとく重く響く。

「傲ごう慢まんなる帝政アシェラートに、自分たちの罪ざい業ごうを思い知らせてやろう。剣の鞘さやは火にくべたな？　ならば立て、部族の尊そん厳げんを担にないし勇士どもよ！」

　応――！

　戦士たちは高鳴る心臓に鼓こ舞ぶされるまま、口々に鬨ときの声を上げた。

　我らが『灰の導き手』エンヴェルに従い、義ぎ士しとして戦たたかいに赴おもむこう。

　復讐を果たそう！
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　黄金沙漠サハラー・ザハヴイーの果てに顔を出した陽ひの光が、旅籠ハーンの一室を明るく照らしている。

　遊牧民のあざやかな色の絨じゆう毯たんの上をばたばたと行き来して、シュマリアは舞に必要な道具をかき集めた。愛用の、夜色の鞘さやにおさめた模も造ぞう剣けん。なけなしのお給料で買った金色の装そう飾しよく品。飴あめ色の革かわのサンダル――

　草くさ木き染ぞめの一枚布を張った衝つい立たての陰で、ドトレースブ風の白っぽい衣い裳しように着替えて出ると、レイニーが待ち構えていた。

「シュマリア、君は今日のお化け粧しようどうする？」

「あ、今日は兄さんと剣けん舞ぶやるくらいにしとくんで、口くち紅べにだけでいいかな～なんて……」

「何を言うの、それじゃつまらないじゃない！　そういう男っぽい演目の時こそ、秘ひめたる女の艶つやが大事なのよ？　いつも元気で勇いさましい女の子が一瞬チラ見せする可か愛わいらしさとかに、男ってアホみたいに弱いんだから」

「……えっと……じゃ、またレイニーさんに頼んでもいいですか？」

　衣裳を自分で縫ぬったり、黒い巻まき髪をあれこれいじるのは好きなのだが、お化粧だけは苦手なシュマリアだ。

　レイニーは自信たっぷりに頷うなずいた。

「おねえさんに任せなさい。君は可愛いから、いじりがいがあるしね♪」

　手品のように化粧筆を操り、瞼まぶたのきわに漆しつ黒こくの瞼墨クフル、唇くちびるにアネモネの花色の紅べになどをさしてくれるレイニーだが、本人はそこまでお化粧好きになる必要もなさそうな華はなやかな美人だ。花に喩たとえるなら大輪の向日葵ひまわり。

「――はい、東とう領りよう旅りよ団だんのお姫様のでき上がり！」

　はっとしてお礼を言うと、オリーブ材の台に嵌めこまれている円まるい手鏡を渡された。

　明るい窓辺にたたずむ少女が映る。透明感を重視した薄化粧は、シュマリアにふさわしい清せい楚そな仕上がりだった。

「さっすがレイニーさん、東領聖せい撰せん軍一の化粧師」

　シュマリアは素直に感動して、きりりと鋭えい角かくを描えがく眉まゆを満足そうにつり上げた。

　くっきりとした二重ふたえの碧へき眼がんが円っこく、双そう眸ぼうの大きさとは不ふ釣つり合いに唇が小さいせいか、少年じみた爽さわやかさばかりが目立ってしまう造作だ。あどけなさがレイニーの腕でもごまかしきれていないのが、ちょっと残念で、軽く唇を尖らせた。

　窓辺に置いた鏡を見ながら黒髪の左右に編みこみを入れていると、見慣れた無表情が傍かたわらに映った。

「あれ、兄さんもう完成したの？　早いなあ。早すぎよ」

「ん」

　裾すそを長くとった黒衣裳（実は軍の戦闘装しよう束ぞくなのだが）を適度に着き崩くずしたアレスが、ごく淡たん々たんと頷く。腹部をぴしりと締める朱あか地じにビーズ刺し繡しゆうも華やかな腰帯と、同じ色のバンダナマンデイールしか差し色がないのに、独特の涼すずやかな存在感を醸かもしているのはさすがだ。

　シュマリアの従兄いとこにして義あ兄にでもある青年は、抑よく揚ようのない声でぽつりと問うてきた。

「今日は、剣舞だけか」

「……恋語りはお披ひ露ろ目めしてみないのかってこと？　うん、実はちょっと迷ってたんだ」

　シュマリアは軽く眉をひそめて悩んだ。

　アレスを相方にして舞う『戦いくさ姫ひめファランと仮面の王』は、東領生まれの古典の名作で、剣舞と恋愛劇が見み所どころなのだが。

「宮きゆう宴えん向けに場慣れはしときたいけど……でもレイニーさんとカイさんのいちゃいちゃ踊りの後だと絶対見み劣おとりしちゃうし、やっぱり今回はやめと」

「――おまえたち」

「ぅわお！」

　突然横合いから響いた声にびっくりして、シュマリアは足をすべらせて転んだ。

　アレスは瞬まばたきもせず、低い声の主ぬしを冷静に振り返って、こう呟つぶやいた。

「御おん師し」

　そうして呆あきれたふうな低い声が、シュマリアの頭上のはるか高いところから落ちてくる。

「何をずっこけているのだ」

「先生が無意味に気配を殺してくるからじゃないですか！」

　いつのまにか間近にいたのは、長い黒髪をうなじで束たばね、軍服の上から黒地に金緑の縁ふちどりも渋しぶい羽織ジユツパをはおった姿で、見慣れたしかつめ顔をしている男性だ。シュマリアたちの師し匠しようにして旅団の束ね役――ダリヤールである。

　床にしりもちをついた弟で子しの少女を面おも白しろがるでもなく、ダリヤールは厳おごそかに告げた。

「修行が足りん。それより村むら人びと衆しゆうはもう集まっているぞ。遊んどらんと、村広場に急げ」







　刻こく一刻と真昼に近づく空が、目にしみるほど青い。

　広場にはナツメヤシや橙だいだいの木が円屋根を造るように緑豊かな枝をさし交かわして、涼しい木こ陰かげを提供してくれていた。

「わぁお。思ったより集まってるねえ！」

　引きずるような長衣ジヤルラビーヤをまとった老人に、堅くターバンクフイーヤを巻いた男、色違いのベールイザールを幾いく重えにもかさねて顔を隠した女、膝ひざや腕が出ている軽快な平服サウブの子供たち。

　小オアシス、アゥラ＝ハガールの村人のほとんどが集まってきてくれたようで、シュマリアは興奮と充実感をいっぺんに味わう。しかしごく自然に義妹いもうとの手を引くアレスは、あくまでも平へい淡たんに指摘してきた。

「帝都の宮宴は、もっとすごいぞ」

「……今それを思い出させないでよ、兄さん。変に緊張しちゃうでしょ」

「ん。悪かった」

　レイニーとカイスタンの息の合った――口のヒネたジハールが「美男美女が踊おどりながらいちゃいちゃしてるだけなのに、変に魅みせるよな」と評する熟じゆく練れんの組くみ舞まいで、すでに場の熱気は十分だった。

　惜おしみない歓かん声せいと拍手が、シュマリアたちを迎えてくれる。

「よし、行こう！」

　自分を奮ふるいたたせるように頷くと、シュマリアは無表情すぎる相方の分まで笑顔を振りまきながら、開始位置についた。

　宿代をタダにしてもらうためにするという、東領聖撰軍の舞師にしてはみみっちいとも言える条件下での演舞だが、手を抜く気はない。

　最後にちらりとだけ、オリーブの木陰に座っている楽師陣を見やってから、アレスと背中合わせになる。

　深呼吸。

　――一いつ拍ぱく後に、旅団の誇ほこる天才楽師、ジハールの竜笛ナーイの高音が天を貫いた。

　切り裂くような調べに合わせて、シュマリアは黒革の腰帯からすらりと模造剣を抜き、振り返りざまにアレスと斬り結んだ。

　一合、二合――

（上出来！）

　水が流れるように美しく、ぴたりと息の合った殺た陣てに、おおっと周囲から感かん嘆たんの声が上がる。

　――完璧な一対。

　呼吸が少しズレただけで即怪け我がに繋つながる高難度の剣舞を、いつだって危なげなく演じられる二人を、ダリヤールがそんなふうに評したことがある。対なる者。互いが互いのために生まれた舞師のようだと。

　確かに今、自分のすべてがアレスと呼応しているかのような手応えが、爽さわやかな快感となってシュマリアの背筋を貫いている。












　客席がどっと沸わきたつのも肌で感じられて、ぞくぞくと昂こう揚ようさえしたが――

「――兇きよう賊ぞくだ！　兇賊が来てるぞっ！」

　誰かの絶叫。

　それが、シュマリアの火ほ照てった気分に冷水を浴あびせた。

　ぎょっとして、村のぐるりを囲む砂色の防壁の東門を振り返ると、遠くから黒っぽい虫の群飛にも似た馬群が押しよせてくるのが見えた。賊の顔まではわからないが、もうもうと立つ砂すな煙けむりが不安を煽あおる。

（え……あれ？）

　その時、シュマリアは奇妙な違和感を覚えた。

　兇賊の姿がふとブレて、蜃しん気き楼ろうのように朧おぼろげになって見えたのだ。

　瞬またたく。

　すると今度は、はっきりと見えた。……目の錯さつ覚かくだったのかな？

「シュマリア」

　不意に二の腕をつかまれたので、シュマリアは目をまるくして義兄を振り仰いだ。

「旅籠ハーンに戻れ。ディアスたちと」

　いつもは眠たげにさえ見える紫し闇あんの瞳の光を不意に鋭くして、アレスは有う無むを言わせぬ音調で命じてくる。シュマリアは鼻白んだ。

「でも、わたしだって少しは力に――」

「〈春の大祭ノールーズ〉前に、おまえに怪我はさせられない」

　義妹いもうとがぐっと詰まった瞬間を逃さず、アレスはダリヤールやカイスタンとともに東門へと駆かけだした。

「シュマリア……早く」

　楽師のディアスの、こんな時でも妙におっとりと響く声が聞こえる。

　確かに怪我はしたくない。

　だがアレスたちにしても、怪我をしたらまずいのは同じなはずだ。唇を嚙む。

（わたしだって軍の舞師で、ダリヤール先生からちゃんと星魔術シーミーヤも剣も教わってるのに……）

　――東領カブル＝フードを守る聖撰軍にあって、旅団は特殊な分隊だ。

　その職務は、舞や音楽で出陣前の軍兵たちを鼓舞するだけに留とどまらない。

　旅芸人などに身をやつして、領内の郡代官たちの行状をこっそり調査したり、騒乱の予よ兆ちようが見える土地を偵察にいくのも大切な仕事だ。これから向かう帝都では、それとはまた別の使命を果たすことになっている。

　シュマリアはまだ危険の大きい任務に加わったことはないが、覚悟だけならとっくにできている。

　だからこんなふうに一方的に守られるだけなのは、正直不満だった。

　しかしわがままを言って義兄たちを困らせるのはもっと厭いやだったので、シュマリアはぐっと我が慢まんした。……今は。

「自警団は武器を持ってきたか！　星魔術シーミーヤはっ」

「舞師の方たちが手伝ってくれてる。だから早く門を！　門扉を全部閉じるんだ！」

　悲ひ鳴めいや怒ど号ごうが飛び交う中、すれ違いざまに村人とぶつかってしまいながら、旅籠ハーンへの狭い路を選んだ時――

　目の前に突然、大きな影が立ちはだかった。

「――っ!?」

　男だ。

　恐ろしく背が高く、体格のいい男。白いターバンクフイーヤでしっかりと顔を隠している。

（でも……兇賊ではないよね？）

　シュマリアは戸惑う。隊商を狙ねらったり、オアシスに掠りやく奪だつを仕掛けたりする兇賊は、野や卑ひで小汚くろくな身み装なりをしていないものだが、その男は違った。

　毒々しいまでの赤黒い色をした外がい套とうの下は、神官の衣を思わせる清せい潔けつで白い長上着クンバーズ。鋼はがね色の柄えの偃えん月げつ刀とうを目に灼やきつくような紅あかい腰帯に佩はいた姿は、下手な遊牧民の族長などよりはるかに堂々としている。

　得物は抜いていないし、今まさに抜くような気配もない。

　それなのに、ひどく威い圧あつ感があった。

「……だれ？」

　空から唾つばを呑んで、シュマリアは訊たずねた。思わず模造剣を握り締めていた。

　ターバンクフイーヤの陰で光る、何かを燃やし尽くした後の灰かい塵じんの色をした瞳が、困惑するシュマリアを見下ろす。値ね踏ぶみするような冷たい目つき。

「……、烙らく印いん……じゃないのか」

　周囲の叫きよう騒そうのせいで、男の低い声は聞きとりづらかった。シュマリアは眉をひそめる。

　が、男が何かを言葉を継ぐより早く、シュマリアの前に誰かが立ちはだかった。

「兄さん」

　アレスは模造ではない本物の偃えん月げつ刀とうを右手にたずさえ、背に義妹を隠すと、男を冷ややかに睨にらみつけた。

「シュマリアに近づくな」

　常のぼんやりとした姿を裏切る硬質な気配をまとって、アレスは続ける。

「去れ」

　すると男はアレスを一いち瞥べつし、嘲あざけるかのように目を細めて――ふっと大きな背を返すと、意外なほどあっけなく立ち去った。

　男が見えなくなった途端、背中にぶわっと汗が浮いた。

　シュマリアはそれで初めて、自分ががちがちに緊張していたことに気づいた。

「シュマリア。怪我は……」

　ないかと訊きこうとしたらしいアレスの声が、不自然に途と切ぎれる。わずかに眉み間けんが狭まった。

「……衣裳。裾が」

　シュマリアはぎょっとして、義兄がじっと見つめる先を目で追った。

　渾こん身しんの花文刺繡をほどこした衣裳の裾が、縦たての布目沿いに、びりびりに裂けていた。

「あー!?」







　右往左往の騒ぎが続くアゥラ＝ハガールを後に。きつい陽射しで下草が枯かれた曠あれ野のから、野花がぽつぽつと色を灯ともすガウダ平原へと鞍あん上じようからの景け色しきが変わる頃、エンヴェルはわずかに手た綱づなをゆるめ――

「――あれが、十五年前に失踪した〈烙印持ち〉か」

　確かめるように呟いた。灰色の瞳が、不ふ穏おんに光る。

　走りながら合流して、そのまま駱らく駝だの首を並べている、エンヴェルと同じ赤黒の外套をまとった戦士が頷いた。

「黒髪の若い舞師、東領の監かん察さつ官かんマスウド・ハクバ・アーリ＝ジェディットの養やしない子――調べの通りです。あれで間違いないでしょう」

「まさか本気で東領聖撰軍の、それも舞師になってるとはな。傑けつ作さくだが、バルク家の長老衆に教えたら嘆なげくかもな。『柔弱なる者ムハンナスーン』なんぞにするために、貴とうとい炎帝の秘儀をほどこしたんじゃないとか言って」

　芸術や学問に従事する者を小こ馬ば鹿かにする東領独特の表現を使いながら、エンヴェルは覆ふく面めんの陰でくくっと嗤わらう。

　これから帝都で恐るべき所業をしでかす予定の人間とはとても思えぬ気楽な態度だが、十人あまりの戦士はそれで不安になるどころか、むしろ、余裕を漂ただよわせるエンヴェルを頼もしそうに見つめていた。

「ですが、本当に何もせずに〈烙印持ち〉を行かせてしまうのですか？」

「ああ。〈聖せい灰はい〉まで使わせといて悪いが、少し気が変わった。逢ってみたら意外と気が強そうだし、まあまあ腕も立つみたいだったからな。強引に攫さらうのはてこずりそうだし、あの手の輩やからにはじわじわ追いつめる方が効く」

「――その辺りの判断は、お任せいたします」

「任されてやるぜ」

　不敵に頷き、エンヴェルはやがて嗤うのをやめると、再び駱駝の速度を上げた。
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　風も太陽も穏やかなガウダ平原を抜け、百ひやつ花か繚りよう乱らんの帝都アムサールには、予定より半日遅れでたどりついた。

　それでも各封領カテイーアから派遣されてくる旅団の中では、シュマリアたちが一番乗りだ。黄金沙漠サハラー・ザハヴイーの気まぐれな空を考慮して、日程に余裕を持たせておいたお蔭である。

　きっちりマス目状に区画されている都の七カ所で検問を受け、殺さつ風ぷう景けいな沙漠に慣れた目がちかちかするほど華やかなバザールを――買い物したい気持ちをぐっとこらえ――通過して、白亜の中央宮殿ダルガーフへ。

　政まつりごとの行われる壮そう麗れいな内宮エンデルンではなく、それを中庭とともに取り囲む外宮ビルンと呼ばれる区域の真東に、祝宴会場の『春しゆん静せいの館やかた』はある。

　名に「春」を冠かんする邸館らしく、やさしい緑と白、そして花びらを思わせる濃のう淡たんのさまざまな紅の釉ゆう薬やくタイルで外壁が彩いろどられ、内装も細やかな花文様のアラベスクで統一されている。中でも円舞台が設しつらえられた大広間などは、春の盛りの花園を描いた壁のモザイク画がため息ものの美しさなのだが――

「……ちょっと広すぎると思うのよね」

　シュマリアは、誰にともなくぼやいた。

「お手洗いから、ちゃんと元来た道を戻ってきたつもりなのに……なぜに外」

　光る鉄てつ鋲びようの飾りがついた扉とびらの先――迷子になりそうなほど広大な庭てい苑えんは、人ひと気けもなく、ひっそりとしていた。

　高い樹々の枝には白びやく檀だんや伽きや羅らで作られた鳥籠カフエスがかけられており、夢のような色をした鳥たちが切々と囀さえずっている。手入れのよい花壇を見てシュマリアは、薔ば薇らってこんなにたくさん色と形があるんだと感心してしまった。

　顔を上げると、夕暮れ間近のやわらかな橙色の陽射しに輝く内宮エンデルンの青い円天蓋が、高い木こ立だちの向こうに見えた。

　――がんばって王子様をタラしてきてね！

　ふと甦よみがえったのは、アイシャの声だ。

　倒れた祖そ父ふの看かん病びようのために〈春の大祭ノールーズ〉行きを諦あきらめた親友は、そんなふうに言ってシュマリアを送り出してくれたものである。

「ま、さすがに王子様は無理だと思うけどね」

　アイシャへの土産みやげ話の種に庭苑を見てから戻ろうと思いつき、シュマリアは革サンダルの足で芝生しばふへと下りた。

　ひとつに編んだ黒髪が背中で揺れる。

　薫かおる風に、シュマリアはうっとりと瞼を閉じた。

（……気持ちいい風）

　広大な帝国領土は、帝都アムサールを中心として東西南北の四つの封領カテイーアに分かれ、それぞれ帝スル王タンに信任された総督によって治められている。春と秋の年に二度の〈大祭〉では、各封領カテイーアが持つ聖撰軍から帝都へと旅団が遣わされ、帝スル王タンとその一族の御前で互いに技を競う「闘とう舞ぶ」が行われる。

　その幕開けまで、あと七日。

（身体からだ馴らししてから、広間に戻ろうかな）

　深呼吸。

　……『戦姫ファランと仮面の王』の物悲しい旋せん律りつを、ゆるゆると鼻歌でなぞる。

　そうしながらシュマリアは、腕でなめらかに空を裂き、軽やかなスムテーッシプユを刻きざみはじめた。

　舞の華やかな衣裳ではなく、白木も綿めんの中袖シカャミツスに腰帯で締めた袴サルワールという動きやすさを最優先にした少年的な普段着だが、それでも振り付けの優雅さが損そこなわれることはない。

　身体がのってきたら、次は表情を、憂いを帯びたそれへと切り替えて……。

　不意に、楽器の音ね色いろが耳を打った。

『戦姫ファラン』の旋律を紡つむぎゆく、リュートウードの爪つま音おとだった。

　ディアスのやさしく温かい響きとは違い、虚うつろで、儚はかない哀あい傷しようを感じさせる――

「――だれ？」
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　編んだ黒髪をなびかせて振り向くと、この地方では稀少な林りん檎ごの木の根元に、見知らぬ青年が座っているのが目に入った。

（気配に全然気づかなかった。……いつからそこに？）

　相手をまじまじと見たシュマリアは、驚きに碧へき眼がんを瞬またたかせた。

　まだ二十歳そこそこだろう。なのにあれほど完璧な演奏ができるとは、素晴らしい腕だ。

　しかも、整った顔の異性にはアレスで慣れていたつもりだったが――

（わあお！）

　完璧な美び貌ぼう。

　――そんな言葉が浮かぶ青年だった。

　白いターバンクフイーヤで押さえた髪は黒に近い濃い鳶とび色と地味だが、そのお蔭で肌はだの抜けるような白さが引き立ってもいる。優美な顔立ちの中の、すんなりと通った鼻び梁りようの高さも、淡あわい笑みが似合う唇のかたちも、意志の靭つよさを示すかの如く凜りんとした弧を描く眉も、非の打ち所のない造形美の極きわみにあった。

（ここまで綺き麗れいなひとは、舞師にもいないかも……艶っぽいし）

　何よりも印象深いのは彼の瞳だ。

　まなざしの角度が変わるにつれ、冷たい翡ひ翠すい色や、まじりけのない黄こ金がね色、綺麗に青みがかった灰色などに輝きが変わるのだ。じっと見つめていると、幻げん惑わくされたような心地ここちになる。

（虹水晶みたい）

　南領でも霊山でしか採とれないという幻まぼろしの宝石を思わせる、光さすたびに色を変える瞳。

　こんな不思議な虹こう彩さいを見るのは初めてだ。












「こんばんは」

　――青年が唐とう突とつに言った。

　うっかり見み惚とれていたシュマリアは驚いて「こんばんは」と鸚おう鵡む返しに応えてしまった。

　それで彼女が気を許したとでも思ったのか、青年は静かに立ち上がると、シュマリアの方にやってきた。

　背が高い。

　細いと感じさせる肢し体たいだが、肩幅が意外に広いので軟なん弱じやくそうではなかった。舞台映ばえしそうな姿のよさである。

「驚かせてごめん。練習を邪魔してしまった？」

「いや……別にそんな、練習ってほどじゃないんだけど」

　身構えるあまり、無ぶ愛あい想そうな声になってしまったが、気分を害したふうでもなく青年は微笑ほほえんでいる。温かな魅力にあふれた笑顔だ。

　アレスは無表情なせいで作り物めいた冷たさを漂わせることもあるのだが、この青年の印象はどこまでもやわらかだった。

「『戦姫ファランと仮面の王』」

「え」

「さっき、君が歌いながら踊っていた曲。違った？」

「……ううん、違わないけど。よく知ってるなって驚いたの」

　代表とされる演目の『船乗りシンディバード』や『砂の女じよ皇こう』に比べると、知名度では格段に劣おとるのに。

（もしかして、東領の文化を勉強したことがあるとか？）

　感心なひとだと思ったシュマリアは、ふと、青年が右手にさげている楽器に気づいた。

　白い木製のリュートウードだ。

　長い棹さおに張られた複弦は六本。ずんぐりとした共鳴胴の部分には、緻密なアラベスクの彩色と寄よせ木ぎ細工が華か麗れいに踊っている。一介の軍の楽師や流れの吟ぎん遊ゆう詩し人じんでは手に入れることも難しい、高価な逸いつ品ぴんに見えた。それで思いつき、ぽんと手を打つ。

「あ。もしかしてあなた、宮廷楽師？」

「より正確には、宮廷楽師『未満』かな」

「未満？」

「この前やっと弟子入りを許されたばかりなんだ。正位の楽師になるには、まだ道は遠いよ」

　青年が苦笑する。

　宮廷楽師には腕前もさることながら、身許が確かでないとなれないはずだ。貴族の子し弟ていだとか、親族が宮廷楽師だとか。

（このひとは、たぶん貴族だろうな）

　三歩の距離を保ったまま、シュマリアは相手を観察した。

　金色のターバンクフイーヤ留めや白麻のシカャミツス、茶系でまとめた短上着アバと長い脚に沿った脚衣ビンタールは地味だが清潔で、どこか洗練された空気がある。

　ほんの少し警けい戒かいをゆるめる。貴族なら、帝スル王タン陛下主催の〈大祭〉の時期に変な真ま似ねはやらかさないだろう。

「でもどうして、宮廷楽師のひとが独りでこんなところにいるの？」

「ちょっと師匠と揉もめてね」

　青年は、ばつが悪そうに目線をずらしながらではあるが、あっさりと白状した。

「気難しい、名人肌のひとでね。僕の演奏にあれやこれや言うくせに、どうしたらそれが改善できるかは教えてくれないんだ。今日も、おまえの演奏には心がない、技術だけが先走りすぎているとか散々言ったあげくに、『独りでよく考えてみろ』で放り出されたものだから、つい頭にきて」

「飛び出してきちゃった？」

「そういうこと。――参考までに、君はどう思った？」

「さっきの演奏のこと？　うーん……そうね。ちょっと考えるから待ってて」

　シュマリアは腕組みをして、まじめに頭を捻った。

　自分も舞のことでしょっちゅう悩んでいるので、助けになることを言ってあげたくなったのだ。同じ、芸術を愛する人間として。

「わたしはそんなに、あなたの演奏に心がないとは思わないけど――」

「シュマリア」

　――はっと口を噤つぐむ。

　振り返ると、白い蔓つる薔ば薇らに縁どられた『春静の館』への扉が開いており、そこに漆黒の前髪を赤いバンダナマンデイールで押さえた青年がいた。

「に、兄さん」

　シュマリアはちょっとうろたえて、失語した。なぜだか変に後ろめたかった。

　つかつかと歩み寄ってきたアレスはシュマリアの手首をつかむと、警戒するような目つきを楽師の青年に向け、

「失礼」

　一瞬だけ訝いぶかしげに眉をひそめ、突き放すような声こわ音ねでそう言った。

　シュマリアはその態度は失礼だと反論したかったが、アレスに強引に引きずられて舌を嚙かんだせいでできなかった。

「ごめんね、また――！」

　――視界から青年が消える寸前に、そう声を張る。

　青年のひどく残念そうな苦笑いが、シュマリアの目に残像となって灼やきついた。

　悪いことをしてしまった。そんな気持ちにかられる。

「ちょ……っ」

　無理やり連れ戻された回かい廊ろうで二人きりになると、シュマリアは憤ふん然ぜんとまくしたてた。

「どうしたの兄さん！　らしくないよっ。軍の人間なんだから礼儀と節制は大事にしろってダリヤール先生にいつも言われてるの、忘れちゃったの？　あのひと別に悪いひとじゃないのに、今の態度はないでしょ――」

「名は」

「――え？　あっ」

　彼の名前も訊いていなかったことに、その時初めて気づいた。アレスは冷淡に聞こえるほど淡々と続ける。

「シュマリアは軍にいる人間のくせに無防備だ。何かあったらどうする」

「そんな大げさな……。名乗らなかったのはほら、話のノリでうっかり忘れちゃってただけだし。万が一の時には兄さん直じき伝でんの中空跳とび膝ひざ蹴げりとか四点連撃だってあるし、そんな心配してくれなくたって平気だってば。わたしの蹴り技の威い力りよくは兄さんも知ってるでしょ？」

「…………」

「兄さん？　おーい、聞いてる？」

　黒い短上着アバの裾を引っ張っても、反応は返ってこない。

　――アレスは昔から、極端に言葉数が少ない。

　それでも長年ひとつ屋根の下で家族として暮らしてきた経験と、アレスの素直すぎるほど素直な性格のお蔭で、シュマリアは義兄の気持ちがいつもなんとなく把は握あくできているのだが、今回は意味不明だった。

　シュマリアは小首をかしげ、探るように訊ねた。

「まさか、やきもち？」

「……それでいい」

「なにそのあからさまにやる気のない返事は。ほんと兄さん、なんでそんなピリピリして」

　突然。

　シュマリアの手首を握ったまま、アレスが前につんのめった。何もないただの廊ろう下かで。

　そのまま、ふらつき、くずおれるように両膝をついてしまう。

「――兄さん？」

　憤慨も戸惑いも吹っ飛び、シュマリアはあたふたとアレスの前にしゃがみこんだ。

　きつく嚙みしめられた唇。眉根を寄せた、蒼あお白じろい顔色。呼吸が不自然に荒く、なぜか左胸を強く押さえている。

「どうしたの。胸が痛いの？」

　まるで激しい動どう悸きを押さえつけようとするかのような仕草だ。

　しかし、アレスは胸に持病などない。左胸にあるのは、ただの――

「兄さん!?」

　ぐらりと傾かしいだ義兄の身体を、シュマリアは慌てて抱き留めた。肩と肩がぶつかる。

　刹那、瞼の裏に奇怪な光景が閃ひらめき、緋ひ色いろの白はく昼ちゆう夢むがシュマリアの頭の中に翼を広げた。




　――禍まが々まがしいまでの、真紅の夢だった。

　天は闇色。

　地はアシェラートの国教が観念する地獄さながら、見渡す限り、炎に覆おおわれている。

　けれども熱さは感じない。

　感じるのはただ、左胸の疼うずきだけだ。

　無性に。

　皮ひ膚ふの奥深くで何かがざわめき、外に飛び出そうとしているかのような疼とう痛つうだ。

　叫びだしたいほどおぞましく、なのに自分ではどうやってもそれを抑えられないのが、腹立たしくてもどかしい。

　無ぶ様ざまに苦しむその姿を、消せない劫こう火かの向こうで、灰色の瞳の男が嗤いながら眺めている。

　見つけたぞ、烙印持ち。

　その業ごうから逃げられると思うなよ、と、嘲るように囁ささやいて――




「っ！」

　自分が詰めた息の音で、シュマリアは覚かく醒せいする。

　何度も瞬きすると、ようやく瞼の裏から赤い残像が消え、元の閑かんとした風景が戻ってきた。

　今のは、何……？

　白昼夢にしては、ひどく生なま々なましかった。

　つかのま茫ぼう然ぜんとしたが、急に腕に重みがかかってきたので我に返った。

　シュマリアの腕の中で、蒼白い顔をしたアレスは、完全に意識を手放していた。
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　外宮ビルン。

『春しゆん静せいの館やかた』の南には、来訪者が宿泊するための「舎しや館かん」が用意されている。

　サフラン黄色の焼しよう成せい煉れん瓦がと白いアント石を積み上げた五階建てで、一階には広々とした練習室や水場まで用意されている。簡単なアラベスクの彫ちよう刻こくと彩色を入れた木材で内装されてもいて、ちょっとした上宿の風ふ情ぜいだ。

　今年はその五階が、東とう領りよう旅団に割り当てられていた。

「――ちーっす、配達でーす！」

　まるで空気を読まないすっとんきょうな声が、廊ろう下かから響いてきた。

　シュマリアは長椅子デイーワーンの上でずっこけそうになるが、部屋には他につっこみ役もいないので、仕方なく立ち上がった。

　扉を開けた先にいたのは、ターバンクフイーヤをせず、淡あわい飴あめ色の髪を肩に散らした少年である。旅団で打楽器を担当している楽師、ドライドだ。

　幼なじみの屈くつ託たくのない笑顔につられて、シュマリアもつい顔をほころばせてしまう。

「おっす！　ご苦労さま、ドライド」

「おう！　食べ物のことなら俺に任せろって、いつも言ってるだろ？」

「憶おぼえてる。にしてもドライドのその元気も、うちの兄さんとディアスに配達してもらえたらいいのに」

「分けられるもんなら分けてやりたいよ、俺だって。特にディアスの兄貴。こっちに来てから胃痛がひどくなったとか、飯がまずくなる顔してうめいてるんだぜ？　世話が焼けるったら」

「またかい」

「またなんだよ」

　本番が近づくとしくしく言いだす胃袋の辺りを押さえ、ただでさえ気の弱そうな顔をさらに陰いん鬱うつにしてしまうディアスの姿は、もはや旅団の日常風景だ。楽師とはいえ、感性が繊せん細さいすぎるのも考えものである。

「アレスの分ももらってきたぜ。冷めないうちに食べろよ、絶対」

「了解。叩たたき起こすよ」

「てことはアレス、まだ目ぇ覚ましてないんだ？」

「うん。お医者さんは、少なくとも重病ではないよーって言ってくれたんだけどね」

　シュマリアは続きの寝室へと通じる、牧ぼつ歌か的な木彫りと彩色のほどこされた扉を見やる。

　ドライドは「じゃ、安心しとこうぜ」と気楽そうに決めつけ、盆を押しつけてきた。

「えっとな、食堂のおばちゃんに頼んで消費がいいのにしてもらったんだ」

「消化じゃないの？」

「まあ気にすんな。これな、緑豆の糸クナ麺フア。普通はトマト味で酸味をきかせて羊ひつじのひき肉とか入れるらしいんだけど、一応病人ってことで、肉抜きであっさり鶏とりガラ味にしてもらった。あと、あっためた牛乳な」

　細かく挽ひいたアーモンドで風味づけしたらしく、素焼きの器にたゆとう牛乳からは甘く香ばしい匂いがする。思わず、シュマリアのお腹がきゅうと鳴った。

「じゃ、俺たちは練習してくるから。アレスのことはよろしく頼むぜー」

　ぬっへっほー、とかなんとか聴こえる自作の変てこな鼻唄を歌いながら、行きがけの駄だ賃ちんにシュマリアの頭をがしがしと撫なでて、ドライドは嵐あらしのように去っていった。

「……まったく。すーぐ兄貴風吹かすんだから」

　わたしより半年近くも年下のくせに。

　くしゃくしゃになった髪をまとめ直して、やれやれと苦笑いで肩をすくめた時、寝室への扉とびらが開いた。

　山や羊ぎを思わせる白い三角髭ひげの、くたびれた長上着クンバーズをまとった医師ドクトールが顔を出す。

　手短に容態の説明を受けると、シュマリアはお礼を言って医師ドクトールを見送り、アレスの寝室に入った。

「……まだ死んだように寝てるのか」

　そっと足音を忍しのばせて、寝台脇の四角い卓に盆ぼんを置く。カタン、と物音がしてもアレスが瞼まぶたを開く気配はなく、黒山羊毛織りの毛布を敷いた寝台に沈んでいる。腕で顔を隠して、猫の仔このようにまるくなって。

「兄さん……？」

　呼びかけてみたが、返事はない。

　シュマリアは青い敷物キリムに両膝ひざをつくと、アレスの胸元にそっと耳を寄せてみた。

　とくとくと落ちついた鼓こ動どうが聞こえた。その規則的な音に、不思議なほど安あん堵どする。

（やっぱり人間なんだな、兄さんも）

　奇妙な感かん慨がいとともに、シュマリアは義あ兄にの顔を間近から見つめた。

　うなじを掠かすめるくらいの長さで切り下げた黒髪が、冷たく感じるほど整った白はく皙せきの面おも差ざしをさらりと縁ふちどっている。作り物じみた印象を与えはするものの、男にしておくのが惜おしいほど綺き麗れいだなあと素直に見惚れてしまう。

（……でも、ドキドキはしないんだよね。不思議と）

　見慣れているせいだろうか。

　それとも、従い兄と妹こ同士でもあるから「家族」という意識が強すぎるせいだろうか。

　アレスと『戦いくさ姫ひめファラン』で恋人同士の役をやっても、いまひとつ恋愛的な空気が出せないことが、シュマリアの舞師としての悩みだった。

（ジハールに『君の演舞にはドキドキが足りない』って言われるのももう耳タコだし、とっとと見返してやりたいんだけどな……ってそういえば兄さん、気を失った時、心臓を押さえてたっけ？）

　シュマリアは顔を上げた。しばしためらった後、思いきってアレスの薄地のシカャミツスの袷あわせに手をかける。

　――直後、横から素早くその手をつかまれた。

　アレスが目を覚ましていた。鋭く冷ややかな紫し闇あんの瞳とかち合ってしまい、シュマリアは一瞬ひどく狼ろう狽ばいしたが。

「いい匂いがする」

「――はい？」

　思わず惚ほうけてしまったが、ドライドがお運びしてくれた夕飯のことを言っているのだと気づき、これ幸いとアレスの手に深皿を押しつけて、シュマリアはきまりの悪さをごまかした。

「あのね兄さん、お医者さんがさっき」

「冷めるぞ」

「……そうですね」

　至極冷静に切り返されてしまい、憮ぶ然ぜんとする。

（なんか、いつも以上に愛想がない気がするんだけど……被害妄もう想そうかな？）

　シュマリア用の蓋ふた付きの深皿には、羊肉の切り落としや何種類もの豆とぶつ切りの野菜をたっぷり投入して、生しよう姜がを利きかせた鶏ガラ味のスープが盛られていた。

　キレのある塩味と野菜の甘みの調和が絶妙で、ほかほかと身体の芯しんから温まったが、気分はあまり上昇しなかった。

　沈黙が微妙なせいだ。

　いつもは黙だまって二人でいるだけで、なんとなく心穏やかになれるのだが、今日は変だ。

　アレスが話しかけられたくなさそうな気配を発しているから、なんだか居い心地ごこちが好よくない。

「お医者さんはね――」

　それでもシュマリアは、空からにした皿を置くと、もう一度勇気を出して顔を上げた。

「微び熱ねつはまだ続いてるけど、他に特別悪いところはないって」

「ならよし。片付けたら練習」

「ちょっと待って、最後まで聞こうよ」

　アレスは応えず立ち上がり、シュマリアに背を向けると、おもむろに麻布のシカャミツスに手をかけて着替えを始めた。

　うわっとシュマリアはのけぞる。義兄妹きようだいとはいえ、さすがにそれは無神経だろう！

　いたたまれなかったが、ここで逃げたら負けのような気がしたので、シュマリアは目を逸そらしただけで踏み止まった。

「悪いところはない、けど！　――体内の魔力の流れが、ちょっと変だったって言われたの。威い力りよくの大きい星魔術シーミーヤを発動しようとした星ほし詠よみみたいに、魔力の脈動が異様なくらい活性化してて……そのせいで神経に負担がきて倒れたのは確かだけど、どうして突然そんな状態になったのかはよくわからないから、とりあえず星魔術シーミーヤ絡みでの無理は厳禁。できれば魔力を使うこと自体、しばらく避けた方がいいって」

　――天を廻めぐる星の魔力を借りる、星魔術シーミーヤ。

　それを行使する魔術師、星詠み。

　帝政アシェラートが「正統派の魔法」と公認するこの術技は、旅団のように前線には出ないことが前提の軍関係者でも、剣法武術と並んで修錬することを義務づけられていた。

　シュマリアは術語の暗記がいまひとつ苦手なのだが、アレスは師であるダリヤールの流儀を受け継いだ、体術と星魔術シーミーヤを組みあわせた闘技を売りにしている。

　火属性――〈火星〉系統の術だけは、「相性が悪い」と言って、決して使わないけれど。

　シュマリアは唇に人さし指をあてて考えこんだ。

「でも兄さん、さっきは星魔術シーミーヤなんて使ってなかったよね。なのになんでそんなふうになったのかな？」

「旅疲れだろう」

　しゅるしゅると腰帯を結ぶ音で、シュマリアは振り返った。

　アレスはさきほどのとは違う飾り縫ぬいのない黒のシカャミツスと細身の脚衣ビンタールをまとい、縁飾りの控えめな赤いバンダナマンデイールで前髪を押さえていた。

　着替えても黒ずくめか！　といつもなら呆あきれるところだが、今はそれどころではない。

　こちらは真剣に心配しているというのに、あまりにも適当な返事しかしてこない義兄がもどかしかった。

「ドライドみたいに適当な流し方するのやめてよ、兄さん。自分の身体からだの問題なんだから、もっとまじめに考えなきゃ。兄さんの体調は相方のわたしの問題でもあるし、旅団みんなの問題でもあるんだから」

「わかってる」

「全然わかってるって感じじゃないよ」

　模も造ぞう剣けんでの怪け我がを防ぐための手袋をつけるアレスの肩に手をかけ、最低限ちゃんと顔を見て話をさせようとする。

　が、その手を逆につかまれて、不意に瞳を覗のぞきこまれた。

　底の見えぬ紫闇の瞳とかち合う。きょとんとする義妹に、アレスは無表情に言い放った。

「前歯。パセリの切れ端がついてる」

「ええ!?」

　やだ恥ずかしい！　と、大急ぎで壁にかかっていた古風な鏡を覗きこむ。

　しかし。

「あれ？　兄さんどこよ、前歯になんてついてないじゃな――」

　振り返ると、アレスの姿はすでに消えていた。はっとして、シュマリアは叫んだ。

「――ごまかされた!?」
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　帝都の「服地バザール」は、花園のような色彩にあふれていた。

　帝国の流通の中心だけあって、東領にはなかなか輸入されてこない布製品――西せい領りよう産の「糸の宝石」と呼ばれる繊細な飾り編みや、北領から流は行やりだしたという珊さん瑚ご製の可か愛わいいビーズをつけたドトレースブやサンダルが、大店にも露店にも鈴なりだ。

　ここがいわゆる「屋根つきバザール」なのも、買い物には向いていた。蜘く蛛もの巣状に梁はりを交叉させて支えた円屋根がきつい陽射しを完璧に遮さえぎってくれているため、商品も客も日焼けを心配する必要がないのだ。

　シュマリアは綾織屋の硝子ガラス戸の脇で、邪魔に感じられてきたベールイザールを外して、ひとつに編んだ黒髪を背に流すと――

「……わあお。完全にはぐれたみたいね、これは」

　独り、半はん眼がんでぼやいた。

「さっさと買い物しちゃって外宮ビルンに帰って、そこで合流するしかないかなあ」

　スリが出そうなこの雑踏から、長身ではなく容よう貌ぼうもどちらかといえば地味で、しかも猫ねこ背ぜぎみなディアスを見つけるのは至し難なんの業わざだ。失敗しちゃったかな、とシュマリアは頭をかく。

「ディアス、よく見ると地味に可愛いし、変なひとに絡からまれてなきゃいいけど」

　腕組みして呟いていると。

「おや。迷子？」

「――っ！」

　不意に背後から囁ささやかれて、シュマリアは反射的に背はい面めん蹴げりを繰り出しそうになった。

　それを寸前で止めたのは、その低い美声に聞き覚えがあったからだ。ばっと振り仰あおぐ。

　――彼だ！

「あなた、ええっと……」

「ああ、この前は名乗りそびれてたね。僕はシフル。君は？」

「シュマリア」

　ひとを一瞬で魅了する温かな微笑ほほえみに気をとられて、うっかり答えてしまう。

　しまったと思ったが、鳶とび色の髪の青年――シフルはあくまでも平和で友好的だ。

「独りで買い物？」

「リハボツンテを買いにきたんだけど、一緒にいた友達とはぐれちゃって……。シフルさんは？」

「独りだよ。友達というのは、この前怒ってた彼？」

「あれは兄さんよ」

　前回の微妙すぎる別れを思い出し、シュマリアは慌てて頭を下げた。

「この前はごめんなさい。うちの兄さんが、シフルさんに失礼しちゃって。普段はあそこまでアレじゃないんだけど」

「別に気にしないでいいよ。君はあの時も謝あやまってくれたんだし」

　シフルは頰ほおに微苦笑を浮かべた。明るい街中では、その虹こう彩さいは澄すんだ灰かい青せい色に見える。

「それと『シフルさん』はやめてほしいかな。呼び捨てでいいよ」

「……そう？」

　彼は十六のシュマリアより大人に見えるし、ジハールと違って付き合いが長いわけでもないので気が引けるのだが。

「堅かた苦くるしいのは好きじゃないからさ。それで、君の買い物は済んだの？」

「まだだけど」

「お店も決めてない？」

「それは決めたわ。あそこの露店。青の染め色がすごく綺き麗れいなの」

　なんとなく流れで、連れだって草木染の天幕の下まで行ってしまう。

　折り畳たたみ式らしい木製の陳列卓には、端からこぼれそうなほど大量かつ多彩なリハボツンテや飾り編み、端は切ぎれが並べられている。天井の骨組からは、あざやかな大柄の花文様を織りこんだ腰帯が何本も吊られていた。

「リハボツンテが欲しいんだよね？」

「うん。衣い裳しようの脇わきが裂けちゃったから、この際そこは切りこみ風に縫っちゃって、リハボツンテで編み上げるみたいにしたら素敵かなーと思って」

「舞の舞台衣裳か。色は？」

「白。少し練ねり色がかってるの」

　ゆっくり頷うなずくと、シフルは棕しゆ櫚ろを編んだ素そ朴ぼくな籠かごから厚地のリハボツンテを絡めとった。

「それなら、この色がいいと思うよ。空そら色いろ石いしみたいで、練色とは相性がいい」

「綺麗だけど、青みが濃すぎないかな？」

「舞台には照明があるだろう？　これは光こう沢たくがあるから沈んで見えることはないはずだよ。それに君の澄んだ瞳と同じ色だから、舞を観ているひとの胸に、君の爽さわやかな魅力を刻きざみこむ手助けもしてくれる」

　――さらりと詩的な表現を向けられてシュマリアは噴きそうになる。さすがは宮廷楽師見習いと言うべきか。

（こういう科白せりふ、言い慣れてるのかな……？）

　言われ慣れていないシュマリアは照れくさくて仕方なく、頰をぽりぽりとかいた。動揺で言葉まで変につっかえてしまった。

「まあその、そこまで言ってくれるなら、これに決めちゃおうかな。すみませーん！　これ何ラハムですかー？」

　原色の服地を多く扱あつかっているから、南領の出身だろうか。まるい身体に赤いゆったりとしたドトレースブをまとい、流は行やりの重ね着風にして茶系の短上着アバと薄布をはおった老婦人は、シュマリアたちを見ると、たれ目を和なごませた。

「おやまあ、可愛いお嬢さんですこと。そちらのお兄さんはいいひとですか？」

「え……っ、そんなまさか！」

「まあまあ、皆まで言わずとも年寄りはわかってますよ。〈春の大祭ノールーズ〉だものねえ、はいはい、お家うちのひとには内緒にしてあげますとも」

「聞いてくださいよ!?」

　噴き出すシュマリアをよそに、白髪を綺麗にまとめた老婦人は、値切り合戦をしてもここまでは……というほど割引してくれた上に「二人でどうぞ」と言って、蔓つる編みの籠に盛った蜜み柑かんまでおまけにくれた。

　そうなると今さら「ただの顔見知りです」とは言えず、店が見えなくなるまで、シュマリアはシフルと、少なくとも仲が悪そうではないくらいの雰囲気で歩くことを余よ儀ぎなくされる。

　シフルは笑っているが、シュマリアは途方に暮れた。

「いや……困るよね、ああいうの」

「僕は楽しかったけど、君のお兄さんには怒られるかもね」

　朗ほがらかな笑いを含んだ声にアレスとの悶もん着ちやくを思い出し、シュマリアは思わず半眼になる。

「あんな兄さん、気にしなくていいよ」

「喧けん嘩かでもしたの？」

　……鋭するどいな。

　シュマリアは内心舌を巻きつつ、灰青色から冴さえた翠みどりへと色を移ろいつつある、シフルの静かな瞳を見上げた。

「喧嘩っていうか、意見が合わないっていうか……具合が悪そうだから心配してるのに、大丈夫だって言い張ってばっかりで可愛くないから、一昨日おとついから口利きいてあげてないの。まあ、わたしが一方的に話しかけてないだけなんだけど」

　それでもアレスを純粋に心配する気持ちだけは消せないのが、今、妙に癪しやくだったりする。

　――胸を押さえて倒れた。

　位置がなまじ心臓に近いだけに、無性に不安をかきたてられてしまうのだ。

　そこではっとして、シュマリアはシフルを振り仰いだ。

「ごめん！　愚ぐ痴ちっちゃって」

「いや、こう言ったら怒るかもしれないけど――楽しいよ？　僕には妹っていないから、いたら君みたいなのかなって想像したら、すごく面おも白しろかったし」

「……そ、そう？」

　にこにこと無邪気に言われて、シュマリアは大きな瞳をぱちくりさせた。大人なのに意外とほのぼのしたひとである。

「シフルは兄きよう弟だいはいないの？」

「一応弟はいるよ。嫌いなわけではないけれど、もう僕よりひと回りも身体つきが大きくなっちゃったから、さすがに『可愛い』とは言えないものが――」

「――臣民よ、道を開けよ！　これは公務である！」

　恫どう喝かつするような大音声。

　ぎょっとして、シュマリアはシフルともつれるようにして大路の脇に跳び退すさった。

　すぐさま、石畳を蹴立てる蹄ひづめの音が近づいてくる。

「騎士様だ！」

　人ごみで誰かが呟つぶやいた。――迅じん雷らいとばかり迫りくる、騎馬隊を見て。

　一列縦隊。最高位の騎士にのみ許される黄金の留め具でまとめたターバンクフイーヤと、「名誉の衣ころも」と呼ばれる蒼あおの長上着クンバーズで美々しく装よそおった男たちが、帝都は最外縁地区の方へと矢のように駆かけてゆく。

　ほとんどは鹿か毛げだが、先頭だけは白馬だった。おそらく指揮官だろう。

「何かあったのかな……？」

「バルク家さ」

　シュマリアの圧倒されたような呟きには、通りすがりの男が答えをくれた。焦こげ茶ちや色の大きな革袋を背負った、若い骨太の男だ。白いターバンクフイーヤで黒髪を押さえている。

　思わずぎくりとしてしまいながら、シュマリアは訊き返した。

「バルク家って、あのバルク家？」

「他にバルク家があるなら教えてくれや」

「…………」

「この前ガウダ平原の南で、帝都と東領の連合軍と、バルク家が派は手でにぶつかったのは知ってるか？　――そうか。あの後、バルク家の当主ザラスとかいう野郎が、総司令官だったファラグ殿下に報復を宣言しやがったらしいんだ。それからこっち、軍も警察隊もピリピリし通しさ。〈大祭〉に紛まぎれて奴らが何かしでかしやしないかってな」

　言いながら、男はふたりの手に素焼きの器うつわを押しつけてきた。爽やかに甘い檸檬レモン味の氷菓子シヤルバツトだったが、お代を払おうとしても受けとってもらえなかった。〈大祭〉の時期、バザール商人は普段にも増して気前がいい。

「蒼そう星せい騎士団が出るのは相当ヤバい時と思って間違いないから、せいぜい巻きこまれないよう気をつけな。じゃ、唯神アルバーリとおまえさん方の守護天使のお恵みを――」

　シュマリアとシフルは丁てい寧ねいに頭を下げて、気風のいい氷菓子シヤルバツト売りを見送った。

「バルク家か……」

「ああ、君は東領旅団の一員だったっけ」

「……うん。実はそうなの」

　シュマリアは正直に頷いた。今外宮ビルンにいる舞師は東領旅団の者だけだから、ごまかしても意味はない。氷菓子シヤルバツト売りには、自分はそのバルク家が根城を構えている東領カブル＝フードの軍の人間なんだと白状できなかったけれど。

　バルク家。

　――正確には、バルク家ティムール族という。

　帝政アシェラートでは唯神アルバーリと七天使の信徒が大多数を占めるが、東領南部の三剣山脈ジヤバル・アルサイフに発祥の地を持つ少数民族ティムールは、古代から独自の火の神『炎えん帝てい』を崇あがめている。文化的にも一風変わっており、自主独立の気風が強い。バルクというのは、その首長の家名である。

　昔は信教の違いで、今は帝国支配への抵抗やダイヤモンドアルマーズ鉱脈の利権、禁じられた麻薬の生産といった問題を巡って、バルク家ティムール族は帝国および東領政府との関係をひたすら悪化させている。

　ひと月前には、ハズラジュ郡はガウダ平原で武力衝しよう突とつまでした。

　そんなバルク家に関しては、東領人――中でもシュマリアたち軍関係者は肩身が狭い。

　自分の封領カテイーアの平定もままならず、しまいにはファラグ殿下の手まで煩わずらわせた情なさけない奴ら。そんなふうに腐くさされることさえあるからだ。

　それに加えて、シュマリアとアレスは――

（――でも、やっぱり、東領の軍にいるんですって言わなかったのは卑ひ怯きようだったかな。逃げちゃったみたいで）

　つと胸が重たくなり、シュマリアは睫まつ毛げを伏せる。その時、そっと前髪を撫なでられた。

　アレスがよくしてくれる仕草だ。――けれど今それをしてくれたのは、隣にいる楽師の青年だった。

「君が責任を感じる必要はないよ、シュマリア」

　深い声こわ音ねに、シュマリアは新鮮な驚きを抱いて瞳を上げる。

　どちらかといえば軟なん派ぱな印象の強かったシフルの、思いがけず理知的で深い声に意表をつかれたのだ。

「バルク家と帝国の因縁は、君が生まれる前からの話だし、それを解決するのは帝国の首脳と東領政府の高官の役目だ。軍の舞師としての務めをきちんと果たしてるなら、君がそれ以上気に病む必要はないんじゃないかな」

「それは……まあ、理り屈くつはそうかもしれないけど、やっぱり平気な顔できないっていうか」

「君はやさしいね。――でもそのやさしい気持ちは、ここで落ちこむためじゃなくて、いつか東領聖撰軍がバルク家と事を構えることになった時に、一人でも多くのバルク家ティムール族の命を救ったり、今迫害されてる人たちを助けるために活いかした方が前向きだと思う」

「……うん」

　初めて名前を呼ばれたことよりも、続く言葉の内容の方が、シュマリアには深く響いた。

　納得したというように一度頷き、シフルを見上げて、ふっと頰ほおをゆるめてみせる。

「そうだね。うじうじ悩んでても仕方ないか」

「元気は出た？」

「出た。ありがとう、シフル」

　ただの甘ったるい慰なぐさめではなかったことで、却かえってシュマリアは彼に信頼感を抱いた。

　シフルはバルク家と東領の問題をちゃんと理解した上で、シュマリアの後ろ暗い想いを「前向き」な意欲に変えようとしてくれたのだ。ただの軟派で女にやさしいだけの男では、きっとこうはいかない。

（やっぱり悪いひとじゃないよ、兄さん。東領のこともよく知ってくれてるし）

　当初の警戒心を半分以上ゆるめたシュマリアは、胸奥でわからず屋な義兄に語りかけた。

「……あれ？」

　中央宮殿ダルガーフへの近道である隘あい路ろは屋根がないので、ベールイザールを改めてかぶっていると、隣でシフルが急に戸惑ったような声を上げた。彼につられてシュマリアも足を止める

　見ると、彼の横顔は驚きに彩いろどられている。

「道がおかしいな」

　シュマリアはそこで初めて周囲を見回した。すぐに異変に気づき、ぎょっと青い目を瞠みはる。

「……なにこれ！」

　紅あかい。

　視界に映るものすべてが、紅かった。

　漆しつ喰くいを塗られて白いはずの壁も、舗ほ装そうされていないから砂色のはずの路面も、路傍に植わったナツメヤシの枝葉も、吸いこまれそうなほど青いはずの空の色も、不気味なほど濃く深い紅くれない色に染め上げられていた。

　まるで辺り一面、炎ほのおに巻かれているかのようだ。

　――緋ひ色いろの白はく昼ちゆう夢む。

　アレスが倒れた時に瞼の裏に浮かんだあの奇妙な幻視を思い出し、シュマリアはわけもなく厭いやな予感に襲おそわれる。

　ここにいてはいけない。無性にそんな気がした。

　シフルのシカャミツスの袖そでを無意識に握り、引っ張って、来た道を戻ろうとした時――

「おや」

　不意に声がした。男の、低い声だ。

「外からこの中に入ってこれる奴がいたとは驚きだ。俺の灰使いの腕も鈍にぶったかな？」

「っ！」

　二人同時に、ばっと振り返る。

　――やや離れた三階建ての建物のそばに、背の高そうな男が忽こつ然ぜんと現れていた。

　暗い色の外がい套とうを頭からすっぽりとかぶった姿は、仄ほの赤い影に包まれ、鬼神王シヤイターンもかくやという重く静かな迫力がある。

　本能的な恐怖がシュマリアの脊せき髄ずいを突き上げるが、シフルがいることを思い出して理性を取り戻した。

（守らなきゃ）

　軍で鍛きたえられている舞師のシュマリアと違って、シフルはただの宮廷楽師の見習い。剣法武術の訓練なんて受けていないはずだ。

「しかし、邪魔したのは俺の方みたいだな。お二人さん？」

　――思いがけず陽気で人間らしい声を男にかけられてしまい、シュマリアは一瞬気勢を殺そがれる。

　そこへ音もなく風が流れ、赤い粉のようなものが空間に舞った。

　……火の粉こ？

　すわ火事かとさらに身構えるシュマリアに、男は小さな子供でも宥なだめるように言う。

「悪いことは言わねぇから、ここで見たことは忘れて、バザールに戻れ。俺も今日は、これ以上殺しはしたくないしな」

（あ……このひと！）

　打って変わって低い響き。それで気づいた。緊張がシュマリアの身体を襲う。

　烙らく印いん。

　アゥラ＝ハガールで、シュマリアを見てそう言った男だ。そして白昼夢にも出てきた男だ。

　幸い相手は、シュマリアと会うのが二度目だとは気づいていないようだが――












「ん？　待てよ」

　――と思いきや、男は不意に何か閃ひらめいたように呟つぶやき、こちらに近づいてきた。

　シュマリアは、猛もう烈れつにまずい予感がした。

　そしてそれはシフルも同じだったらしい。

「下がって」

　シフルが一歩前に出て、シュマリアを強引に背に庇かばう。

　――その時シフルの瞳が、ふいと冷然と分析するかのように男とシュマリアを交互に見たことには気づかず。

　シュマリアは庇かばわれる代わりにせめてと、武器になりそうなものを探していた。

　が、七分丈の袴サルワールとシカャミツスという練習着に、青い広袖の上着とベールイザールをはおって出てきただけなので、軍内の階級を示す銀ぎん飾しよくが鍔つば元もとになされた短刀くらいしか見当たらない。失敗した、と痛烈に思う。

（どうしよう……わたしの体術だけで敵かなう相手じゃなさそうだし）

「ああ、やっぱりな。〈烙印持ち〉の――」

　――ふと、男が言葉を止め、視線を横にすべらせた。

　今来た小路を――西地区へと通じるそれを軽く睨んで、眉まゆをひそめる。外套のせいで顔はよく見えないが、そういうふうに見えた。

　男はどこか心残りがありそうに、だが広い背を返すと拍子抜けするほどあっさり姿を消した。

　余韻を引きずるかのような沈黙ののち、シュマリアはきょとんと呟いた。

「助かったの……？」

「の、ようだね」

　振り仰いでみれば、シフルは奇妙なほど落ちついた顔つきで、男が去っていった路地を見つめている。少しも取り乱さないとは見上げた神経だ。

（頭も悪くないし、宮廷楽師よりも軍人か政治家になった方がいいんじゃないかな……）

　やがて目がくらくらするほど眩しい深紅の光もかき消え、元の景け色しきが戻った。

　直後、男が睨ねめつけていた路地から白馬が飛び出した。

　――騎士だ！

　シュマリアは今度こそ胸を撫で下ろした。

　騎士は白いターバンクフイーヤをかっちりと巻き、銀ぎん糸しの縁ふちどりが見事な蒼の軍服を喉のどまで釦ボタンを留めて着ているが、装しよう束ぞくの美しさよりも、騎士本人の印象の方が強烈だった。

　服の上からでもわかる、厚い肩、長く逞たくましい手足。謹きん厳げん実直な性格を窺うかがわせる、精せい悍かんに整った顔立ち。峻しゆん烈れつな眼光は、炎を照り返す金貨を思わせる色合いの短髪と相まって、硬質な威い圧あつ感を与える。

　古典の名作『太陽王アフメルド』で主役を張らせたい存在感だなと、シュマリアは舞踊バカな頭の片隅で思った。

　騎士は、はっきりとした発音で言った。

「火か急きゆうにつき、鞍あん上じようから失礼する。今この辺りを男が通らなかったか？　褐かつ色しよくの肌はだに銀髪、俺と同じくらいに上うわ背ぜいのある男だ。赤黒の外套を着ていたかもしれない」

「褐色の肌かどうかはわかりませんけど、大柄で怪あやしい男なら通りました！」

「赤黒の外套でしたよ」

　シュマリアの言葉に、シフルが涼すずしげな声音で補足する。

　すると、シフルへと視線をすべらせた騎士が、金色の瞳の光を不意に鋭くした。

　男性には滅多にない美び貌ぼうに見み惚とれたというのではなく、苦手な相手に思いがけない場所で会ってしまって困ったという感じにシュマリアには見えた。

（知り合いなのかな……？）

　だがシュマリアの不思議そうな顔に気づくと、赤髪の騎士は少し慌あわてた様子で首を振った。

「あ、っと――その男はどっちに行った？」

「逃げました。あっちの路に！」

　シュマリアが指さすと、騎士はいかにも律りち儀ぎそうに敬礼してから馬首を返した。

「協力感謝する。おまえたちに唯神アルバーリの加護があらんことを！」

　一陣の風のように去った背中が、広くて逞しい。すぐに後を追ってきた騎士が三騎、彼に続いて隘路を駆け抜けた。

「さすがに格好いいね、ファラグ殿下は」

「え……今の騎士様って、第二王子殿下だったの？　うわ、もっとちゃんと見とけばよかった！」

　シフルの感心したふうな呟きで、シュマリアは盛大に悔くやしがった。

　帝政アシェラートの第二王子・ファラグといえば、帝都聖撰軍と騎士団の頂点たる元げん帥すい職を拝命しており、雷光にも喩たとえられる軍才の主ぬしだと聞く。第七宰相を務める王太子シエフザーデ・ナセルとは違った層に人気のある王族だ。

（さすがに貫かん禄ろくだったなー。うちのダリヤール先生にも負けてないかも？）

　未練がましくファラグの消えた方角を見つめているシュマリアに、シフルが苦笑する。

「そんなに好き？　ファラグ殿下」

「好きっていうか、だって初めて見たんだもん！　宮きゆう宴えんにはお出ましにならないし」

「ああ、それなら喜ぶといいよ。ファラグ殿下、今年の宮宴と闘とう舞ぶには顔を出すから」

　シュマリアは驚きに目を瞠った。初耳である。

「それ、どこ情報？」

「宮廷楽師の裏情報。王太子シエフザーデ殿下と第三王子ミルザー殿下が病気で静養中だから、王子が一人も出ないわけにはいかないので仕方なく、らしいけどね」

　他のひとには秘密だよ、というように、シフルは立てた人さし指を唇くちびるの前にそっと添える。

（結構な重大情報だもんね）

　反帝国の組織などに流れたら、暗殺計画に利用されてしまう可能性もないとは言えない。

　シュマリアは「わかった」と従順に頷きかけたが、はたと思い出して声をひそめた。

「シフル」

「なに？」

「あなたもしかして、ファラグ殿下と知り合いなの？」

　さっきのファラグの微妙な態度が気になったのだが、シフルは軽く肩をそびやかして――

「友達ではないけれどね」

　――ふわりと、感情の読めない微笑みを浮かべた。

　余計に好奇心を煽あおられてしまったシュマリアの肩をとん、と軽く叩いて、彼はなめらかに続けた。

「さ、外宮ビルンに帰ろう？　また怖いひとに逢わないうちに」

　ごまかされてる。

　そう気づいたが、さすがに義兄にするようには怒れず、シュマリアは仕方なく頷いた。
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「遅いっ！　昼休みはとっくに終わっているぞ！」

　――前言撤回。やっぱりダリヤール先生の方がはるかにおっかないです。

　と内心思いながら、シュマリアは目が三角になっている師し匠しようにあたふたとバザールでの椿ちん事じを説明した。

「……ふむ。それは由ゆ々ゆしき問題だな」

　するとダリヤールは急に心配そうな顔になって、組んでいた腕を解とき、シュマリアの頭や肩をぽんぽんと叩たたいてきた。

「怪我はないか？　変なことはされていないだろうな？　泣きたかったら泣いていいぞ」

「大丈夫です、でも先生あの、あんまりわしゃわしゃされると髪が……！」

　絡からまります、くせっ毛なんで。

　そう言おうとしたところに、つらっとした毒舌が飛んできた。

「そんな過保護にしなくたって大丈夫ですよ、先生。よほど限定された趣味の持ち主でもなければ、金も持ってなさそうな棒体形娘なんざ、わざわざ引っかけませんて」

「埋めるわよジハール」

　――吹奏楽器を担当してる楽師のジハールだ。才能はあるが、口と性格はすこぶる悪い。

　明るい壁際であぐらをかいている色眼鏡めがねの青年を睨にらみつけて、シュマリアは何か投げるものはないかと探したが。

「まあまあ、そんなことより問題はその外套の男じゃね？　もぐ。明らかにヤバいだろ」

「まともなこと言いながらなに勝手に蜜み柑かん食べてるのよドライド！」

「……こんな弟で、毎度ごめん」

　悪びれない弟の分まで、ディアスが申し訳なさそうに背をまるめる。まったく、同じ両親から生まれたとは思えない対照的な兄弟だ。

　シュマリアが振り向くと、ディアスは朽くち葉ば色の前髪の下で、深い緑の瞳を翳かげらせていた。しょんぼりと言う。

「……ごめんね、シュマリア。僕がはぐれたせいで」

「そんな。はぐれたのはわたしがお店に目が行っててディアス忘れちゃったせいだもん、気にしないで」

「でも、独りで怖い目に遭わせちゃったのは、やっぱり……悪いなって思うし」

「う……うん」

　シュマリアは曖あい昧まいな顔つきで頷いた。ちくりと胸の奥が痛む。

「……それに、買い物の付き添いもできないなんて、やっぱり僕は駄だ目めな奴っていうか」

「……自じ虐ぎやくはよそうよディアス」

　どんより影を背負ってしまったディアスの肩を、ぱたぱたと叩いて励はげます。

　練習室には、レイニーとカイスタンを除く顔ぶれが揃っている。――つまりアレスもいるので、シフルと一緒にいたことは隠してしまったのだ。

（でも無駄に罪悪感持たせるのは悪いし、あとでディアスにだけは教えよう）

　内心でそう決めると、シュマリアはダリヤールに促うながされるまま、絨じゆう毯たんの上に車座になった。

　アレスはシュマリアの対角線上に来た。

　目が合う。

　――いつも無口でぼんやりしている義兄にはめずらしく、物言いたげなまなざしだ。

　しかしシュマリアが問いただすより早く、眉み間けんに皺しわを寄せたダリヤールが低く呟いた。

「しかし、ファラグ殿下御おん自みずから動かれているなら、事は王族がらみの可能性が高いな。おまけにバルク家、灰色の目の男、深紅の風景か……ふむ」

「先生、何か思い当たるんですか？」

「今はまだ言えない」

（出た）

　ダリヤールがこういう淡たん白ぱくなあしらい方をするのは、決まって話が東領聖撰軍の機密に関わる時だ（と、以前ジハールが看かん破ぱしていた）。

　ダリヤールは、とある流派にのみ伝わる戦技舞踏の正統継承者であると同時に、旅団に落ちつく以前は、表おもて沙ざ汰たにできない仕事をこなす集団〈九鬼神〉の担い手として嘱しよく望ぼうされた人材だったとかで、今も軍内で機密事項に触れることがあるという。

　となると。

（……先生、細かいことは絶対に教えてくれないんだろうな）

　むうと眉をひそめて残念がるシュマリアに、腕組みしたダリヤールが冷静な目で告げる。

「ファラグ殿下からすでに通達は行ったかもしれんが、帝スル王タンに従う総督配下の軍の者として、帝都聖撰軍の方には改めて報告すべきだろう。あとで私と一緒に内宮エンデルンに行くぞ、シュマリア」

「了解です」

　素直に頷きながらシュマリアは先日ダリヤールがアゥラ＝ハガールでの奇怪な事件をやはり報告したことを思い出していた。

　――兇きよう賊ぞくだ！

　あの日、日乾し煉瓦をつみ上げた台形の高こう楼ろう門もんで、自警団はそう叫んだ。

　そして、見れば確かに、砂さ塵じんの向こうからそれらしく武装した黒装束の駱らく駝だ部隊が押し寄せてきていた。なのに武器を手に門を固め終えてみると、まるで蜃しん気き楼ろうのように兇賊たちはかき消えてしまったのだという。

　……その場にいた全員が、悪戯いたずら好きな鬼神イフリートに化ばかされた心地ここちを味わったそうだ。

　星魔術シーミーヤの極めて高度な――たとえば数人がかりで発動させる〈水星〉系の幻惑式でなら可能な芸当だが、そうなると今度は、誰がなんのためにそんな手間のかかる悪戯をしたのかが疑問になってくる。

（空から騒さわぎで無駄に体力使ったくらいで、アゥラ＝ハガールには結局何もなかったし……）

　それでも一応と、東領首府には山鷹を飛ばし、帝都聖撰軍には口頭で報告をした。大きな災わざわいに繋がる兆ちよう候こうかもしれないから。

「管かん轄かつ外ではあるし、事件そのものには我々が嘴くちばしを挟めることはなさそうだが――その灰色の男にだけは気をつけんとな」

「ぬおっ。やっぱり何かヤバイの？　先生」

　唯一緊張感もなく蜜柑をまるかじりしていたドライドが、驚いたように瞬またたく。ダリヤールは重々しく頷いた。

「アゥラ＝ハガールでも帝都でも遭遇したからな。単なる偶然で片付けてしまうのは、軽率に過ぎるだろう。その男がもしバルク家ならば余計にな。前線には立たぬことが前提の旅団とはいえ、我々も東領聖撰軍の一員には変わりない。バルク家に憎にくまれていない、とは言い切れんだろう」

「――あ、そっか。恨まれてるかもしれないんですね」

　ぽんと手を打った体勢で、シュマリアは自分に確かめるように何度か頷いた。

　あの灰色の瞳をした恐ろしげな男が、なぜかシュマリアに関心があるようなそぶりをしたのは、彼女がバルク家のもっとも身近な敵である、東領の軍の関係者だと気づいたせいかもしれないと思ったのだ。

（それなら納得かな）

　二度も遭遇し、しかも話しかけられてしまったので、目でもつけられてしまったのか、でもどうして、まさか……？　と内心不安だったのだが、理由に見当がつけば一応落ちつく。

　烙印という言葉と、あの奇妙な白昼夢にはまだ謎が残るが――

「外出は厳禁」

「へ？」

　唐突な声――義兄の独白に近い呟きに、シュマリアは青い瞳をぱちくりさせた。

　アレスは睫まつ毛げを伏せている。あぐらに投げ出した両手を軽く握りあわせて、瞑めい想そうでもしているかのように見えた。

　その隣でジハールが、金褐色のぼさぼさ髪を手でさらにかき乱しながら、ぞんざいに頷く。

「それがいいな。中央宮殿ダルガーフも絶対安全とは言えないが、そんなおっかない連中がうろついてる城下で、変な騒ぎに巻きこまれても損なだけだし。まあ軍の人間としちゃ逃げを打ってるみたいでアレだが、俺たちは前線部隊と違うからな。それも有りだろう」

「――あ、そういう意味だったの？」

　どこか皮肉っぽい声で解説されてようやく、シュマリアは合点がいくが。

「どうした、情けない。アレスの通訳は君だろ？」

「…………」

　色眼鏡の向こうから、ジハールにやや鋭い視線を向けられて、思わず言葉に詰まった。

「ぬえー？　じゃあなに、俺の『帝都で食いだおれ計画』は没ってこと？　そりゃないぜ！」

　一瞬の沈黙は、ドライドの深刻さ皆無の叫びであっさりと破られた。シュマリアは指で額ひたいを押さえる。

「……ドライド」

「……君、去年の〈秋の大祭ミフルジヤーン〉でも食いだおれてなかったっけ？」

「そうだぞ。私が背負って帰ったんだ。反省もしとらんと、またやらかす気だったのか」

「ぬはははは。まあ気にしない」

　下がり眉の兄には控えめに、眉間に疲れた皺しわを刻んだダリヤールには苦々しくつっこまれても、座ざ右ゆうの銘めいが「人生食べとけ飲んどけ笑っとけ」だというドライドは太たい平へい楽らくだ。

　いつもの喧けん騒そうのそばで、シュマリアはそれとなくアレスを窺った。

　彼の静かな視線を感じた気がしたのだが……。

（あ、やっぱり）

　目が合った。

　――少なくとも今日は口を利いてあげるもんかと、さっきまで思っていたのだが。

　めずらしく義兄の方から働きかけてきているのを無視するのは、基本的に義兄が大好きなシュマリアには難しかった。

　ひそかに仲直りの期待も抱いて、シュマリアは身を乗り出すが。

「兄さん、何か言いたいことでも――」

「ただいま！　大変よ大変！」

　――バン！　と大きな音をたてて開いた扉と、練習室に駆けこんできたひとに、言葉の続きを奪われてしまった。

　レイニーとカイスタンだ。片や白いベールイザールに胡桃色のドトレースブ、片や浅あさ葱ぎ色を基調とした平服サウブという色調としては素朴な装よそおいなのに、不思議なほど目を引く華やかさを感じさせるのは、さすが組舞の名手である。

　だが走ってきたらしく、二人して髪や装いに乱れがあった。

　おみやげは？　と空気を読まずに訊こうとしたドライドの頭を大きな手で押さえこみ、ダリヤールが半眼で言った。

「何が大変なんだ。遅刻したことがか」

「そんなことはどうでもいいのよ先生。それよりも！」

　歳が十も離れていないせいか無む闇やみに度ど胸きようよく、レイニーはダリヤールの咎とがめる目線をあっさりと受け流してのたまった。

「西地区でついさっき、バルク家っぽい連中が、ファラグ殿下の騎士団とやりあったんですって！」

　西地区。

　……あの灰色の目の男が、ファラグから逃げてきた方角だ！

　偶然とは思えぬ符ふ合ごうに、不穏で不吉なものを感じて、シュマリアは思わず息を呑んだ。





[image: ]






　やさしい星明かりを乱反射し、夜の闇に浮かび上がる内宮エンデルン。

〈春の大祭ノールーズ〉を控えたこの時期、日が沈んでからもここで書類と格闘する者はいない。

　夕刻の鐘かねで自邸に引き揚げたら、夜に引き立つ華やかな装束に着替え、季節の花や宝石で飾りたてた妻女や未婚の娘をつれて、あちこちの夜会に繰り出すのが常だ。お祭り気分と、有力貴族や大商人との繋つながりを求めて。

　――そのため、内宮エンデルンには今、人ひと気けがほとんどなかった。

　がらんとした回かい廊ろうを、ファラグは靴音を高くこだまさせて進んでいく。

　そして内宮エンデルンの中枢、中央宮殿ダルガーフの深奥にしては彫刻の少ない、重たげな黒こく檀たんの扉を開けた。

「――！」

　ファラグは反射的に、腰帯の剣に手をかけた。

　半なかばまで引き抜き――踏み止まる。

　気づいたのだ。

　窓辺にたたずんでいる、一瞬見慣れない者のように思われた青年が、実はよく知る相手であったことに。

「反応がいいな。さすがは王族元帥どのだ」

「まぎらわしい気配の殺し方をするな、ナセル」

「兄上と呼ばなければ返事をしないと、いつも言っているだろう？」

「知ったことか」

　元の仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ったファラグに、ナセルは妙に芝居がかった腕の振りをまじえながら余裕ありげに微笑んでみせる。

　ファラグは銀飾の剣をぱちりと鞘さやにおさめると、つっけんどんに問うた。

「昼間もその商人みたいななりでバザールをほっつき歩いていたな。どういうつもりだ？」

「『宮廷楽師見習いのシフル』という設定の変装だよ。情報収集のために、少々ね」

「また単独行動か……」

「そう怖い顔をしないでくれ。自分の目で直じかに確かめたいこと、というのはあるだろう？」

「……白しら々じらしいな。街娘を誑たぶらかして、しかもこの前まで舞にも音楽にも興味がないと抜かしていたくせに、宮廷楽師に化けるだなんて悪趣味な真ま似ねをしておいて、今さらもっともらしいことを抜かすな」

「悪趣味ではなく、これは自分への皮肉みたいなものさ。偽名の意味も含めて、自己満足の極きわみではあるけれど」

「……何がなんだって？」

　ファラグはつり上げていた眉をひそめたが、ナセルは「わからないのなら聞き流していいよ」としか言わない。

　意味不明だ。

　――まあ、昔からそうなのだが。

　学問だけでなく、剣法武術も音楽も礼儀作法も砂が水を吸うかのように速すみやかに会え得とくし、人並み以上の才覚を見せる。おまけに母后ゆずりの華のある美貌と純金の髪だ。完璧な王太子シエフザーデと皆が感かん嘆たんするのも、わからないでもない。

　しかしナセルが誰にでも如じよ才さいなく接する反面、こうして複雑でひとの理解を拒むような部分を持つことには、ファラグ以外の者は気づいていないようだ。

　ナセルは言う。

「それと、君は誤解している。私がご一緒していた彼女は、ただの街娘ではなく、東領聖撰軍の舞姫だ」

「軍の舞師だと？　おまえ、なんのためにそんな――」

「それを今から話そうと思ってるんだ。――とりあえず座るといい。紅茶チヤイも飲みたいだろう？　砂糖は四つで」

〈火星〉の星魔術シーミーヤでランプに灯あかりが点ともされると、月光だけでは薄暗かった「仕事部屋」の全貌が煌こう々こうと照らし出された。黒い絨じゆう毯たん。木製の長椅子デイーワーン。それに高さを合わせた脚の短い角卓はよく磨みがかれた樫かし木製で、硝子ガラスの天板が敷しかれている。卓上を埋め尽くすように、羊よう皮ひ紙やパピルス紙の書面が広げられていた。

「――で。東領の軍の舞師に、何を仕掛けてるんだ？」

　人聞きの悪い訊き方をするファラグに、ナセルはあくまでも悠ゆう然ぜんと切り返す。

「先に君の報告が聞きたいな。城下で私以上に派は手でに立ち回っていたようじゃないか」

「――エンヴェルと、その手勢と思おぼしき連中が、帝都に入りこんだ」

「バルク家の『灰の導き手』か。私も見たな」

「そう。あいつだ」

　頷いたファラグが端的に話をまとめて報告すると、ナセルは優雅な手つきで、黒塗りの文ふ筐ばこからひと束の書類を取り上げた。差し向かいに座ったファラグにさし出してくる。

「エンヴェルの情報か」

「目ぼしい新情報はないけれどね」

『灰の導き手』という異名の由来。人相書。戦歴、あるいは罪歴――

　エンヴェルが直接殺害したという大官武将の姓名も、ずらりと並んでいる。東領の軍司令官など歴戦の勇士ばかりだ。その名前の羅ら列れつだけでも、エンヴェルがどれほど凄すさまじい戦士なのかが説得力をもって伝わってくる。

　――エンヴェル・バヤジット・アーリ＝バルク。

　すでに何度か目を通した情報だったが、ファラグはこの時、まるで親の仇かたきのように書面を睨みつけていた。ナセルがため息のように囁く。

「〈大祭〉の時期には戦争も裁判も休止するのが、この帝国の常識だ。それを堂々と破るような大胆さの持ち主は、いてもバルク家くらいだろうとは思っていたが――それにしても、大物をよこしてきたな」

「ハズラジュ郡ガウダ平原での戦いには、チラとも顔を出さなかったくせに」

「それは仕方ないよ。エンヴェルの本分は暗殺と情報収集に、破壊活動、それにバルク家当主ザラスの側仕えだ。けれども今回の目的は、おそらく暗殺――彼の得意分野だ」

　その標的はファラグだろう。

　しかしナセルの目に映る弟に、その危険を恐れる色はなかった。

　むしろ黄金の瞳の底には、今目の前にエンヴェルが現れたら自ら斬きってかかっていきそうな殺気さえちらついている。

　その理由を知るナセルは、静かに告げた。

「ファラグ。――西地区の件は、君の責任ではないよ」

　と同時に、ひょろ長い巻物を広げた。帝都アムサールの詳細な見取り図だ。ファラグもようやく鋭い瞳を上げる。

「おい、機密書類を無造作に扱うな」

「後でちゃんと仕舞うよ。それより――エンヴェルは、第一防壁を壊して西地区に侵入したと言ったね？　検問をごまかすのを諦めて防壁そのものを破って侵入するとは、なかなか刺激的な発想だけれど、住民はまったく騒がなかったのかい？」

　第一防壁はそのすぐ外側こそ人ひと気けのない沙漠や荒れ野だが、内側には人家が密集している。帝都の人口密度は極めて高い。

　ファラグはいったん大きく息をつくと、事件現場を目にしてから胸に蓄ちく積せきしていた憤いきどおりとやるせなさを低い声にした。

「突破されたのは西地区の外はずれ、いわゆる貧ひん民みん街がいのど真ん中だ。騎士団はおろか警察隊すらめったに寄りつかない、風ふう儀ぎの悪いところでな。夜通し違法酒場や娼しよう館かんがにぎわうが、早朝は逆に極端に人ひと気けが少なくなる」

「なるほど。……それで初動が遅れたのか」

「しかも住人は、防壁が破壊されてすぐに全滅させられていたからな。隣の街区の住人が起き出して、初めて事が発覚したんだ。だがその時には、エンヴェルどもはすでに城下町に入りこんでいた」

「情報統制は？」

「した。西地区は〈春の大祭ノールーズ〉を前に、大幅な区画整理がされたということになった」

　ティムール族は火の神『炎帝』を奉じる伝統上、火属性――〈火星〉の星魔術シーミーヤに長たけた戦士が多く、その育成には独自の秘儀まで持っている。エンヴェルも、ある種の魔術的な加護を授かった聖なる暗殺戦士だという。

　そのバルク家の炎が今日、西地区の一角を焦しよう土どと為し、住民三百人を骨のひとかけらも残さずに焼き殺した。

　ガウダ平原での武力衝突に続いて、またしても帝国に悲ひ惨さんな犠牲をもたらしたのだ。

　――しかも今度は、ファラグを殺しにくる、そのためだけに！

「くそっ！」

　固く握りしめた拳こぶしを衝動的に振りかぶり、ファラグは思いきり卓を殴なぐっていた。

　ガン！　という音が響き、書類が一瞬宙に浮く。

　弟の怒りがいつ爆発するかを見み極きわめて、一瞬早く茶器一式の盆を卓上から避難させていたナセルが、大げさにため息をついた。

「また壊さないでくれよ。君はただでさえ馬ば鹿か力なんだ」

「だが、これが冷静でいられるか！」

「心は炎、頭は水。それが武人の基本では」

「…………」

　むっつりと黙だまりこんだ弟をナセルがどこか羨うらやむように見たことに、そっぽを向いていたファラグは気づかない。












「では、明るい話をしようか。私と一緒にいた舞姫のことでも」

　――それをすっかり忘れていたことを、ファラグは内心ひそかに恥はじた。

　すらすらと流れだした兄の言葉は、それこそ水のように落ちついていた。ファラグのように衝撃的な内容が含まれていないせいもあるが、ナセルのどんな時でも不思議と冷静な性分も大きいに違いない。

「なるほど……例のアゥラ＝ハガールの一件で、東領の舞姫に探さぐりを入れてるのか」

「帝都聖撰軍に上げられた報告を聞く限りでは、どうもバルク家の秘術――〈聖灰〉の幻惑に特徴が似ているように思えてね。仮にアゥラ＝ハガールでの事件もエンヴェルの仕し業わざだとしたら、なぜそんな目立つ真似をしたのかが気になるし、エンヴェルと因縁深い東領の軍の人間がその場に居合わせたのも、まったくの偶然ではなさそうだと思わないかい？」

「……遠回しな言い方だな。短くまとめろ」

「東領旅団に、バルク家と繋つながりのある人間がいるかもしれない」

　――裏切り者がいるかもしれない

　ナセルはさらりとそう言ったのだ。話に一気に不穏な色が濃くなり、ファラグは思わず紅茶チヤイを飲む手を止めた。

「しかも今日、私は君と鉢はち合あわせする直前――『青い瞳の舞姫』と一緒にいる時に、エンヴェルと遭遇した」

「ますますバルク家と東領旅団の関係が疑われる、と？」

「そういうことだ。――理解してくれたわりには顔が渋いね、ファラグ」

「おまえの単独行動の意味はわかったが、納得はできん。そんな……色仕掛けみたいな真似、王族のすることか」

　露骨に厭そうに眉間を狭め、ファラグは「青い瞳の舞姫」の姿を思い出す。

　白い紗のベールイザール越しだったので、顔は正しく把は握あくしていないが――素直そうな瞳だけは覚えている。どんな事情であれ、いたいけな少女がこの意外と曲くせ者ものな兄に誑たぶらかされるのはファラグには可か哀わい想そうとしか思えない。

　たとえあの少女に、バルク家との繋がりがあったとしてもだ。

「さて、私の話は以上だ。疑問点がいくつかあったね」

「疑問点？」

「ひとつ。エンヴェルは暗殺戦士だ。どんなに困難な暗殺計画でも、ほとんど単独で遂すい行こうしてきた彼が、今回ぞろぞろと部下を連れてきたのはなぜだろうか？」

「……そういえばそうだな」

「もしかすると、目的は君の暗殺だけではないかもしれないな。それと――」

　――どれも頷ける指摘ばかりだった。

　激しやすく、人間の裏の読めない己おのれの未熟さを遠回しに指摘された気分になり、ファラグは硝子の茶碗をやや荒っぽくあおる。甘ったるいが何より温かく、疲れた身体の芯しんにはしみた。仏頂面をゆるめるまでには至いたらなかったが。

「ファラグ」

　今はとても宮廷楽師なんぞには見えぬ、静かだが絶大な存在感を発する兄はこう告げた。

「まもなく〈大祭〉だ。ミルザーも熱が下がったそうだし、宮宴ではあの子を常にそばに置くといい」

「まさか……対星魔術シーミーヤの守りとしてか？」

　末まつ弟ていの名に、ファラグはどこか品のよさを失わぬ面おも差ざしをはっきりとしかめた。

　第三王子ミルザー。

　父帝スル王タンからは黒髪を、母后からは強い魔力を受け継いだ少年は、天文博士――星魔術シーミーヤの研究者になれるのではというほど優すぐれた星ほし詠よみだ。星魔術シーミーヤとは死ぬほど相性の悪いファラグを間近で補佐するのに、打ってつけの人材である。

「でも、ミルザーはまだ十六歳だ。繊細な奴だし、病み上がりだぞ。暗殺だなんだに巻きこむのは気が進まないな……」

「私が初めて王族の暗殺計画に直面したのは、十二歳の時だ」

　――！

　ファラグは一瞬、息を詰めた。周囲の空気も凍こおりついた。

　エンヴェルへの憤怒がこびりついたままだった頭も、さっと冷えた。

　ナセルの声は感情などないかのように平へい淡たんで硬かったが、彼がその凄惨な過去に対して感情を持っていないわけではない。むしろその逆で、誰にも――家族にさえふれられたくない深い傷のはずだ。

　たとえナセル自身が冗じよう談だんめかして言及することはあっても。

　つかのまの沈黙の後には、元のやわらかな声音に戻っていたとしても。

「――だからというわけではないが、ミルザーも一生何も知らずにはいられないのだし、そろそろ王族の闇や危険にもふれるべきだろう。それに、私に似ず素直な子だ。君を守るためならば、むしろ進んで協力したがるはずだよ」

「理屈はわからないじゃないが……俺は、やはり厭いやだな」

「ミルザーは最後の砦とりでだ。私と君の努力にかかっている、あの子が手を汚すかどうかは」

　砦に到達する手前で、血ち腥なまぐさいことを食い止めればいいだけの話だと、ナセルは断じる。

「……わかった」

　だいぶ複雑だったが、結局ファラグは妥だ協きようして、ナセルの諭さとすような微笑みへと固く唇を引き結んで頷いた。

　ふと窓の外を見ると、猫の爪つめのように細い月が、満天の星に取り巻かれていた。

　ソフィヤ産の真しん珠じゆよりも白く輝く彼女に見守られての、いささか気の早い春しゆん宵しようの宴うたげは、帝都中で酒と百花の匂いをたちのぼらせていることだろう。

　西地区の悲劇をよそに、暗闇に紛れて蠢うごめくものの脅きよう威いに気づくこともなく、ファラグたちが夜を徹して警戒していることも知らず。

　だが、それでもいい。……それでいい。

　これ以上誰も怯おびえさせずに〈春の大祭ノールーズ〉の日々を終えることが、ファラグの唯一にして一番の望みだった。
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『戦いくさ姫ひめファランと仮面の王』は、古代の黄金沙漠サハラー・ザハヴイーに花開いた、ティムール族の美び姫きと冷れい徹てつ王シャリアールの恋物語だ。

　部族の仇かたきの王に嫁とついだ姫が、憎んでいた相手にいつしか惹ひかれるようになって……と、筋立ては定番中の定番である。

「おまえたちはこれまで、剣舞を主体にやってきた。だが最近は身体つきもしっかりしてきたし、基盤の型には危うさがないからな。この辺りでひとつ、動きの緩かん急きゆうのつけ方と演技力を磨くとしよう。――今後のためにも」

　ダリヤールは、シュマリアとアレスを均等に見て言った。

　眉間の皺もいつもより浅く、誇ほこらしげな微笑みを口の端に刻んでいた。シュマリアの好きな表情だった。

「筋は単純だし、所作や大技の入れ方も難しくはないが――それだけに雰囲気の切り替えと、表情の作り方が大事になる。簡単なようで難しいからな。覚悟しておくように」

　そんな難しい顔して大げさな、と最初はなめていたが、実際その通りだった。

　強い心のゆらぎ。

　不安に満ちたときめき。

　それでも情熱を抑えられずに疾走する「恋心」の表現が大事なのだが、そこを演じきれず、演舞のリズムイーカーをパシッと切り替えられないのが、シュマリアのもうひとつの悩みである。

　構えれば構えるほど失敗する。

　頭で考えすぎると、身体が途端に動かなくなってしまうのだ。厄介なものである。

　シュマリアはやはり、どちらかというと――

「――よし。上出来だな」

　最後の一音まで使いきって舞い終えると、ダリヤールがすぐに褒ほめ言葉をくれた。

　シュマリアは最後の「決め」の型をほどき、勢いよく振り返った。上気した薔薇色の頰が、ぱっとほころぶ。

「ぃやった！　じゃ、本番も今のノリでいいですかっ？」

「そうだな。今の身体のキレとスムテーッシプユの躍動感が本番でも出せれば、印象の強さでは、あのサディア殿にも負けんだろう」

　わしゃわしゃと前髪を撫なでられるが、今日は巻き髪が絡まるとは言わず、にへへと満面の笑顔になった。

　一人舞――シュマリアが一人きりで舞う演目は、かの有名な『千夜一夜物語』の中でも代表格の冒険譚だ。リュートウードの合奏を主軸とした曲には勇壮な勢いがあり、伝統の型にダリヤールが今風の味を加えた振り付けも潑はつ剌らつとしている。

　体力的には過か酷こくだが、シュマリアにはこの手のノリのよさと元気さで突っ走れる演目の方が合っている。

「敢あえて難なんをつけるとすれば、中盤だな。次にくる大技に気をとられて、腕から先の動きに張りがなくなる瞬間があるのが勿体ない。戦たたかいの時同様、隙を見せぬよう気をつけるのだな」

「おっす！」

「……女の子だろう。おすはやめなさい」

「あ、はーい」

　次はレイニーたちが見てもらう番なので、シュマリアはあけた場所から引き下がった。

　ふいと目が合った。

　――明るい壁際で、影のように座りこんでいるアレスと。

　シュマリアはちょっと迷った。

　いつものように、そばに行こうかどうか。

　昨日からずっと、アレスはまた無口……なのは昔からだが、とにかく独りで妙に考えこんでしまっている。しかしディアスが持病の胃痛でへこんだり、ドライドが衛兵と飲み比べをして騒ぎになったりしたせいでバタバタしてしまい、結局まだまともに話せていないのだ。

「ええと兄さん、相変わらず全身真っ黒で――」

「シュマリア」

　レイニー直伝の「相手に警戒心をゆるめさせる話法」通り、服装を褒めるところから始めようとしたのに、相手の方から呼ばれてしまった。

　きょとんとしていると、こっちにこいとアレスに目線で促うながされた。

　シュマリアがちょこちょこと近寄って隣に腰を下ろすと、アレスは前置き抜きで――

「俺が好きか」

　真顔でそう言った。

　シュマリアは思わずのけぞりかけたが、義兄の強いまなざしからは視線が逸らせなかった。

　仕方なく、うるさいジハールやドライドには聞こえないよう声をひそめる。

「好きに決まってるじゃない。でもそれがどうし――」

「俺がどんな人間でもか」

　――シュマリアは今度こそ、はっきりと眉をひそめた。質問の意い図とが謎すぎる。

　アレスは冗談をあまり言わないし、稀まれに口にする時も表情がまったく変わらないという厄やつ介かいな人間だが、それでも今の無表情に、義妹をからかっているような気配はない。と思う。

　それなら応えたい。

　応えて、仲直りをしたい。

　口も利かないでいるのは、やっぱり寂さびしいから。

「兄さんがどんなに変人でも変態でも、無表情で無口でわかりづらくっても、どんな秘密を持ってたって、わたしは兄さんの味方よ。絶対嫌いになんかならない。……だいたい今さら嫌いになんて、なろうったってなれないよ。もう何年家族をやってると思うの？」

　きっぱり言い放つと、アレスは少しの間考えこむように沈黙してから、再び口を開いた。

「なら話す」

「――って、何を」

「シュマリアが訊きたがってたことを。全部」

　驚き、瞬きも忘れて、シュマリアはアレスの力みのない横顔を凝ぎよう視しした。

「それは大歓迎だけど……どうしてまた急に話してくれる気になったの？」

「考えた」

「いや、だから何を考えたのかって」

「色々だ。ここ数日と、今も。シュマリアと話しながら考えた。で、やはりシュマリアには俺のことを、ちゃんと全部知っておいてもらうべきだと考え直した。だから、話す」

「えっと……どうもありがとう、でいいのかな？」

　いまひとつ具体的でない発言に、ちょっと首をかしげた時、シュマリアはそれに気づいた。

　アレスの涼しい目許。重たげに映るほど長い睫毛の影だと思っていたものが、実は青い隈くまだったことに。

　シュマリアはちょいちょいと義兄の上着の袖を引いた。

「ジハール、いびきでもかくの？」

「ん？」

「目の下、隈になっちゃってるよ。ちゃんと眠れてないの？」

「――そのことも、で全部話す」

　儚はかなささえ漂わせる伏し目がちな仕草で頷き、アレスはため息まじりに言う。

（やっぱり疲れてる？）

　だが「ここでは話せない」という言外の含みが義兄の低めた声から感じられたので、シュマリアはつっこむのを我慢した。

「二人だけで話そう。夜十時。三階、東の端の空あき室べやで」

「了解。何がなんでも行く。あ、なんか密談か告白でもする約束みたいでわくわくするかも」

「告白か」

　なぜかそこが琴きん線せんにふれたらしく、アレスは妙に感慨深げに呟くと、おもむろに。

「愛してる」

　――シュマリアは飲んでいた竹水筒の檸檬レモン水にむせた。おお、とアレスが暢のん気きに呟く。

「いきなり変な告白しないでよ兄さん、噴いちゃったじゃない！　わあお、鼻痛っ」

「噴いたら、吸えばよし」

「そういう問題か!?」

　家族愛なのはわかっているのだが、普段は食べ物や人間の好き嫌いを口にしない義兄に言われると妙に心臓によくない。

　げふげふとむせていると、頭上から脳天気な声がかかった。

「おーいおまえら」

　ドライドだった。

　なぜか茶店の給仕よろしく、茶器やら糖蜜を絡めた焼き菓子やらが載った銀盆（たぶんドライドのおやつ一式だろう）を片手で無駄にかっこよく構えている。

「食べるか？」

「は？」

「なにお昼前に食べたくない？　そっか、じゃあ俺特製のミント茶でどうよ。なに気管が痛いから飲みたくない？　しょうがねえーな、そういう贅ぜい沢たく者にはこれだ、今女性に大人気のゼリー水パールーデ！　喉のどにも胃袋にもやさしい優すぐれもの！」

　意味不明なまでのノリのよさで押しつけられたのは、厚手の硝子の杯さかずきにそそがれた、とろりとする飲料だ。薔薇水で風味づけしたらしく、夕空のように綺麗な薄桃色をしている。

　明るい緑の瞳を呆あつ気けにとられて見上げると、ドライドは大きな口でにかっと笑った。

「仲直りできたんだろ？　そういう時は、一杯飲んで祝っとくのが常識だぜ」

「なっ」

　――なんでドライドにまで筒抜けになってるのよ！

　部屋の隅にたたずんでいるディアスを――シフルを除けば唯一アレスとのことを相談した友人を振り返ると、許してというように両手を合わせて拝おがまれてしまった。さては、しつこく訊きかれて教えてしまったな……？

　思わず半はん眼がんになってしまったが、今は義兄が軟なん化かした嬉うれしさの方が大きいので、シュマリアは流してあげることにした。ドライドの唐突すぎる上にやりすぎな感もある気遣いも、嬉しくないわけではなかったし。

「午後の練習は、組舞がんばろうね、兄さん」

「…………」

「……兄さん？」

　あれ、また黙っちゃった？　と思って振り返ると、アレスは立てた膝に顔を埋めて――

「寝るな！」

「……ん？　いや、寝てない」

「しっかり瞼閉じてたくせに何さらっと言ってるのよ！」

　自分ではちょっといい決め科白のつもりだった文句を、右から左に流されてしまったシュマリアはむくれ、義兄の肩に肩をぶつけた。

　けれども普段通りに戻れたのが嬉しかったので、実はひそかに頰をゆるめていた。
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「あれ。偶然？」

「偶然だね。運命と呼んでくれても、僕は構わないけど」

「……あのね……」

　建物を支えるように大きく翼を広げる七天使が描かれた円天井の真下で、シュマリアはシフルとばったり出逢った。

　――中央宮殿ダルガーフ・内宮エンデルン。

　西地区の急な区画整理に奔ほん走そうしていた軍部への接触がようやく認められたので、師匠の後をついていって報告をした帰り道だった。ダリヤールは髭ひげのお偉えらいさんに引き留められたので、シュマリア独りだった。

「シフルはどうしてここに？」

「僕の師匠が、后こう妃ひ様の手て慰なぐさみに召めされてね。リュートウードの弦が切れたというから届けてきたんだけど、見覚えのある三つ編みが見えたから」

　シフルが微笑む。

　今の瞳の色は、青みの強い翠みどり。――子犬でも見守るようなまなざしだ。

　ダリヤール先生に似ている雰囲気だな、と思いついた。さりげなく包むような存在感をしている。だから不思議と不快ではないが、子供扱いされているような複雑さも感じないでもないシュマリアだ。

「ということは、この近くに後宮があるの？」

「そういうこと。あんまり立ち話してると衛兵に睨まれるし、移動しようか？」

　舎館よりはるかに色数が多く、艶つやも見事なタイルで壁全面が覆われた、まるで宝石箱のような回廊を並んで行く。薔薇窓からさしこむ陽で、金色の針結晶がまじった石の床がきらきらと輝いていた。

　その廊下をひっきりなしに水色の短上着アバをまとった衛兵が行き交い、襟えり元もとにつけた〈星石〉で離れた場所にいる同僚と交信しあっている。腰帯には実戦用の剣も佩はいており、物々しい警固ぶりだ。

「僕は外宮ビルンにお昼を摂りにいく気でいたんだけど、君もまだなら一緒にどう？」

「いいよ。わたしもお腹なか空すいたし」

　あっさり頷いてしまった後で、ダリヤールに怒られるかな？　という考えがよぎった。耳に説教の声が聞こえるようだ。

　だから独りでは城外に出歩くなと。――一応城内ですよ。

　私はそんなふしだらな子に育てた覚えはないぞ。――いや、ふしだらだなんてそんな。

　おまえはアレスといつも一緒にいるせいで、どうも男全般に無防備というか無神経なところがあるから心配でならん――

「――誰が無神経ですか」

「え？」

「あ、ううん、なんでもない。独り言」

　シフルに案内されるまま迷路じみた内宮エンデルンを出て、灰かい白はく色の外城壁と内城壁に挟まれた広大な中庭を突っ切り、外宮ビルンの一角へ。

　木立に面した平屋建てで、目にしみるような青空を背に、陸屋根からいくつもの太い煙突を突き出しているのが厨ちゆう房ぼうだ。

　食堂なら絶対にひとがいるし、衛兵も近くにいる。最近は色々物騒だが、このひとは関係なさそうだし、大丈夫だ。

（でも、いきなりリュートウードで殴りかかられたらまずいか……いざとなったら跳び膝ひざ蹴げりだな）

「あれから何もない？」

　急にシフルが声をひそめて言うので、アレス直伝の攻撃的護身術を脳内で復習していたシュマリアは青い瞳を大きく瞬いた。

「何もって？」

「昨日、バザールで変な男に会っただろう？　何か変わったことはなかったかなと思って」

「あ、そっちのこと。それなら平穏無事よ。あれから城下にも行ってないし」

「そっか。じゃ、ずっと練習漬け？」

「宮宴に向けて、演目の仕上げをしなきゃまずいもん。でも本番に疲れを引きずっちゃいけないから量は普段の半分もしてないし、〈大祭〉で帝都にいる間は舞だけ練習してればいいからむしろ東領にいる時より楽だけどね」

「普段は、舞以外にもやることが多いの？」

「うん。夜明け前に起きたら、まず持久走をして、そのあと東領にいる時は軍の朝会に出て。お昼までは、星魔術シーミーヤや地理の講義を受けるでしょ。それから修錬になるけど、ダリヤール先生には舞以外にも武術とか……色々……教わってるし」

　最後だけ、言葉を濁にごした。

　この辺りは下へ手たに説明すると、旅団の機密に関わってしまう。

　何せシュマリアたちが習っているのは、芸術としての伝統舞踏だけではない。

　戦技舞踏。――東領に古くから伝わる、実戦での身のこなしを独特の舞の型と融ゆう合ごうさせた特殊技能だ。

　旅団にアレスやカイスタンといった男の舞師がいるのは、男性にしか許されていない東領の伝統舞踊を舞うためでもあるが、それ以上に、この戦技舞踏をダリヤールから正確に承継するという目的が大きい。体格で劣おとる女の舞師では、どうしても剣舞の超絶技巧などを習得しきれないのだ。

「武術の鍛たん錬れんが終わったら、半刻かけて柔軟体操して、やっと舞の練習に入れるの。だから夜まで踊りっ放しのことが多いかも」

　シュマリアは数えるように左手の指を折りながら、さし障さわりのない範囲で答えた。

　軍で働く舞師のことはあまり知らなかったらしく、シフルが驚いたふうにわずかに目を瞠る。

「意外と大変なんだね」

「そう？　どこの封領カテイーアの旅団も、これくらいやってると思うけど」

「それでも、すごいと思うよ。僕は仕事柄、君くらいの歳の貴族のお姫様にもよく逢うけど、彼女たちに君と同じことをやれと言っても絶対にできないと思う。そこまでひとつのことに頑張れるのは、それだけで素敵な才能だよ」

「っ……あ、ありがと」

　シュマリアは、あやうく食堂の敷居に蹴つまずきそうになった。まじめに言われると、びっくりして照れくさくて変な顔になってしまう。

（キザなのかな……でもお世せ辞じっぽくないし、わたしなんかにお世辞言ってどうするんだって感じだし、やっぱり本気？）

　さっきもさらりと芝居じみた科白を口にしていたが、今目の前で「すごいね」と微笑んでいるシフルは思いのほか素朴に見える。舞師をしていればシュマリア程度の容姿でも時々遭遇する、下げ卑びた色もない。

　だからつい、自分からネタ振りをしてくれるアレスか、陰に籠こもっていない時のディアスと話しているかのように穏やかな気分になってしまうのだろう。

「そういえば、お兄さんとは仲直りできたの？」

「それがね――」

　昼をだいぶ回っているせいで、広い食堂は空いていた。青空に映はえる、白い花が咲いた林りん檎ごの木が見える席を選ぶ。

　シュマリアはできたての野菜と豆の素朴なスープに舌した鼓づつみを打ちながら、シフルに請こわれるまま、旅団について話してあげた。もちろん、さし障りのない範囲でだ。

「そう、似てないでしょ。兄さんって呼んじゃってるけど本当は従兄いとこなの。ずっと一緒に住んでるし、もう本当の兄さんも同然だけどね。……ううん、兄さんの両親はだいぶ昔に亡なくなってるの。そんな、謝らないでいいよ。でも兄さんに直接そのことを訊くのは厳禁ね？」

　――と、気づく。

　シフルの食べ方が、非常に品がよいことに。

　喋しやべりながら男らしい手早さで口に放りこんでいるようでいて、食べ物が唇の奥に消える瞬間が妙に美しい。絶対に口を大きくは開けないせいだと、やや遅れて気づく。

　出世街道から大はずれの宮廷楽師を志こころざしているということは嫡ちやく男なんではないはずだが、単なる道楽息子にはない流れるように優雅な挙きよ措そが、ごく自然に身にしみついているようだ。

（舞をやらせても、いいセン行きそう）

　アイシャの言葉がよぎった。

　――王子様をタラしてきてね！

（王子様じゃないしタラすつもりもないけど、お土産みやげ話のネタはできたかな）

『呪のろわれし王子』のエディル王子役が似合いそうな、さりげない気品と色香を持った宮廷楽師がいたよと言おう。アイシャなら目を輝かせて、夢いっぱいな即興詩を語ってくれるだろう。

　食後のミント茶をお代わりした時、ふとシフルが、羨うらやむような口ぶりで言った。

「君は本当に、仲間と舞踏が好きなんだね」

「もちろん」

　お茶請けのサクサクとした焼砂糖のパイヘルヴアをかじりながら、シュマリアははっきりと頷く。

「シフルもそうでしょ？」

「僕？」

「リュートウード。好きだから、宮廷楽師になろうと思ってるんでしょう？」

「……そうだね」

　おや、とシュマリアは瞬いた。

　春の陽だまりにも似て晴れやかに微笑んでいたはずの、今は灰青色に光るシフルの瞳に、複雑な翳かげりがよぎったからだ。

　ほんの一瞬にも満たない刹那のことだったが、巧たくみな相方・アレスの動きに即応するべく鍛きたえられたシュマリアの目は、それに気づいてしまった。

　哀かなしそうというか――哀しい想いを、静かに押し殺しているようだった。それも、自分でも意識していないうちに。

　どうしてそんな目をするんだろう。

　わたし、何か変なこと言ったっけ……？

　ふと、シフルの演奏が耳に甦よみがえった。あの、虚きよ無む感を秘めた哀切な音色。ぴんと張りつめた、孤独な響き……。

「……哀しいことでもあったの？」

　シュマリアは思わず、そんなふうに問いかけていた。

　――対面でシフルが、驚いたように瞬いた。

　雰囲気が変わる。

　やさしげな笑顔はそのまま、今までにない冷たい気配が彼から発せられたので、シュマリアの顔が思わず固まってしまう。しばらくして、怖いほど静かにシフルが言った。

「どうしてそんなふうに思ったの？」

「そ、それは……」

　近い近い近い！　とシュマリアは内心思いっきり悲鳴を上げた。

　けぶる飴あめ色の睫毛まで確認できるほどの距離に、シフルの面差しが近づいてきていた。動揺して目が泳ぐ。

「もしかしたら失礼なことを言うかもしれないけど……怒らないで聞いてくれる？」

「僕は女の子に怒りをぶつけたりしないよ」

「……なるほど」

　なんだか妙に納得してしまったが、それでも強いためらいをシュマリアは感じていた。

　本当に言っていいのか、わからない。友達でもない相手の心に踏みこむようなことを。

　でも。

　微笑む唇とは対照的に、ひどく真しん摯しなシフルの瞳は、言ってほしいと願っている気がする。

　勘違いだったらお寒い限りだが、もう、なるようになれだ。

「あなたの演奏をどう思うかって、前に訊かれたでしょ？」

「訊いたね」

「本当はあの時、ちょっと寂しい感じがするって言いたかったの。『戦姫ファラン』はもともと明るくはない曲だけど……シフルの演奏には、曲が持ってる以上の深い雰囲気があって。それがわたしには、哀しい想いとか寂しい気持ちがこめられてるように感じられたっていう、それだけの話なの。本当に、それだけ」

　最後は自信なさげに、だが一気に言い放ってしまうと、ふっと沈黙が流れた。

　シュマリアの額に冷や汗が浮かぶ。わあお……すべった？

「……なるほど」

　シフルは不快ではなさそうだが、さりとて完璧に上機嫌には見えない――目はシュマリアの青い瞳を意味ありげに流し見て、唇は綺麗な三日月のかたちにつり上げて笑っているという、ひどく複雑な表情になった。

　何を考えているかわからなくて、少し怖い。

「あれだけの演奏で、よくそこまで考えるね」

「それは……舞もそうだけど、楽器の演奏って、思った以上に性格とかその時の気分が出ちゃうものだからよ。シフルも聞いたことない？　そういう話。うちのディアスなんて、緊張がそのまま演奏に出ちゃうから、毎回大変で」

　我ながら変に言い訳じみていて、腰が引けた口ぶりだとシュマリアは思った。

　揶や揄ゆするように口の端をつり上げたシフルが、不意に試すように囁いてくる。

「なるほど。ではもし僕が本当に哀しんでいるとしたら、君はどうする？」

「ど」

　どうしましょうか。

　あまりに予想外の切り返しに、そんな間抜けな反応をしかけた時――異変は起こった。

　――!!

　一瞬、何が起きたのかわからなかった。大きな音がして建物がゆれた。そう感じたと同時に円卓の下に引きずりこまれていた。

　シフルの腕。――兄さんじゃない男のひとの腕！

　思った瞬間シュマリアの身体は硬直したが、それを無視して強く胸に抱きこまれた。動かないで、と耳許すぐで囁かれる。言われるまでもなく、床も壁も強く震動しているから、シュマリアは立ち上がれもしない。

　――硝子の割れる音が、ひっきりなしに頭上から降りそそいでくる。

　でも、なじみのない体温や抗あらがえない腕の強さの方が、五感にまざまざと迫ってきて怖い。

　轟ごう音おん――

　円卓の下の狭い空間で、息もつけずに密着することしばし。

　砂嵐ハムシーンの真っ只中にいるかのような轟音と激しい地面の揺れが、少しずつおさまりはじめた。

　シュマリアの黒髪ごと背中を抱いていた手が、ゆるやかにほどかれる。ぽん、とやさしく肩を叩かれた。

「もう大丈夫だよ」

　うっかり舌を嚙んでしまっていたシュマリアは、涙目で食堂を見渡し――

　絶句した。

　あちこちの壁が崩れ、床に瓦が礫れきの山ができている。倒れた卓と椅い子す、一面に散らばった窓硝子の破片。厨房寄りの天井には大きな風穴があき、青い空が見えているのが場違いにのどかだが――半壊状態だ。もうもうと土つち埃ぼこりが舞っている。

　さっきまでのいたたまれない緊張感も吹っ飛び、シュマリアは茫然と呟いた。

「……何があったの？」

「爆発だ。星魔術シーミーヤかもしれないな」

「ここが爆発？」

「だったら僕たちは今頃黒くろ焦こげだ。この近くの――おそらく裏手の倉庫辺りだろう」

「なんでそんな場所で爆発……？」

　初めて見る厳しい表情のシフルが、ふとシュマリアの視線に気づいたように振り返る。

　灰青色に強く輝く瞳とぶつかった刹那、はっとさせられた。

「シフル、顔！」

「ん？　――ああ、掠り傷だよ」

　自らの頰に指をはわせ、シフルは気にするふうでもなく朗ほがらかに笑ってみせた。

　硝子片が掠ったのだろう。右の頰骨近くに一条の切り傷が走り、甘やかな美貌に血色で凄すごみを描き加えていた。しかもよく見れば顔だけではなく、薄い麻のシカャミツスもあちこちが裂け、血が滲んでいる。

　頰の血を無造作に指でぬぐうと、シフルはシュマリアの手を引いて立たせ、彼女の巻き髪に絡んだ埃をやさしく払ってくれた。

「――怪我はないね？」

「全然。シフルが庇ってくれたから」

「よかった。それじゃ、君は仲間のところに戻った方がいい。心配してるはずだ」

「シフルはどうするの？」

　アレスたちは心配だし、早く逢いたい。けれどもシフルがどうでもいいわけはない。彼の怪我はシュマリアのせいだ。

「ちょっと裏の様子を見てこようと思う。倉庫番に知り合いがいるんだ、無事か気になる」

「気をつけて。……ごめんね」

「そんな顔しないで。舞姫に傷をつけるわけにはいかないし」

　宥めるようにシュマリアの前髪を撫でると、シフルは硝子を踏み越え、壊れた壁の一角から外へと出ていった。

　――また逢おう。

　すれ違いざまそう囁かれたが、シュマリアはいいよとも厭だとも言えなかった。

　爆破の前と、最中と、後。色々ありすぎて、頭の中がごちゃごちゃだった。

　でも……今は帰らないと。先生も兄さんもディアスも、みんな、きっと心配している。わたしもみんなが心配だ。

　半分ぼんやりとしたまま、無事な扉から回廊へと駆けだす。

　くしゃくしゃになった前髪をかき上げながら、シュマリアは無意識に呟きをこぼしていた。

「……びっくりした」

　爆発と同じくらい、シフルという青年に――
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　朔さく月げつが近い。

　糸のように細い月は、春にしては重く濃い雲に隠れがちで、地上にはかすかにしか月光の恵みが届かない。夜よ更ふけの底は暗く深く――〈大祭〉を前にして華やぐ帝都にも、誰かが気づきそうでいて誰もが見過ごしてしまう、死角のような闇をそこここに生んでいた。

　そのひとつ――塗り潰つぶされたような暗黒の中で、不穏に囁く声がある。

「ヤディマが死んだか」

　ごく自然に気配を殺したまま、エンヴェルは浅く短いため息をつく。

　仕方ないなとでも言いたげな、深刻さのない口調だが、彼の前に跪ひざまずいている相手は暗あん鬱うつにうなだれた。

「申し訳ありません。他の者の先走りを止められなかった、私の手落ちです」

「謝るなよ」

　エンヴェルは、口の片端だけをつり上げて首を振る。相手の夜目にも、それは見えた。

「あいつらが俺とは違って、こういう地味な潜伏に慣れてないのを忘れてた。手綱を締めておかなかった、俺の失敗だ」

「ですがエンヴェル様は、当主ザラスに任された別命がお有りでした――」

「それでもだ。そのふたつと今回の報復作戦の指揮が、俺が当主ザラスに任された仕事だ。おまえに丸投げしちまってた俺が悪い」

　だから、とエンヴェルは語気を強めた。

　――あの、それ自体に不思議と心を熱くさせる力のある声になっていた。

「おまえも戻ってこられた連中も、今回の失敗は気にはしろ。だが落ちこむな。〈大祭〉まであと四日だ。残った十一人がヤディマの自己犠牲を無駄にしなければいい。完璧よりも臨機応変を心がけてやれ」

　無造作とさえいえる慰なぐさめだが、部下は感じ入ったようだ。山猫のように光る火色の瞳にゆっくりと本来の力強さが甦る。

「心得ました、エンヴェル様」

「よし。命をかけて仲間を守りぬいたヤディマは、炎帝に愛されすぎたゆえに爆炎の中で死んだ。おまえたちも来世の栄誉を祈ってやれ」

「炎帝の御名にかけて」

「聞いたぜ」

「――どちらへ？」

　エンヴェルがふいと立ち上がったことに対して、彼は確認の口調で問うた。

　星明かりさえない闇の奥で、エンヴェルは意味ありげな口許の笑みを深めると、それまでとは一転した洒しや脱だつな口調で言った。

「今夜は月の見えない、最高の夜だ。偵察ついでに誰かの許に忍びにいくのがお似合いだとは思わないか？」
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　明日から十六歳　大人になれると思ってた

　髪には花　ベールイザールに香水　瞼墨クフルをさす

　爪つめは赤く染めて　……恋をする

　けれどまだ　わたしは恋を知らず……




「……うーん。いまいち。いまに。いまさん」

　シュマリアは唸うなると、恋愛詩もどきを書き殴なぐったパピルス紙を引きちぎり、長椅子デイーワーンにばったりと倒れこんだ。

　アイシャの真ま似ねだ。

　芸術家肌はだとでもいうのか、アイシャはしばしば唐とう突とつに、変わった比ひ喩ゆや表現を口にする。とりわけ舞について語る時がふるっていて「ここは、許されない口づけは蜜みつよりも甘いことを表さないと」だのと、うっとりした瞳で語りだすことが多い。

　シュマリアは時に首をひねりながら聞き、時においおい頭は大丈夫かと肩を揺ゆさぶってあげたりするのだが。

「なんだそりゃって思ってたけど、真似するのって意外に難しいんだな……」

　呟つぶやき、うんと猫のように伸びをして、シュマリアは絨じゆう毯たんの上の天球儀アストロラーベを見やった。

　部屋に満ちるのは夜の闇やみ。

　――それを真昼のような光で払っている球体が、天球儀アストロラーベだ。

　シュマリアの拳こぶしほどもある透明な硝子ガラス玉の中に、「星の砂」と呼ばれる魔力のこめられた砂粒が閉じこめられており、それがサラサラと動いて星と月の位置、ひいては時刻を教えてくれるという簡単な仕掛けだ。

「わあお。十時だなんて、もうとっくに過ぎてるじゃない」

　なのに、アレスはまだ来ない。

「まさか寝ちゃってるとか？　だったら、帰ったらお母さんに言いつけないとだけど」

　シュマリアは眉まゆを寄せて、唇の端を曲げる。

　――爆発の後、外宮ビルンは騒然とした。

　シュマリアはダリヤールに心配しただろうと叱しかられ、古式ゆかしく正座でお説教されただけで済み、舎しや館かんの仲間たちにも被害はなかったが、爆発現場――シフルの読み通り、穀こく物もつ倉庫だった――近くでは死傷者も出たらしい。

「原因は不明」としか訊ききこみにきた騎士は言ってくれなかったが、先日に続き、バルク家の破壊活動ではないかと噂うわさらしい。

「らしい」尽くしなのは、中央宮殿ダルガーフでは客分に過ぎない東とう領りよう旅団には、噂以上の情報が入ってこないからだ。

　そんな練習もろくに手につかない昼下がり、アレスは表情が硬かった。いつにも増して無口で、何かを考えこんでいた。

「……でもやっぱり今は駄だ目めだって言うから、いい子で夜まで待ったのに」

　腕組みする。月明かりもなく、薄ら寒い部屋で独ひとり待つのも、そろそろ限界だ。

　何もしない時間というのがそもそも性に合わないし、じっとしていると同じことばかり思い出してしまうから困る。

　――もし僕が本当に哀かなしんでいるとしたら、君はどうする？

　あの、試すような口調を。

　シフルの謎なぞめいて深いまなざしが、甘やかな言葉や抗あらがえない腕の力よりも強く記憶に灼やきついていた。

　アレスの無表情を読みなれているのに、シフルがあの時何を思っていたのかが推測できないのが、シュマリアは我ながら不思議だった。

（でも、からかわれてただけとは思えないしな……なんとなくだけど。も、完璧に勘かんだけど）

　気になる。

　今も痛がっていないかなと、ディアスの胃痛を案じる時の気持ちに似ているだろうか。

　怪け我がをさせてしまった罪悪感だけではない、おかしな強さで、シフルの存在が心に刻きざまれてしまったような……。

「……いやいやいやいや！　そんなまさか！」

　突然わけもなく気恥ずかしくなり、何につっこんでいるのか自分でもわからないまま、シュマリアは強くかぶりを振った。無意味に慌しい動作で瞳に合わせた青色の上着をはおり、天球儀アストロラーベを袂たもとに入れる。

　アレスに無性に逢いたかった。

　話はもちろん聞きたかったが、何よりも義兄の空気のように自然な存在感にふれて安心したくて、シュマリアは三つ編みを背で跳ねさせながら廊下に飛び出し――

　――大きく目を瞠みはった。

　紅あかい。

　視界に映るものすべてが、紅かった。

　彩色された木と白いタイルで覆おおわれているはずの壁も、褐かつ色しよくの床板も、四角い窓から見える夜空とアカシアの若緑の枝葉も、不気味なほど濃く深い紅くれない色に染め上げられていた。まるで辺り一面、炎ほのおに巻かれているかのような……。

（これって……あの時の！）

　一昨日、灰色の目の男に再会した時に広がった、深紅の風景だ！

　ぞくりとくる厭いやな予感が背筋を貫いた。赤光の中でも青く輝く瞳が震ふるえる。

（……兄さんは？）

　シュマリアはひりつくような不安にかられて走ると、アレスとジハールの部屋の扉とびらにすがりついて――

「――痛っ！」

　否いな。

　すがりつく前に、仄ほの赤く輝く取っ手にふれようとした途端、指先がはじかれた。

　驚いたシュマリアは、並んだ他の扉にも窓にも手を伸ばしてみたが、結果は同じだった。

　まるで、この異空間に入った者は二度と出さないとでもいうかのような反応だ。

　厭いやな想像を振り切りたくて、また違う扉にしがみつき、

　……開いた！

　勢い、すっ転びそうになりながら扉の向こうに出る。

　そこも一面深紅だったが、建物の中ではなかった。外付けの総石造りの階段だ。

　下には……行けない。石のように硬い赤光の壁がそびえていて、身体からだごとはじかれる。

　あとは屋上しかない。

　ぞっとしないが、行ってみるしかない。シュマリアは奇妙に生なま温ぬるい石段に足をかけた。

　激しく脈打つ心臓を押さえて、石段を上りつめ――

「――兄さん!?」

　炎の海を思わせる場景を見るなり、シュマリアは目を疑った。

　赤熱したような地面に、アレスがうつ伏せに倒れていた。さっと蒼あお褪ざめて駆かけ寄ろうとするがその時、

「おっと」

　場違いにのんびりした声が響き、シュマリアの視界に銀色のものが飛んできた。

　のけぞった足許で硬い音がする。視線を落とすと、藍あい色の布靴のすぐそばに鋼はがね色の小刀が突きたっていた。

「悲鳴はやめてくれよ、お嬢さん。女の細首を捩ねじ切るのは苦手なんだ」

　はっとして顔を上げると、アレスの傍かたわらに、なぜ今まで目に入らなかったのかが不思議なほど存在感のある人物がいた。

　――灰色の目の男だった。

　白しら刃はの輝きを思わせる銀髪が、琥こ珀はく色の肌はだにあざやかに映はえる。低い声の持つ迫力を裏切って、意外と若い。三十に届くか届かないか。彫ほりが深くなかなかの男ぶりではあるが、愉ゆ悦えつを含んだ冷笑が不気味だった。

「これで三度目かな？　お嬢さんと逢うのは。この間は名乗らずに失礼したな」

　生血にまみれた人間――アレスを足許に転がしているとは思えない、まるでバザールで謳うたう物語師のように朗々とした声で、男はそうのたまった。

「俺はエンヴェル。あんたのお兄さんの知り合いだ」

「……うそ。兄さんに何したの！」

「尖とがるなよ、シュマリア」

　男――エンヴェルが不意に言った。

　シュマリアの背筋がぞくりと震える。どうしてわたしの名前を……？

「シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット。東領聖撰軍の舞師。アレス・マスウドとは家系図の上では従い兄と妹こだが、ほんの赤子の頃から、家族同然に育ってきた。――実は曾そう祖そ母ぼがバルク家ティムール族の女だったが、軍の同僚には秘密にしている」

「っ……!?」

　今度は息が止まった。冷たい灰色の目が、嬲なぶるようにシュマリアを見つめてくる。

「ここまでは正解みたいだな？　お嬢さん」

「なんで、そんなことまで」

「この俺も、お嬢さんの遠い遠い親しん戚せきだからかな」

　親戚。

　――まさか、この男は、あのバルク家のエンヴェルなのか!?

　それが本当なら、この状況は洒落しやれにならない。シュマリアは凍こおりついた。

　エンヴェルはあくまでも冷笑的な調子を崩くずさず、吟ぎん味みするような目つきでシュマリアを上から下まで眺ながめた。

「バルク家の血を引くなら多少は素質があるかとは思っていたが、なかなかの掘り出しものみたいだな、お嬢さんも。〈聖せい灰はい〉の結界に、一度ならず入ってこられるとは」

　――〈聖灰〉？

　聞き慣れない言葉にシュマリアは一瞬眉まゆをひそめるが、すぐに気を取り直した。

　動揺を振り切るかのように、足許の小刀を引き抜いて数歩先に立つエンヴェルに突きつけるまでを一瞬の動作でやってのける。

「そんなこと、どうだっていいわ。兄さんを離して！」

「お嬢さんが、この坊やの代わりに俺についてくるなら――と言ったらどうする？」

「……なんですって？」

　唐突な交換条件の意味がわからず、シュマリアは瞬まばたいた。

　しかしエンヴェルの顔つきを見る限り冗じよう談だんではなさそうで、なぜそんな、と問い返そうとした時だった。

「……〈火星〉は導く。煉れん獄ごくの死者の凝ぎよう血けつ」

　シュマリアの目の前に、突然、彼女の背せ丈たけよりも巨大な炎ほのおの塊かたまりが出現したのは。

　次の瞬間それはどろりと溶け落ち、無軌道な炎の波と化してエンヴェルへと傾なだれた。

　一瞬にしてエンヴェルを呑みこみ、炎が爆烈する。爆風で、屋上どころか舎館そのものが揺れた。揺れがおさまったかと思ったら、ふっと深紅の光がかき消えた。それらすべてが瞬まばたきのうちに終わっていた。

　シュマリアが驚きから醒さめた時には、目の前すぐにアレスの背中があった。

　ぐらり、彼の膝ひざが揺れる。

「……兄さん！」

　義兄がその場にくずおれる寸前に、シュマリアは彼を抱き留めた。

　ぬるり、とした感触が掌てのひらにふれる。アレスの脇腹に添えた手が、彼の血で濡ぬれていた。

「シュマリア……？」

　言葉も顔色も失なくしたシュマリアを、呼吸の安定しないアレスが弱々しく呼ぶ。

　アレスが〈火星〉の星魔術シーミーヤを使ったのを初めて見たとか、エンヴェルを殺してしまったのかとかいう大きな衝撃も忘れて、シュマリアは義兄のぼろぼろな姿に打ちのめされた。

　どうして兄さんがこんな目に……！












「――〈烙らく印いん〉の力か」

　低い呟き。

　はっとして顔を上げると、眩まばゆい炎があらかた霧む散さんした後の黒く焦こげた場所に、エンヴェルが平然と立っていた。

　シュマリアは再び絶句する。――あれが直撃したのに、無傷!?

　乱れた銀髪をかき上げながら、エンヴェルは硬直する二人を交互に見た。

「しかしその様子だと、使い馴れてはいないみたいだな。さては〈烙印持ち〉だとばれるのが怖くて、今までろくに火術を使ってこなかったろう？」

　あからさまな揶や揄ゆの笑みを無視して、アレスは凍るほど冷ややかな声で告げた。

「シュマリアに近づくな」

「おっかないな。まだ手の甲に挨あい拶さつの口づけすらしてないんだぜ？」

「――去れ！」

　鋭するどい一いつ喝かつ。

　いつも口調の平へい淡たんなアレスのものとは思えぬほど、激した声だった。

「一歩でも近づいたら、俺はあなたを道連れにして死ぬ。〈烙印〉の力をすべて解き放つ」

　エンヴェルは含み嗤わらいを消して、すうっと目を細めた。ひしぐような威圧感が、それだけで増す。

「言ってくれるじゃねぇか。本気か？」

「無論」

　そんなと叫びかけたシュマリアの口をふさぎ、アレスは燃えるような目で言う。

　数瞬の沈黙――

　エンヴェルの決断は、意外なほど早かった。

「――ま、俺も今騒ぎになると面倒だからな。麗うるわしい家族愛の前に退散してやるよ」

　肩をすくめて冷笑しながら、屋上を囲う腰の高さまでの壁にひらりと跳び乗り、そして。

「またな」

　不吉にしか響かない言葉を置いて、なんのためらいも見せずにエンヴェルは壁の向こうの闇に飛び降りた。

　ここは六階――とシュマリアは一瞬そそけだったが、勝手に落ちて死んでくれそうな男ではないと思い直す。直後、肩に脱力したアレスの頭がもたれかかってきた。

「兄さん!?」

「ねむい」

「予想外!?」

「……いや。むしろ、痛い、か」

「そっちが先でしょどう考えても！　はい、つかまって！」

　肩を貸し、虚きよ脱だつしたようなアレスを半ば引きずりながら階段を下りて、待ち合わせ場所にしていた空あき部屋に連れこんだ。

　明かり兼用の天球儀アストロラーベを床に放り出して室内を照らし、まだ一度も使っていない寝台にアレスを座らせると、彼はすぐに星魔術シーミーヤを発動させて自ら傷をふさぎはじめた。

「先生かディアス、呼んでくる？」

「どう説明する」

　――シュマリアは、ぐっと詰まった。

　兄きよう妹だい喧げん嘩かをしました、でごまかすには、アレスの状態は凄せい惨さんすぎる。一体どこから説明すればいいのかもわからない。

「じゃ、わたしがやろうか？　治ち癒ゆの星魔術シーミーヤなら、わたしでも一応はちょっとなんとかなるし」

「いや。シュマリアは、着替えを頼む。ジハールに勘かんづかれるな」

「了解。待ってて！」

　猫のように足音を忍ばせて部屋に向かい、ジハールが起きないかひやひやしながら目的の鞄かばんを奪だつ取しゆして戻ると、アレスは冷たく感じるほど白い裸はだかの背をこちらに向けて脇腹の切せつ創そうを治しているところだった。

　傷は至いたるところにあった。肩けん胛こう骨けつの上、二の腕、うなじ。たぶん脚にも。ご丁てい寧ねいにもすべて致ち命めい傷しようではなく痕にもならない浅傷あさでばかりだが、シュマリアは泣きそうになってしまった。

「今日はみんな、怪我してばっかり……」

「……みんな？」

　つっこまれたが、今はシフルの話をしている場合ではないので流し、切り返す。

「あのひと。エンヴェルって言ってたけど――あのエンヴェルなの？」

「ん」

　やっぱり。――背筋がそそけだった。

　エンヴェルはバルク家の暗殺戦士だ。東領でも何人もの高官や勇将が、エンヴェルの手で殺されている。殺し方、というか屍し体たいの処理の仕方は決まっている。〈火星〉の星魔術シーミーヤで灰となるまで焼やき尽くす。罰当たりめ、これがバルク家ティムール族の奉じる火の神『炎えん帝てい』の裁きよと嘲あざけるが如ごとく。

「……兄さん、よくそんなのと渡りあえたね」

「エンヴェルの目的は、俺を殺すことではなかったから」

　アレスはいったん着こんだシカャミツスの留め具を外して、前をはだけた。かたちよく浮いた左の鎖さ骨こつの真下に、あざやかに蒼あおい刺いれ青ずみが咲いている。

　――刺青そのものは、アシェラート帝国ではありふれた風習だ。遊牧民を中心に、部族や一族伝来の文様を肌に刻む伝統もある。しかし。

「ここ」

　アレスが指さしたのは、八はち芒ぼう星せいの紋もん章しようのようにも見える、幾き何か学がく模様の中心だ。

　これほど間近で凝ぎよう視しするのは初めてだったが、それは他の部分と違って赤みの強い色料を使ったらしい。独特の崩し方をした文字がびっしりと並んで、観かん音のん開きの扉じみた拳こぶし大だいの文様を作っている。

「〈烙印〉」

「……それ、エンヴェルも何度か言ってたけど、一体なんなの？」

「火性の魔力を限界まで高めることを目的にした、魔術的な刻印。バルク家が火の神『炎帝』に仕える戦士をつくるための秘儀だ。成功すれば強大な魔力が手に入るが、失敗すれば精神が壊れて死ぬ。そして成功する確率は、一割にも満たないと、あの男は言っていた」

　――シュマリアは驚きに息を詰めた。

　隣に座ったアレスの、今となってはおぞましいものに見える左胸の刺青を見つめて、シュマリアは悲痛な声を上げてしまった。

「それされたのって……うちに来る前のこと？」

「……ん」

　いつもは機から巧くり人形じみて淡白な首しゆ肯こうにも、今回ばかりはためらうような色が濃い。

　アレスの母――シュマリアの父にとって妹にあたる女性は、曾祖母の縁で知り合ったバルク家の男と駆け落ち同然に結ばれて、夫の故郷に入った。しかし夫婦とも亡くなってしまったので、その一人息子アレスは三歳でジェディット家に引きとられた。

　そこまでは、シュマリアも父・マウスドから聞いている。

　けれど。

　――バルク家が三歳のアレスを、下へ手たすれば死ぬような目に遭わせてまで戦いの道具にしようとしていたとは、知らなかった。酷むごすぎる。

「エンヴェルはバルク家から逃げた俺を見つけて――最初は、星魔術シーミーヤの『幻惑』を利用した夢を通して語りかけてきた。バルク家に戻れと。俺が睡眠を絶ったら、あの結界に俺を閉じこめて、また誘いかけてきた。また断ったら、今度は死なぬ程度に嬲られた」

「……っ！」

「怯おびえてる場合じゃないぞ。――あの男、シュマリアにも興味を持った」

　怯えたというよりも、アレスが受けた仕打ちに衝撃を受け、つらいだろうに泣きもしない彼の代わりに涙がこぼれそうになってしまったのだが、その涙も引っこむ指摘でシュマリアは緊張の息を呑んだ。

「エンヴェルがわたしにも興味って、なんで……」

「その瞳」

「瞳？」

「星流の瞳。だろう」

「せいりゅう……って何それ？」

「朝の眼。破は幻げん。呼び方は色々だ。だが要するに、星魔術シーミーヤの立式と、それがどんな威い力りよくなのかを見抜ける力だ。シュマリアが、エンヴェルが〈聖灰〉で作った結界を一部破って、あの鎖とざされた領域に入れたのは、その力のせいだ」

　アレスにはめずらしい長なが科白ぜりふ――いや、大事なのはそこではなく。

　専門用語が多いので完全には理解できていないが、シュマリアの瞳が秘めていた力で、エンヴェルの罠わなから義兄を助けられもしたが、逆にエンヴェルに目をつけられる羽は目めにもなってしまったことは了解した。

「ね。星流の瞳って、〈烙印〉と同じくらいすごいの？」

「あまりない素質では、ある。ちゃんと鍛きたえなければ、星魔術シーミーヤの幻惑や催さい眠みんにかかりにくくなる程度だが」

　それでもシュマリアは、奇妙に満足していた。

　円まるっこいせいで子供っぽく見えてしまうのが常々不満だった自分の碧へき眼がんを初めて誇ほこらしく思えたし、エンヴェルに対する強い畏い怖ふが、彼に対抗しうる力があるという心強さで、だいぶ緩かん和わされた気もするからだ。

　確かめるように何度か頷くシュマリアを見つめて、アレスはふと微苦笑めいたものを頰によぎらせた。かすかに自嘲的に呟つぶやく。

「本当は、俺だけで片をつけたかった」

「エンヴェルを……？」

　シュマリアは顔をしかめた。そんな無茶なと一瞬のけぞって、それから言い聞かせるように義兄に告げる。

「兄さんの気持ちはわかるよ。わたしを危険に巻きこみたくないんだよね？」

　――アゥラ＝ハガールの村でも、シュマリアを戦わせなかったように。

「でも、確かにわたしはまだ兄さんより弱いけど、今回みたいに予想外に力になれることだってあるんだし……もう少しくらい頼ってほしいな。わたしは兄さんの相方でしかも家族なんだもん、兄さんが大変な時に何もさせてもらえないのは逆にしんどいよ。遠ざけないで、できれば助けさせてほしい」

「……ん。心配させて、悪かった」

　アレスは素直に頷くと、組舞で高難度技が上う手まくいった時のように、シュマリアの頭をよしよしと撫なでてきた。

「今後は、一緒に考えよう。俺だけの問題でも、なくなってしまったし」

「うん。二人で戦おう」

　未いまだに巻きこんだことを後悔している様子の義兄を元気づけたくて、シュマリアは力強く頷いてみせた。

　アレスは少し驚いたように目を瞠みはり、それから、敵かなわないとでも言いたげな苦笑いを目許に浮かべた。

　そして唐突に、ばったりと寝台に倒れこんだ。

　きょとんとするシュマリアを後しり目めに、アレスは重たそうに瞼まぶたを閉じながら呟いた。

「……喋しやべり疲れた」

「おいおい」

　いつも無口だからって話が終わってもいないのにとシュマリアは思ったが、すぐに、急せかすことはないかと思い直した。また何かあったら、今宣言したように自分が義兄を守ってあげればいい。

「わかった。夜明け前に起こすから、それでいい？」

「ん……」

　エンヴェルのせいで眠れない夜が続いていたのだ。今夜は絶対に安眠させてあげたい。

　そんな使命感と母性本能じみたものを抱きながら、シュマリアはアレスを真新しい毛布の下にやさしく押しこめた。

　ほどなく聞こえてきた寝息と、めずらしい無防備な寝顔を見守りながら、ふと思いつく。

（……そっか。兄さんがシフルをあんなに警戒してたのって、エンヴェルのことがあったからなのか）

　しんどい想いを独りで背負いこみながら、純粋にシュマリアを心配してくれたのだ。

　納得する。何も知らずに悪いことをしたという後悔と、シフルとまた会ったのに秘密にしていたことへの罪悪感にかられる。

　アレスが起きたらシフルのことを話そうと、シュマリアは心の中で決めた。
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　同時刻、内宮エンデルンは星明かりの庭てい苑えん――

「穀物倉庫のそばで、侵入者三名と衛兵が揉もめたそうだ。その後、侵入者の一人が衛兵たちを巻きぞえにする格好で星魔術シーミーヤを暴発させて、そいつを含めて五人が死に一人が重傷を負った場所で、これが見つかった」

　――ファラグはそう言って、掌しよう中ちゆうのものをナセルへと放り投げた。

　小さな硝子ガラス壜びんだった。きらきらと火の粉に似た光を放つ、非常にきめの細かい粒りゆう子しが中に詰まっている。

「〈聖灰〉だね。それも極めて純度が高い」

「〈聖灰〉っていうと……確か、なんたらとかいう幻げん獣じゆうの死し骸がいを特別な星魔術シーミーヤで焼くとかして作るあれか？」

「よくできました。その通りだよ」

　幼子にするような賞賛と笑顔に、軍服のファラグは露ろ骨こつに目つきを険けわしくしながら、蔓つる薔ば薇らに抱かれた四あず阿まやに入った。

　水晶柱形の吊つりランプがやわらかに闇やみを払う中、ナセルは石造りの椅い子すにしどけなく座していた。平服サウブの膝の上にリュートウードを抱かかえて、大樹の如ごとく突っ立ったままの弟を見上げると、含みありげに微笑ほほえんだ。

「君はこの〈聖灰〉について、他には何を知ってるかい？　ファラグ」

「広範囲、かつ大人数に幻術をかけられるというのは知ってる。ガウダ平原でもさんざん苦戦させられたからな」

「正解だ。それともうひとつ――これを地面に適てき宜ぎばらまいて、しかるべき魔術的な手順を踏むと、強固な結界が作れるそうだ。外からは入れないし、中に入ったが最後、術者の許しなしには外に出られない。しかも外部からその結界を発見するのは、星魔術シーミーヤの達人か、特殊な才能がある者でなければ難しい」

「……誰にも見えない檻おりに閉じこめられる、という感じか？」

「よくできました」

　ナセルは『灰の導き手』――〈聖灰〉使いの名手エンヴェルは、幻惑術よりも結界の方が得意だろうと踏んでいた。彼の恐ろしいまでの暗殺の成功率を分析して、そう感じた。

　まず標的に接近し、〈聖灰〉の結界に閉じこめて、二人きりになる。

　――殺す。

　屍し体たいを灰になるまで灼き尽くしたら、逃走し、結界を解除する。そういう手口ではと。

　少なくとも、ナセルが二百件以上の暗殺を――それも直接手をかけて現場から逃げおおせるよう企たくらむなら、そうする。

「……そいつは変じゃないか？」

　しかしファラグには不評だった。顔立ちの魅力を三割引きにする仏ぶつ頂ちよう面づらで言われる。

「エンヴェルは俺と、西地区でかなり接近したんだぞ？　だったらなんでその時に〈聖灰〉を使って俺に挑いどんでこない」

「そうしてほしかったような言い方をするね」

「その方が、とっとと決着がついてよかっただろう。今回の、衛兵と侵入者が相あい討うちになるなんて惨事も起こらなかったはずだし、〈聖灰〉を使って奴らがこれから何をする気なのかも悩まずに済んだ」

「その点については前にも言ったはずだよ。――エンヴェルの目的は、君への報復だけではないかもしれないと」

　ふっと、小壜が再び宙を舞った。

　高位武官の証あかしである、手の甲にさりげなく帝国の紋もん章しようが縫ぬいとられた白手袋の手で、今度はファラグがそれを受けとる。

　ほんの一瞬だけで笑みを逃がし、ナセルは軽く嘆たん息そくした。

「できれば、生け捕りにしたかったが……」

「エンヴェルか」

「ああ。情報を吐かせる、彼の仕えるバルク家当主ザラスとの交渉の糸口にする等、色々と使いようはあったんだが……いかんせん、事が大きくなりすぎた。いくら御前会議で私と君に指揮権が与えられたといっても、そろそろ第一宰相閣下や大元げん帥すい様がうるさい」

「見つけ次第、殺せと？」

「贅ぜい沢たくは言わない」

　殺せ、と同じ意味の言葉を、ナセルは遠回しに言った。それから石造りの椅子の空いた場所に広げていた書類を見やる。

「――ただ殺すだけでも、簡単にはいかないと思うが」

　資料の一枚が、はらり、石柱の間をすり抜けた夜風に舞った。薔薇の花びらがそれに続く。

　――潰かい滅めつ。

　朱あかで線引きされた一語が、中空でそれをつかまえたファラグの瞳に映る。

　暗殺がエンヴェルの戦闘技術の最高峰なら、破壊活動はエンヴェルの力の最大限だ。

　すでに十じつ指しに余る軍事拠点が、エンヴェルによって崩壊に追いこまれている。

（……蒼そう星せい騎士をすべて集めてぶつけて初めて、どうにか倒せるかもしれない、というところだろうか？）

　楽観できない予測に、ナセルはひそかに目を細める。

　騎士とは、帝都独自の制度に基づいて伺し候こうしている武官だ。平時は警察隊として街に暮らす帝都聖撰軍とは異なり、日々専門的な鍛たん錬れんを受けており、帝都近辺に領地を与えられた貴族の者がそのほとんどを占める。

　中でも武芸と星魔術シーミーヤに優れた者を、人格・後見・経歴などを鑑かんがみて選よりすぐったのが、黄金と瑠る璃りで象ぞう嵌がんした『蒼星』の記章を持つ蒼星騎士団だ。王族元帥であるファラグが指揮を任されており、今も昼夜を徹して帝都を守っている。

　――帝国きっての戦力であることにはナセルも異論はないが、エンヴェルの苛か烈れつなまでの破壊力の前では、いささかお上品すぎる気がするのも事実だ。騎士たちと親しいファラグには言えない話だが。

「で？　おまえの方は、今日もこそこそと何をしてたんだ？」

「兄上と呼ばなければ返事をしないと、いつも言っているだろう？」

　お定まりのやりとりを置いてから、ナセルは冷たい柱に軽くもたれて応じた。唇には醒さめたような淡あわい笑み。

「この前言ってた東領旅団はどうなったんだ？」

「興味深い事実はいくつかあったけれど、まだ君に言えるほどの収穫はないな」

　今のところ、気になるのは少女の義兄だという青年くらいだ。他の旅団員はいいが、彼だけは出自に謎なぞが残っているのだ。軍部の資料でもそこはわからずじまいだった。

（もしバルク家と関係があるのなら、放ってはおけないな）

　――低い弦音が響く。

　ナセルは半ば無意識にリュートウードを撫なで、夜気を震ふるわせていた。繊細な指遣いが躍おどるたび、旋せん律りつにはならない美しい音の断だん片ぺんがこぼれる。はっきりとした形にはならないナセルの思考を表すかのように。

「おい、ナセル――」

　また説教かとナセルは思ったが、仏頂面のファラグは兄をほとんど睨にらむようにしながらこう言いだした。

「いい加減、おまえも護帝騎士ドウー・ジヤナハインを選べ」

　――リュートウードの音が、ぷつりと途切れる。

　笑みを消したナセルがもたげた視線と、微動だにしないファラグの鋭い視線が、虚こ空くうでぶつかった。

　護帝騎士ドウー・ジヤナハインとは、王族一人ひとりが自由に叙じよ任にんすることを許された側近だ。ただの護衛ではなく補佐官としての色も持つため、武官として天賦の才を発揮しているファラグでさえ常時数名を選任し、今も周囲を見張るのに使っている。

　しかしナセルには一人もいない。

　今は。

　――より正確には、とある事件以来。

　頭の奥で疼うずきだした記憶を振り払い、歪ゆがみそうになる表情を抑えると、ナセルは大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。

「またその話かい？　しかも今さら」

「今だからこそだ。今回危ないのは俺のようだが、おまえだっていつ狙ねらわれるかわからんし、だいたい、おまえは王太子シエフザーデのくせに単独行動が多すぎる。常にそばに護まもり手を置かないのは、狂気の沙汰か自殺願望としか思えないぞ」

「お褒ほめにあずかり光栄だ」

「馬鹿か！　一個も褒めてないだろうが！」

「知っているよ。――まあ、君のめずらしい気遣いだ。考えておこう」

「なるべく早くしろ。なんなら俺の護帝騎士ドウー・ジヤナハインを異動させてもいいんだからな。ああ――それまでの繋ぎにこれを」

　先刻の硝子壜よりも鋭い軌道で投げられたのは、南領産の瑠る璃りを緻ち密みつに切り出したような、藍らん青せい色しよくの小さな石いし粒つぶだ。耳じ朶だに装着するための金細工があしらわれている。

　――星せい石せきだ。

　星魔術シーミーヤの力をこめた石で、護ご符ふや攻撃の道具として使える。発動の術語も魔力の鍛錬もいらないため、星魔術シーミーヤの使えない者にも気安く扱えるのが長所だ。頭上のランプにも、単純な星魔術シーミーヤをこめた星石が仕込まれて光っている。

　これは、同じ種類・同じ切り出し方・同じ星魔術シーミーヤをかけられた星石の持ち主と、離れていても会話ができるようにしたものだ。

「まがりなりにも俺に指示を出す立場なら、それくらい持っておけ。ここと『仕事部屋』以外にいるおまえを見つけるのが骨だ」

「ああ、君は昔からかくれんぼが苦手だったな」

　ひねくれた場所に隠れる兄を見つけられず、いつも途中でむくれてしまった幼時の弟を思い出すと、ナセルの暗い気分は少しだけ晴れた。

　兄の厭な回想に気づいたらしいファラグは、対照的に、苛いら々いらとせっつくような言い方をして広い背を返す。

「それじゃあ俺の方はこれだけだ。おまえももう何もないな？」

「いや、最後にひとつだけ。――私は哀しそうに見えたりするかい？」

「なんだって!?」

　四阿の出口で、ファラグが足をすべらせた。何もないところで、厳しい鍛錬を積んだはずの武人が。

　驚きの程がわかる。刺すように鋭い金色の瞳は、こちらをまじまじと凝視していた。

　ナセルも口にした後で、あまりにも不用意な発言をしたと恥じていた。はぐらかすように笑ってみせる。

「見えないならいいよ。多忙な元帥閣下をお引き止めして、申し訳なかった」

「よくわからんが……おまえ、そんな顔のくせに何か哀しいのか？」

「だったら君はどうする？」

「知らん」

　仏頂面。吐き捨てるように。ナセルの真意には気づきもしない、ファラグらしい鈍どん感かんさが、この時は助かった。

　――それでいい。

　ナセルは心ひそかに呟いて、一日中よく働く弟を見送った。

　打算で近づいた舞姫が、思いがけず興味深い少女だったなんて、言えはしないのだから。

　五つも年下の少女だ。

　顔立ちそのものよりも、表情豊かな青い瞳と、さほど高くはないが涼やかな声に、光がはじけるような瑞みず々みずしい魅力があった。

　とはいってもまだ子供だという印象の方が強く、口説くというよりは小動物を手なずけるような気分でいた。

　だから。

『……哀しいことでもあったの？』

　不意にそう訊ねてきた彼女の、ある種の鋭さには驚かされた。

　素性を隠して近づいている罪悪感だけではない、おかしな強さで、彼女の存在が心に刻まれてしまったような。

　――かぶりを振る。

　濃い鳶とび色に染めたままの前髪が、秀ひいでた白い額ひたいを撫でた。

　彼女は情報源。

　東領旅団が軍部には告げていないことを、無邪気さと愚おろかしさでナセルに教えてくれるかもしれない、そう思ったから近づいたはずだ。

　胸中でそう呟くことで、ナセルは奇妙に揺らぎつつある己おのれの思考を戒めた。
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　闘とう舞ぶまであと三日と迫り、他の三封領カテイーアの旅団も続々と到着してきた。

　――正午前。

　中央宮殿ダルガーフは、見張り用の望ぼう楼ろうをところどころに挟んだ灰白色の外城壁に囲まれている。その南側にある『天使の門』を抜けた先に広がった緑と噴水の中庭に、検問を終えた三つの旅団が集まっていた。

　舎館に荷を運び入れたり、駱らく駝だや馬を外来用の厩きゆう舎しやにおさめたりと忙しなくしているその様子を、明るい太陽と、外苑を囲むようにして並べられた七天使の大きな石像が穏やかに見下ろしている。

　帝都に着いてこの方、シュマリアは誕生日から定められた守護天使――勇気を司つかさどる蒼き翼のアストフェル像にお祈りするのを日課にしていた。験げんかつぎだ。

　しかし今日はそのお祈りも忘れて、シュマリアは練習室の窓から身を乗り出していた。

「おーみんな来てる来てる。ナシーラいる？　サディア様どこー？　あ、アルセアさんいた！」

「……そうだねえ」

「どうしたのよディアス、不景気な声で」

　心配半分で、傍かたわらに座っている少年を振り向く。

　外に向かって跳ねやすい朽くち葉ば色の髪を、弟とは違って丁てい寧ねいに巻いた白のターバンクフイーヤで押さえたディアスは、ちっとも冴さえない顔つきで二弦提ラバ琴ーブの弦の張り替えをしていた。深緑色の瞳に宿る光は、暗く重たい。

「寝不足？　胃痛？　眩め暈まい？　倦けん怠たい感かん？」

「そんな感じ……」

「どれなのよ。もしかして今から緊張してる？　――ファラグ殿下が宮きゆう宴えんに来るから」

　後半は他のひとには内緒なので声を低めると、ディアスは儚はかなげな微笑みでかぶりを振った。

「それも、ないとは言わないけど……」

「けど？」

「……実は昨夜、この近くで、大きな星魔術シーミーヤが動いてる『音』が聞こえたんだ。それで目が醒さめちゃってから、なかなか寝直せなくて」

　訥とつ々とつとしたディアスの告白に、シュマリアはぎくりとさせられた。

　旅団の顔ぶれは、何かしら軍属として役に立つ能力を鍛きたえている。ディアスの場合は、天性の音感を活いかして、星魔術シーミーヤの魔力の動きを「音」や「調」として捉とらえる訓練をジハールから受けているのだ。

（エンヴェルとやりあった時の『音』、聞かれてたんだ）

『音』の原因まではバレていないようだが、冷や汗が出る。シュマリアは窓の外を指さして強引に話題を変えた。

「あっほら、ディアスの好きなウィンダスさんよ！　北ほく領りようの『黄金の覇は王おう』――」

「――あんなのが好みか？　頭も趣味も悪いんだな、君たちは」

「っぃで!?」

　一本にした三つ編みをいきなり後ろから引っ張られて、のけぞる。

　勢いよく振り返ると、もともとよくはない目つきをさらにすがめたジハールがいた。

「気安く引っ張らないでよっ」

「そんな引っ張ってくれと言わんばかりの髪形をしてる方が悪い。んなことより、ドライドとアレスが戻ってきたから練習再開するぜ。ディアスも眠いんなら二度と眠れなくなる怖い曲を聴かせてやろうか？」

「え、遠慮します……っ」

「またディアスいじめてる！」

　冷めた目で気弱な弟で子しいびりをするジハールの脇腹を軽くどついてから、シュマリアはアレスの許に向かった。

「――兄さん、昨夜の怪我はどう？」

　星魔術シーミーヤでの癒いやしは、傷口はふさげても、痛みは完全に消えないことが多い。あそこまで派は手でに傷つけられていたら、肉の奥に痛みが残っていても不思議ではないのだ。

　アレスはさりげなくシュマリアの耳許に顔を寄せると、ほとんど唇を動かさずに囁いた。

「平気。ただ、喋りすぎたから疲れてる」

「あの程度でまだ疲れてるの!?　……兄さんってまさか、喋るのは一日何語までとか制限があるんじゃないでしょうね」

「一日につき、百語まで」

「あったの制限!?」

「冗談」

「……兄さんが言うと冗じよう談だんに聞こえないって」

　さらっとした無表情なのだから。半眼で嘆たん息そくするシュマリアに、アレスは微苦笑らしきものをよぎらせた。

「大事はない。痛かったら、言う。シュマリアに迷惑はかけない」

「――そこの兄妹。やるのかやらないのか、はっきりしろよ。やるんだったら、一人舞と組舞どっちにすんだ？」

　言葉面ではせっついている上に、どこかぞんざいに聞こえるジハールの呼びかけには、アレスが即答した。

「『戦姫ファラン』を最初から。大技は抜いて、最後まで通しで」

「それがいいだろうよ。ディアス、当然調律は済んでるよな？　ドライド、革の張りは確認したか？　じゃあ始めるぜ」

　――ディアスの楽器は二弦提ラバ琴ーブ。

　リュートウードよりも共鳴胴の部分が小さく、奏かなでるのにも義甲ではなく馬毛の弓を使う。音色も豊かな低音域を得意とするリュートウードとは異なり、高く澄すんで繊細だ。

『戦姫ファランと仮面の王』。

　その悲劇の前夜、家族に囲まれて幸せだった頃のファラン姫の日常を、ディアスの十二音が見守るようなやさしさで紡つむいでいく。シュマリアは幼なじみの音を、定められた型や振り付けで正確につかまえていった。

　やがて訪れる、恋人たちの出会いの場面――そして見せ場の剣戟。

　……最初、シュマリアはアレスに遠えん慮りよしていた。

　体重をあずけたら傷が疼うずかないか、強く打ちこんだら身体からだに響かないかが、どうしても心配だったからだ。

　しかしアレスはためらいもなく、シュマリアの間合いに果か敢かんに踏みこんでくる。

　その無言の挑発と、高まる曲調による昂こう揚ようとで、シュマリアはいつしか遠慮を忘れた。

　やがて背筋を駆け上ってくるのは、あの、身体の感覚すべてがアレスと呼応しているかのような快感で――

「よかったよ、今のっ」

　――音楽以外のことには反応が一拍遅れがちなディアスが、演奏を終えるなり、はじけるような声で褒めてくれた。

「おう！　やっぱ笑顔とかは微妙だけど、雰囲気は悪くなかったぜー」

　ドライドの大ざっぱ極きわまりない言いように、ジハールが肩をすくめて同調する。

「最近では一番の出来だな。最初がえらく硬かったし、これで完成形とはお世辞にも言えないが、中盤での悲恋らしい思いつめた雰囲気は出てなくもなかったぜ」

「……思いつめた？」

「この俺がめずらしく褒めてやってるのに、そんな微妙な顔をしていいと思ってんのか」

「って！」

　ジハールの長い指ではじかれた額を押さえ、シュマリアは「微妙な顔」だという自分の頰に両手でふれた。

（確かに今回は、ファラン姫の役に溶けこめてたかも）

　ティムール族の姫。

　――その設定に、バルク家ティムール族の因縁に絡みつかれているアレスを連想し、また、シュマリアにもわずかに流れるバルク家の血を意識させられたせいだろうか。

　東の王シャリアールと彼に敵対していたファラン姫が結ばれたように、帝国とバルク家も融和できたらいいのにと夢想してしまったせいだろうか。

　そう考えると、ちょっと複雑だが……。

「あとは衣裳か？　胸の詰め物はしっかり縫いつけろよ。演舞中に落っことしたら最高に笑える悲劇になるからな」

　シュマリアはこめかみに青筋をたてると、小憎らしいジハールを睨みながら壁際に置かれている楽器筺ばこを指さした。

「あれ当てられたい？　百発五十中で」

「そのハンパな命中率は逆に怖いな。よし来い、盾たて」

「……え？　ええええ!?」

　ジハールがにやりと悪あく辣らつに笑って引き寄せたのは、ディアスだ。狼ろう狽ばいする一番弟子を自分の身体の前に置き、肩をがっちりつかんで逃がさない。

　シュマリアは呆あきれ返った。

「どこの世界に、弟子を盾にする師匠がいるのよ！」

「平和のためには犠牲は仕方ない。多少の被害は出しても、最悪の事態だけは回避して絶対に全部は失なくさないのが、人生のコツだ」

「またよくわかんない屁へ理り屈くつ言ってるし！」

「君は馬鹿だな。これは経験則って言うんだぜ？」

　途方に暮れて眉が下がりっぱなしのディアスの背後で、悪びれもせずにジハールが嘯うそぶく。

　シュマリアが、もはや本気で投げるものを探しはじめた時――

「鶏とり小屋か？　ここは」

　――渋い美声が、練習室を貫いた。

「廊下にまで声が響いているぞ、おまえたち」

「俺はどちらかというと、鶏が絞め殺されてるみたいな騒がしさだと思いますけどねえ」

　眉み間けんに皺しわのダリヤールが入り口に立っていた。その斜め後ろでは、藍青色の髪と瞳のカイスタンが、爽さわやかな笑みでどぎつい比喩を口にしていた。

　さらにそんな彼の隣ではレイニーが「死にそうな顔色なのはディアス君だけじゃない？」とつっこんでいるが、そういう問題ではなかろう。

　シュマリアはジハール以外にはよい子なので、ちゃんと挙手してから質問した。

「先生！　突然いなくなっちゃって、どこ行ってたんですか？」

「軍部に呼ばれていた」

　ダリヤールは大儀そうに肩をすくめて部屋に入ると、腕組みして壁に背をもたせかけた。

「治安上の問題から、宮宴開催の是ぜ非ひについて揉もめていてな。やっと結論が出た。――宮宴と闘舞は、三日後、予定通りに開催するそうだ」

「マジぃ!?」

　すっとんきょうな声の主はドライドだ。

　無駄に派手に驚いている弟の傍らで、ディアスも生まれつきの下がり眉に不安げな翳かげりを添えている。

「……でも先生。西地区ではバルク家が出て……外宮ビルンとはいえ、中央宮殿ダルガーフでも爆発騒ぎがあったんですよ？　僕たち、大丈夫なんですか？」

「どちらの事件も大事だが、原因はまだ不明だ。事故の可能性もある。――ということになっている」

「ほう」

　ダリヤールの遠回しな言いように、ジハールがわざとらしく頰を歪ゆがめた。長い脚を敷物キリムの上に偉そうに投げ出し、色眼鏡の奥からすがめた目でダリヤールを眺ながめるさまは、悪役めいていて彼に妙に似合う。

「持って回った言い方ですねえ。要するに、バルク家やらの反帝国活動かもしれないけど、それに怯えて宮宴を中止するのは、帝国の威信にかけてもできないってだけの話でしょう？　なんともまあ、体面が大事な方たちらしい英断だ」

「言い過ぎだ、ジハール」

　なめらかな皮肉をたしなめると、ダリヤールは冷静な目で弟子たちと楽師の面々を順ぐりに見つめた。

「ジハールは最悪の表現で言っているが、中央宮殿ダルガーフが何もしないわけではない。警備の強化と騎士の総動員はある。当日は例年よりものものしくなるだろうが、我々は東領聖撰軍に信任された旅団として、使命を果たすことに専念すればいい。――ただし万が一のことがないよう、宮宴が終わるまで旅団は中央宮殿ダルガーフを出られなくなった。買い物も食いだおれも厳禁。それが軍部からの厳命だ」

　レイニーとドライドが大声でぶうぶう言う中、シュマリアはちょっと肩透かしの心地ここちだった。

　隣に立つアレスと顔を見合わせて、よかったね、昨夜のことはバレてないみたいだよと目線だけで語りあう。

　これで後は帝都聖撰軍と騎士団がエンヴェルをどうにかしてくれれば、シュマリアとしてはめでたしめでたしなのだが……。

（……そう簡単には片付いてくれないかな。鬼神王シヤイターンみたいな戦士だったし）

　アレスの攻撃を受けても平然としていたエンヴェルの姿を思い出すと、息苦しくなるような不安に襲われる。

　シュマリアはダリヤールのように眉間を狭め、腕組みした。

（このままだと闘舞どころじゃないし、対策を考えないとまずいよね）

　アレスの〈烙印〉のことも含めて全部をダリヤールに打ち明けてしまうのが、たぶん一番手っ取り早い。

　しかし自分たちの曾祖母がバルク家ティムール族であったことさえ秘密にしている手前、どうにも言いだしにくい。

（少なくとも、旅団のみんなは味方してくれるだろうけど……その後が問題だよね）

　帝都聖撰軍にも報告することになるだろうが、それが怖い。

　アレスがバルク家の密偵だとか勘違いされてしまう危険が、ないとは言い切れないからだ。

　どうしようと悩む頭の片隅に、ふと虹水晶の瞳がよぎった。それで解決策が閃いた。アレスの袖そでを引く。

「兄さん、ちょっと相談なんだけど――」

　――「相談」の内容を聞いたアレスは、少し微妙な顔でだが、その案に賛成してくれた。

「背に腹は代えられぬ、というからな」
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「やあ、君か。――いや、君たちか」

　緑眩まぶしい中庭の、天使アストフェルの石像前にある噴水のそば。

　今日も今日とて、忙しいのか暇ひまなのかが判断しにくい風ふ情ぜいで、その青年は歩いていた。

　シュマリアにはやさしげな微笑みを向けたが、彼女の斜め後ろにいるアレスを見ると、意外そうに瞬きをした。

「今日は保護者同伴なの？」

「うん。しばらくバラ売りしないことにしたの。この前の怪我はどうした？」

「知り合いの星詠みに治してもらったから、なんともないよ。というか――バラ売り？」

「ま、細かいことは気にしないで」

　小首をかしげるシフルに、シュマリアは適当に笑ってごまかす。エンヴェルを警戒して、離れないようにしているとは言えない。

　確かに傷跡ひとつないシフルの白い頰を見上げて、シュマリアはほっと息をついた。

　友達だという倉庫番の無事も気にはなったが、最悪の結末だったらと考えると、迂う闊かつにはつっこめない。

「よかった、それがずっと気になってたの。あと、うちの兄さんも――」

　シフルと目が合ったその一瞬、義兄は何やら怪け訝げんそうに細い眉を動かしたが、すぐに丁寧に頭を下げた。

「――先日は、御無礼を」

「そんなに畏かしこまらなくていいよ。僕は軍人でもないんだし」

　やりすぎに思えるほどアレスの態度は硬いが、ひそかにシフルとの再会に身構えていたシュマリアは、ごく自然な会話ができたことに安堵していた。

（でも……シフル、意外と普通？）

　――もし僕が本当に哀しんでいるとしたら、君はどうする？

　だなんて、すごく意味ありげに訊かれたから、どんな顔をして逢えばいいかわからなくて、だいぶ迷ったのに。

（あれってやっぱり、冗談だったのかな？　気にしすぎて損したかな）

　微妙な心地になるシュマリアをよそに――

「いや、知らない男が妹さんといたんだ。警戒するのが当然だよ」

「ですが、シュマリアを守っていただいたとか。そのことには感謝します」

「なるほど。ところで、どうして君はそう妹さんの前に立ちはだかっているんだい？」

「それとこれは別問題ですので」

「……なるほど」

　――片やひたすら淡々と、片や穏やかながらも微妙な屈くつ託たくを滲にじませて、見る間にぎこちない空気を漂わせはじめている。

　腹の探さぐりあいとかいう言葉が浮かぶのだが、考えすぎだろうか……？

　シュマリアは妙な居心地の悪さを感じて小さくなってしまったが、次のシフルの言葉でそれも吹き飛んだ。

「もうじき宮宴だね。君たちも早速出るの？」

「うん」

　反射的に頷いてから、あ、間違えたと思ったが、アレスが冷静に訂正を入れてくれた。

「初日は、群舞と男の一人舞だけですので。俺は出ますが、シュマリアはいません」

「そうか。それじゃ、観に行かなくてもいいかな」

「――そんな勿もつ体たいない！」

　瞬間、シュマリアは思いっきり素で叫んでしまった。アレスの背後から身を乗り出して、シフルに人さし指を突きつける。

「男の舞に興味がないのは……まあ、仕方ないかもしれないけど、できれば偏見を持たないで一度観てみるのがお薦すすめよ。絶対人生変わるから！　それに明日の群舞は見逃したら人生の大損になるわよ。サディア様が一年ぶりに踊るのに！」

「サディアというと、有名な北領の『銀の女神』？　見たことないんだけれど、彼女はそんなにすごいのかい？」

「当然よ！」

　シュマリアは大きく頷いた。青い瞳が、真夏の空もかくやという熱を帯びる。

「何がすごいって、天使みたいにお綺き麗れいなのはもちろんだし、技術的にもどの要素も最高峰のものを持ってる方なんだけど、そうね、専門家としてはスムテーッシプユの凄まじさをお薦めしたいかな。素早く緻密なスムテーッシプユを踏むだけなら――それだって簡単じゃないけど、練習さえすれば到達できる境地なの。でもサディア様はね、それで終わらないの。『影の王国』の死霊の女王役とか観れば一発なんだけど、まるで地面の上をふわっと飛んでるみたいな、体重を全然感じさせないスムテーッシプユができるの。一度見たら、目に灼きついて三日は眠れない――」

「シュマリア。話、逸それてる」

「え？　……あ」

　義兄の冷静な声で、舞踏バカまるだしで語りすぎていた自分に気づき、シュマリアはぱっと頰を染めた。

　――やってしまった。

　初心者相手に熱くまくしたてて引かれるという失敗は、今までに何度も経験してきたのに。

　シフルもさすがに呆れているだろう。シュマリアは頭を抱えて深くうつむいた。

「もっと早く止めてよ兄さん……」

「無茶な」

「いや、止めなくてもよかったよ。僕は聞いてて楽しかったし」

　え、と意外な想いでシフルを見上げる。

　無理をしているふうではない、自然な笑顔のシフルが、こちらを穏やかに見下ろしていた。

「ほんとに？」

「友達に噓うそはつかないよ。僕が悪かった、変なことを言ったりして」

「……いや、わかってくれたならいいの。うん」

　いいひとだ。

　感動めいた余よ韻いんが、シュマリアの胸を温かくする。

　――ただでさえ噓をつくことに躊躇ためらいがあったのに、こんなやさしい言葉を持つひとを騙だますような真似をこれからするのかと思うと、自分が中心になって考えた「解決策」とはいえ、シュマリアは強い抵抗を覚えてしまった。

（でも、兄さんをエンヴェルから守るためだし……ごめん、シフル！）

　内心でそう唱え、決意を固めるために一度アレスを見つめてから、シュマリアは改めて青年を振り仰あおいだ。

「シフルは、宮宴では演奏しないのよね？　それで確か、ファラグ殿下と顔見知りなのよね？」

「友達ではないけれどね。なに、お近づきになりたいの？」

「そうじゃなくて！」

　揶や揄ゆするような科白せりふにぶんぶんと首を振ってから、勢いこんで切り出す。

「この前バザールで逢った時、変な男を見たでしょ？　昨夜あの男を中央宮殿ダルガーフの近くで見かけたから、ファラグ殿下がまだあの男を追っているのなら、お報しらせしなきゃと思って。シフルから伝えてもらえないかなって思ったの」

「……なに？」

　シフルがさすがに表情を変えた。瞳に怜れい悧りな光を宿して、まじめに訊き返してくる。

「それは確かに大事だね。でもどうして直接軍部に報告せずに、僕に頼むんだい？　帝都聖撰軍に言えば、自動的に殿下のお耳にも入るのに」

「それ、は――」

「――俺たちの旅団は、ぎりぎりの人手しかないので」

　口ごもるシュマリアを見かねてか、アレスがさらりと話を引きとった。シフルに負けない冷静さで、事前に相談しておいた「噓うその理由」を言う。

「宮宴を明後日に控えているのに、軍部のややこしい取り調べに巻きこまれるのは、少々遠慮したいんです。これから追いこみなのに、俺とシュマリアが抜けては、準備不足で恥をさらして東領の名誉を傷つけかねない。だから、できれば旅団外のひとから伝えてもらえればと」

「……なるほど」

　シフルの翡ひ翠すい色の瞳とアレスの濃紫の瞳はつかのま鋭くぶつかり、緊迫感のある沈黙を生んだが、結局シフルは鷹おう揚ように頷いてくれた。

「わかった。そういうことなら、僕からファラグ殿下のお耳に入るようにしよう」

「ありがとう。変なこと頼んでごめんね」

　ほっとして、シュマリアがそう言った時――高い外城壁の向こうから、ぐわんぐわんと大きな音が響いてきた。

　――中央宮殿ダルガーフに隣接するアルナドール大神殿が『眠らずの塔』で鳴らす、百の鐘かね。午後一時の鐘だ。

　慌あわてて話を切り上げて、シフルに手短に別れを告げると、シュマリアはアレスと連れ立って中庭の反対側をめざして走りだした。

　その途中で唐突にあることを思い出したシュマリアは、義兄に待ったをかけて「わたしを信じて待ってて！」と言い含めると、疾しつ風ぷうのようにシフルの許へと取って返した。

　シフルは驚いたふうに瞬いている。

「どうしたんだい？」

「この前の質問の答え、シフルに言い忘れてたと思って」

「ああ……僕が哀しかったら君はどうする、っていうあれのこと？」

「そう、それ」

　シュマリアは怖いほど澄んだ翡翠色をした青年の瞳を見上げた。その奥底まで見極めようとするかのように。

　――今のシフルは、あの時ほどつらそうには見えない。

　けれど微笑みにどこか寂さびしそうな、独りで何か重いものを抱えているかの如ごとき気だるさが滲むのは、この前と同じだ。

　だからシュマリアは、思い切って口を開いた。

「もし……中央宮殿ダルガーフにこだわりがないなら、うちの旅団に参加しない？　わたしが友達として紹介するから」

　不意をつかれた、とでもいうようにシフルの目が瞠られた。

　めずらしい表情を引き出せたことを妙に嬉しく思いながら、シュマリアは潑はつ剌らつと続ける。












「さすがに宮廷楽師ほど肩書きもお手当もよくないけど、見習いよりはずっとたくさん舞台を踏めるし、ダリヤール先生が音楽以外にもためになることを教えてくれるし。うちの仲間のことはこの前も話したでしょ？」

「……ああ、聞いたね」

「兄さんはあんな感じで……ちょっとわかりづらいかもだけど、シフルのことが嫌いなわけじゃないのね、あれでも。今はわたしを守るのに気を張ってくれているだけで。他にもジハール以外は善いいひとばっかりだし、毎日騒がしくて楽しいから、哀しいとか寂しいとかあっても忘れられるんじゃないかって思ったの。……どうかな？」

　少なくともシュマリアは、旅団にいて哀しさや寂しさを引きずったことはない。

　悩みはあるけれど、自分だけで重い気持ちを抱えこんで、心が疲れ果ててしまうようなことはなかった。

「よかったら考えてみて。もし本当に、哀しいことがあったのなら」

　照れながら笑って言い切ると、シフルは――出会ってから初めて見る、面食らったような顔になった。エンヴェルと対たい峙じした時でさえ取り乱さず、爽さわやかに甘い言葉でシュマリアをびっくりさせてきた青年が、だ。

（まずい。思いっきりすべったかな……？）

　数秒も続く沈黙でシュマリアが不安になりはじめた頃、シフルはようやく唇くちびるを開いた。

「明後日と、その次」

「……え？」

　きょとんと瞬いたシュマリアに、シフルはこれも初めて見る、少し照れた笑顔になった。

「僕は本当は裏方なんだけど……君と、君が誇ほこる旅団を見にいけるように頑張るよ。だから待っていて」

　僕が観にいくのも、今の問いの答えも。――言外にそういう含みを持たせた言葉だった。

　その内容と、意外と可か愛わいらしく「素」という感じのするシフルの表情を見たことに満足したシュマリアは、元気よく頷いた。

「うん、わかった。――絶対観にきてね！」

　そうして、三つ編みをしっぽのように振って回れ右する。

　よく考えると恥ずかしい科白だったと思ったから、シフルを振り返ることはしなかった。

　本当は彼がどんな表情をしているのか知りたかったが、まるで予想がつかないせいで怖くてできなかった。

（あ、そっか……だからなのかな？）

　木陰で待ってくれていた義兄の許にたどりついた途端、シュマリアは唐突に理解する。

　青い瞳でまじまじと見上げると、アレスは無表情なりにも不思議そうに瞬きした。

「今日は寝てないぞ」

「……いや、そうじゃなくてね兄さん」

　アレスといると、シュマリアは色々脱力しながらも安心する。

　というか、旅団の仲間たちはみんなそうだ。

　無表情だったり暗かったり脳天気だったり皮肉屋だったりするが、根っこの部分は皆正直だから、なんの不安もなく付き合える。

（でも、シフルは違う）

　彼はどこか秘密めいていて、いつもシュマリアの心に謎や疑問を残し、ふわふわと落ちつかない気分にさせる。

　そんな不思議な余韻を残すひとは初めてだから、また逢いたいと思ってしまうのかもしれない。彼のことを、もう少しだけ知りたいと思ってしまうのかもしれない。それはただの好奇心のようでいて、何かが違うような予感がする。

　じゃあなんなのかと言われても、今のシュマリアにはよくわからないのだけれど。
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「……ベイレル？」

　自分の、震ふるえた声。

　薄うす闇やみにこだまする、虚うつろな響き。

　それが何かの呪じゆ文もんであったかのように、見開いた瞳が、冷たい床についた膝ひざが、手が、無ぶ様ざまに震えはじめるのを感じた。

　黄金の燭しよく台だいがまざまざと照らす血ち溜だまりには、一人の青年が倒れていた。蒼あおい「名誉の衣ころも」を端然とまとった騎士だ。高位武官であることを示す純白の手袋。白いターバンクフイーヤ、そこからこぼれる漆しつ黒こくの束たばね髪。

　すべての苦しみから解放されたとでもいうかのように、奇妙に安らかな死に顔。

　もはや、ぴくりとも動かない。

　彼の前にへたりこんだナセルは、身も心も凍こおりついたようになっていた。




　ベイレル・メフメト・アーリ＝ハムディース。

　ナセルが自分で選んだ、最初で最後の護帝騎士ドウー・ジヤナハインとの、それが永えい訣けつだった。

　――その時の赤と黒で塗り潰された記憶は、今でもふと心に浮かんでは、傷痕を繰り返し抉えぐるかのようにナセルの心を苛さいなむ。




「――王太子シエフザーデ殿下」

　無感動な声で、ナセルは回想から覚めた。

　今回の「裏方仕事」のために抜ばつ擢てきした黒衣の武官が、傍かたわらで窺うかがうような目つきをして言う。

「『三人目』を、そろそろ片付けてもよろしいでしょうか」

　三人目。

　腰を伸ばしたナセルの前の地面に、茶色い麻布を敷しいて横たえた黒装しよう束ぞくの屍し体たいの、それが仮称だった。外城壁のそばで戦死してからすぐにこの後宮の裏手に運ばれ、ナセルの検分を受けたのだが、それでも生なま々なましい臭いがする。

「もう十分だ。前の二人と同じように処理してくれていい」

「『葬そう送そうの門』ですね？」

「焼いて灰にしてからだ。――それとファラグには『エンヴェル捜索に燃えるのは結構だが、明日は宮宴だから無理はするな』と伝えてくれ」

　爆破事件の後、中央宮殿ダルガーフ、とりわけ外宮ビルンの警護を厳しくした結果、三人の不審者が包囲網にかかった。

　外宮ビルンの倉庫で衛兵とぶつかったような輩やからが、さらなる侵入を図はかるだろうという読みが当たったわけだが。

（わからないのは……なぜカザナ族の戦士か、ということだな）

『三人目』の胸元には、護まもり紐ひもと呼ばれる色とりどりの糸を編んだ紐で、香こう木ぼくを薄く削けずった護ご符ふを入れた藍あい色の布袋がさげられていた。帝国でもっとも信徒の多い唯神アルバーリ信仰とは違う、精霊信仰の民独特の身装品だ。

　――バルク家ティムール族とは、これといった関係の見当たらない部族である。

（それでも、西地区をあんなふうに一瞬で焼き尽くせるのはバルク家の火の秘術くらいだ。〈聖灰〉も見つかった以上、バルク家の関与は絶対にある。エンヴェルも、私がこの目で確認したしな）

　カザナ族は、東領の少数民族だ。

　バルク家ほど過激思想ではないが、ここ数年、帝国との折り合いが悪いという点だけは共通している。

（エンヴェルがめずらしく仲間を連れてきたのは……もしかすると、そういうことか？）

　もはやおなじみになった徒と労ろう感と寝不足を、誰の目がなくても顔には出さぬまま、ナセルは「仕事部屋」に戻った。

　春風のせいで窓の掛け金が外はずれてしまったらしく、絨じゆう毯たんの上に羊よう皮ひ紙が散乱していた。

　そのうちの一枚に、ナセルは表情を硬くした。

　星魔術シーミーヤの難解な用語や数式がびっしりと並んだ紙面は、この部屋を共有する弟には見られたくない代しろ物ものだった。ファラグにはおそらく半分も解読できないだろうが、無む闇やみに怪あやしまれる愚ぐは避けたい。

（ただでさえ単独行動にはうるさいし、妙なところで直感が働く男だからな……）

　苦笑いしようとしたが、今夜はなぜか上う手まくいかなかった。倦けん怠たい感の命じるまま、ずるりと長椅子デイーワーンに座りこむ。

『――うちの旅団に参加しない？』

　青い瞳の舞姫の声が、不意に脳のう裡りをよぎった。ナセルの虹水晶の双そう眸ぼうに、つかのま複雑な翳かげりが生まれる。

　ベイレルのことを話したら、あの情感豊かな少女はどんな反応をするのだろうと思った。

　また、哀しいことがあったのと言って、もらい泣きしそうな瞳をするのだろうか。

　それとも、だったら一緒においでと、少し照れたような笑顔で誘うのだろうか。

　……想像すると、自分らしくもないことに、奇妙に胸が疼うずくのを感じた。
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　濃のう淡たんさまざまな薔ば薇ら色の朝陽が、帝都アムサールの夜を払い、光と闇を分かつ。

　その澄すみきった暁ぎよう光こうさえ届かぬ、薄暗い鼠ねずみの巣を思わせる鈍にび色いろの廃はい墟きよで、一人の男が武器の支し度たくをしていた。

　黒みがかった鷹羽の矢だ。

　真しん鍮ちゆうの壜びんにたゆとう赤黒い液体に鏃やじりをしばらく浸ひたしては、慎重に羽う壺つぼにさし入れてゆく。

「――血毒か」

　外から戻ってきたエンヴェルは、それを見つけて目を細めた。

　バルク家ティムール族の〈烙らく印いん持ち〉は、血に含まれる火性の魔力が極きわめて強い。それを伝家の秘薬に加え、生きながら火刑に処されるかの如ごとき、じわじわとした痛苦や死を味わわせる毒水に仕立てたのが「血毒」だ。

「それであのお嬢さんを捕らえるつもりか？　悪趣味だな」

「お気に召しませんか？」

　手を止め、やや不安げに言う相手に肩をすくめると、エンヴェルは露ろ悪あく的すぎるほど悪あく辣らつな嗤わらい方をしてみせた。

「俺は別に嫌いじゃないぜ。ただ、悪趣味だと怒る奴がいそうだなと思ったまでさ」
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「唯神アルバーリよ、照しよう覧らんあれ！　世の春は我が主のがために！」

「七天使よ、舞い降りたれ！　善きことはすべて神と主に奉る！」

「帝スル王タン陛下に幸いあれ！　天恵とともに、御み世よの幾久しからんことを――」

　祝祭の歓かん呼こが、帝都アムサールに喝かつ采さいのように鳴り響く。

〈春の大祭ノールーズ〉。

　バザールも小路も、道という道すべてに瑞みず々みずしい花びらが撒まかれ、太たい鼓こがタムタムと鳴り、百花の季節の到来と唯神アルバーリの恵みが声高く謳うたわれる。そんな帝都アムサールでの〈大祭〉で、東西南北の四封領カテイーアから派遣される軍の舞師たちが宮きゆう宴えんで競う「闘とう舞ぶ」は、中央宮殿ダルダーフの目玉行事のひとつだ。

　しかし、闘舞は単なる見み世せ物ものではない。

　どこの旅団も聖撰軍で、隠密や偵察といった任務をこなしているし、舞師は各州伝統の戦技舞踏によって身体を鍛きたえている。

　そんな彼らが日頃から磨みがいてきた心・技・体を披ひ露ろうするのは、各州が「軍の手の内を明かしている」ことにも等しい。

　それをもって四州に帝スル王タンへの忠誠を示させるという意義も、実はあるのだ。

　――もっとも、そんな「裏の意義」を知っていて闘舞を見るのは、王族と一部の貴族、そして帝都聖撰軍の関係者に限られるし、出演するシュマリアたち旅団にしても、手の内がどうこうよりは、よい演舞をして自州の評判を高めよう、優勝してやろうという心意気の方が強かったりする。

「……やられた」

　今夜は第一部――群舞と、男性の一人舞を披露する日だ。

　アレスはなぜか、開演前からげっそりした様子で楽屋にやってきた。シュマリアは眉まゆをひそめて、赤と黒の衣い裳しように身を包んだ義あ兄にを振り返る。

「やられたって何――あ、もしかしてレイニーさん？」

「いいと言ったのに」

「お化け粧しようされちゃったんだ。……ダリヤール先生も眉まゆ毛げいじられてたし、まあその、泣くな兄さん」

　役に立たない慰なぐさめを口にしながら、シュマリアはアレスに付き添って楽屋から回かい廊ろうに出た。

　並んで歩く道すがら、ふと思い出す。

「そういえば兄さんが最初に倒れた時、わたし変な夢みたいなのを見たな」

「夢？」

「うん。炎ほのおの海で、あの……灰色の男に、脅おどされる夢」

　エンヴェルの名を口にしたくなくてシュマリアがそんな言い方をすると、アレスは黒い瞼墨クフルのせいで強調されている眦まなじりを気にしながら、事もなげに頷うなずいた。

「共鳴したか」

「共鳴？」

「通信用の星石と同じ原理だ。相手の魔力に同調し、その思考と感覚を共有する。魔力を上う手まく制御できない人間の周囲で、よく起こる」

「……つまりあの時、わたしは兄さんに同調してたってこと？　それはちょっと嬉うれしいかも」

　組舞で息がぴったり合った時の、感覚と感覚が溶けあうような気持ちよさを思い出して、シュマリアは少し笑う。それから声を低めた。

「さすがに宮宴の最中には、あの男もやってこないと思うけど……気をつけてね」

「ん。シュマリアも」

「了ぉ解」

　広間の中央にしつらえた円舞台へと続く階から、裏の楽屋までを繋ぐ通路の両側にひっそりと、旅団用の桟さ敷じき席は用意されている。あかがね色の太い鎖くさりで区画し、床板に駱らく駝だの毛を織った敷物キリムを敷いただけの簡素なものだ。貴き賓ひん席とは比ぶべくもない。

　東領旅団は群舞ができるほど舞師がいないので、今日はダリヤールとアレス、そして楽師陣だけが出演する。

　出番のないシュマリアだが、さすがに練習着のままというわけにはいかなかった。

　短めの裾すそで動きやすさを確保した露草色のドトレースブに、あざやかな橙だいだい色の広帯をやや胸高に巻いている。癖くせのせいで広がりやすい黒髪は、左右の編みこみと勿わす忘れな草ぐさ色のベールイザールをかぶることで押さえた。

「ほう。いつもそういう格好をしてれば、君でも少しは色気が出てきそうなもんだけどな」

「踏むわよジハール」

　さっき白の楽師服とターバンクフイーヤを綺麗に着せつけてあげたのに、無神経にあぐらをかいているドライドが、お、と呟つぶやいた。

「帝スル王タン陛下、おでましみたいだぜ」

　――ややあって、西壁の黒こく檀たんの扉が重々しい音とともに開かれた。途端、場が砂漠の夜のように静まり返る。

　淡あわい灯あかりで照らされた中を、美しく正装した護帝騎士ドウー・ジヤナハインに先導されながら、黒絹に金きん糸しで総縫いとりをした長衣ジヤルラビーヤの帝スル王タンは現れた。

　王族席まで敷かれた緋ひ毛もう氈せんの絨毯に、砕いた真しん珠じゆでベールイザールをきらめかせた女官たちが、色とりどりの花びらをはらはらと散らしてゆく。

「――唯一至し尊そんなる神と、使徒たる七柱の守護天使の御み名なの下もと、アシェラートの光豊かな春に感謝しよう」

　季節の花で飾られた王族席に立った帝スル王タンシャハザマーンの威い厳げんのある美声が、朗ろう々ろうと反響してくる。

「余に忠実な四州聖撰軍のために、日々献けん身しんする勇いさましき者たちよ。自らの力と才をもって、我が民に歓よろこびを与える者たちよ。これより二夜、天意に受け容れられし君たちの健闘を私は願う。――武運を！」

　わっ、と喝かつ采さいがはじけた。シュマリアも思わず興奮して、仲間たちとともに手が痛くなるほど拍手をしていた。

　ここ数日引きずっていた、帝都での不安で不穏な気配を打ち払うほどに、堂々とした光と華に満ちあふれた光景だった。シュマリアもつかのま、灰色をした不安さえ忘れて見み惚とれた。







　闘舞は二部構成で、二日にわたって開催される。

　第一部のトリを務めた東領旅団の御大将・ダリヤールは圧巻だったし、レイニーに思う存分いじられたアレスは、『血まみれの救世主』という烈はげしくも泥どろくさい演目を、しなやかな動きと舞台でしか見せない絶妙な表情の演技で舞い切って、淡たん々たんと（主に女性客の）人気を勝ちとっていた。

　アレスに怪け我がの影響は見られない。肉体的にも、精神的にも。

　そしてエンヴェルもまた、あれ以来姿を見せていない。夜の闇にも、夢の中にも。

　故ゆえに、翌日夜の第二部――中央宮殿ダルガーフでも城下でも意外なほどつつがなく〈春の大祭ノールーズ〉と宮宴が盛り上がる中、何も知らぬ人々はもちろん、シュマリアたちでさえ、気をゆるめずにはいられなかったのだ。

　――その隙すきを、彼らは研とがれた短剣の刃やいばのように鋭く突いた。
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「祈りは済ませたか？」

　――沈黙は、肯こう定ていの証あかし。

　八対の獣けものじみた眼が、日没直後の薄闇の中で炯けい々けいと光った。己おのれよりも強大な敵を睨ねめつけるかのような目つきは、外城壁と白はく亜あの中央宮殿ダルガーフとをまんじりともせずに振り仰あおいでいる。

　そんな黒装束たちを無感動に一いち瞥べつすると、赤黒の外套をばさりとひるがえし、エンヴェルは音もなく歩きだした。

「一気に突破する。遅れるなよ」
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　七分丈の青いシカャミツスに黒い短上着アバ、派は手でな色を組みあわせた腰帯。黒の脚衣ビンタールは股また下したをだいぶ短くして、野生の鹿のように引き締まった、けれど少女らしいまろやかさも失っていない太ふと腿ももを露出させた。……ちょっと恥ずかしい気もするが、ここまできたら開き直るしかない。

　やわらかに波打つ長い黒髪はいつものように一本に編み、水文刺し繡しゆうを躍おどらせた青いターバンクフイーヤをその上から巻いた。

　今夜一人舞に参戦するシュマリアの衣裳は、少年海賊を気どったものだった。

　楽屋を出る。傍かたわらには、相変わらず表情の冴さえないディアス。

「緊張してるの？」

「それもあるけど……今日はなんだか、昨夜よりも星魔術シーミーヤの『音』が大きく聞こえる気がするのが、さっきから気になって……」

「威力の大きい星魔術シーミーヤの気配がするってこと？　どこで」

「そこまでは……たぶん、ジハールさんなら一瞬でわかりそうだけど。でもすごい『音』だ。衛兵さんたちかな」

「……大丈夫？　演奏はできそう？」

　星魔術シーミーヤがどうこうも気がかりだが、まさに目の前で暗い顔をしている幼なじみへの心配の方が今は勝った。

「それは平気。演奏しはじめたら、楽器の音しか耳に入らないから。君の曲も、がんばるよ」

「わかった。それじゃ、いつもの調子で頼むね。わたしには、ディアスの音がいちばん合ってるんだから」

「うん。……君も、はじけてきて。シュマリア」

　気弱な笑顔のディアスと固く握手をしてから、シュマリアは薄暗い舞台裾に向かった。

　先番はナシーラ。

『歌姫　空色のリアダ』のはずむような旋せん律りつが、直接肌に響いてくる。石の床より数段高い円舞台からこぼれる照明が、闇に慣れた目を打った。

「……ふう」

　衣裳をまとい、間近でひとの舞を見上げながら、出番を待つ。

　その後、すぐ傍らに座している七人の判者と観客たちが、どう採点するかまで見てしまう。

　――シュマリアにとっては闘舞でいちばん心臓に悪いひと時で、初めて出演した〈秋の大祭ミフルジヤーン〉では、付き添いのダリヤールに出番ぎりぎりまで気を遣わせてしまったものだが。

「先生、先生」

「どうした。自然が呼んでいるのか？」

　酒と花と脂し粉ふんのにおいがする中では用心棒じみても見える逞たくましい長身と、眉み間けんに皺しわの厳しい面おも差ざし。それでも声は温かい。

「そうじゃなくて。わたしは大丈夫なんで、兄さんと一緒にいてあげてくれませんか？」

「アレスか？　あれこそ大丈夫だろう。昔からやたらに舞台度胸はいいし、後半の組舞までまだ間もある」

「それが実は兄さん、最近ちょっと不安定なんですよ。むしろわたしの方が、弱気な兄さんを励はげますことが多いくらいで。本人が大丈夫って言い張っても無視しちゃっていいんで、わたしが戻るまで、そばにいてあげてくれませんか？」

　……一応、噓うそではない。

　エンヴェルのことで鬱うつ屈くつとする義兄をよしよしと宥なだめたことはある。

　ダリヤールは少壮の哲学者のように考え深い顔つきで顎あごを撫でると、やがて、ふむとどこか年寄りじみた仕草で頷いた。

「あれを一番理解しているおまえが言うのなら、そうなのだろうな。よし、引き受けよう」

「よろしくお願いします！」

「おまえは無理せず、練習したことを全部出しきってくるがいい。それと、知らない人間に話しかけられても相手はするな。むしろ御老体ではない男が半径三歩以内に入ったら、問答無用に跳とび膝ひざ蹴げりで構わんぞ」

「……それ、わたしの方が危険人物になっちゃう気がしますけど。とりあえず了解です！」

　潑はつ剌らつと頷いて、シュマリアは師し匠しようを見送った。

　自分が舞台に立つ時間だけは、さすがにアレスに引っついていられない。ダリヤールに義兄を委ゆだねたのはシュマリアなりの譲歩だ。練達の武人でもあり、旅団の精神的な柱であるダリヤールに任せれば間違いはない。

（どこかから、シフルも観てくれてるはずだし……。こっちでも気ぃ抜かないで、男気を見せてこないと）

　ナシーラとすれ違いざま「やるね」「あんたも生なま温ぬるい舞を見せたら承知しないわよ」と目だけで会話してから、シュマリアは舞台に上がった。

　金きん襴らんの布が張られた壁で囲まれた広間は、天井から吊つるした大きな華か燭しよくランプで控ひかえめに闇を払われているが、円舞台の上はまだ塗り潰つぶされたように暗いので、客席からはシュマリアはよく見えない。そのせいか――

「あなた、どっちが好み？　あたしファラグ様っ」

「わたしはミルザー様かな。可か愛わいくってやさしそうだもん！」

「あらやだ二人とも知らないの？　顔も中身も、御三方の中じゃナセル様が絶対一番よ！」

　――なんぞという黄色い声ばかりが貴族席からは聞こえてきたが、シュマリアは取りたてて失望はしなかった。

　待ってろよ、と心の中で挑戦的に呟つぶやいておく。

　深い青色の照明が灯された舞台中央で、交差させた両の掌てのひらを胸にあてると、シュマリアはまず王族の席に向けて一礼した。

　立ち上がって視線を流すと、アレスはダリヤールと並んで楽屋から出てきたところだった。

（よし。……大丈夫）

　演目は『船乗りシンディバード、第一の冒険』。

　一瞬の静せい寂じやく。

　――直後に空気を震ふるわせたのは、ジハールの双管長笛アルグールから広がる深い響きだ。

　海の雄ゆう大だいさ、果ての無さへの好奇心と畏い怖ふを煽あおるかのような持続低音が、完璧な循環呼吸法で伸び上がり、一気に空間を支配する。毒舌には閉口しているが、抜群の技術とその安定感には文句のつけようがない。

　穏やかにたゆとう波を模もした、ゆるやかな腕の振り、身体の芯のしならせ方。

　ジハールの笛の音の中を回遊する魚になったつもりで、シュマリアは円舞台をぐるりと巡っていく。

　だが、どこまでも伸びやかなスムテーッシプユの途中で、一瞬息が止まった。

　王族席。

（わぁお……っ！）

　純金の髪を夜色のベールイザールで覆おおった、后こう妃ひリアーネの斜め前――よりにもよって宴うたげ嫌いで知られる第二王子と、ばっちり視線がぶつかってしまったのだ。

　刺すような光を放つファラグの金色の瞳が、少し驚いたふうにシュマリアを見ている。

　泡あわを食ったシュマリアは陽気な振り付けで動作の崩くずれをごまかしながら、やりすぎなほど勢いをつけて腰帯の模も造ぞう剣けんを――

「――危ない！」

　ファラグがシュマリアの後方を見て、叫んだ。

　本能的に、振り付けを捨てて、シュマリアは逃のがれるように前へと飛び退のいた。

　直後。

　右脚を重い衝撃と、熱い激痛が走り抜けた。ぐあ、とのけぞった喉のど奥おくで悲鳴が潰れる。

「衛兵――！　二階席だ、すぐに取り押さえろ！」

（な……に？）

　碧眼をこぼれそうに見開く。身体からだが言うことを聞かない。

　客席から聞こえるのは、魂たましいの削そげるような悲鳴と、驚きよう愕がくのうめき。

　円舞台の端でがっくりと足を踏み外したシュマリアは、そのまま落下して――

「……っ！」

　息を詰める音が、ふたつ重なった。

　衝撃を覚悟していたシュマリアの身体は、多少硬いが床よりはずっと柔じゆう軟なんで温かなものに抱き留められていた。

　ゆっくりと目を開くと、怖いほど輝きの強い金色の瞳とぶつかった。怒っているような目である。

　円舞台のすぐ下は驚くほど暗い。それでも、その精せい悍かんな面差しは見間違えようもなかった。

　――ファラグ殿下！

　声を上げようとしたら、激痛が右脚で爆発して息が詰まった。頭上でファラグが叫ぶ。

「誰か、癒いやし手はいるか！」

「ぼ――僕が」

　気弱そうな声が、楽師席の方から聞こえた。

　ディアスだ。

　衝撃と緊張のせいだろう、可哀想なくらい蒼あお褪ざめている。呼吸も上がっていて、シュマリアよりもしんどそうに見えた。

　大丈夫だよ。そう言ってあげたかったが、息をするだけでも痛みが酷ひどくて叶わなかった。

「おまえ、東領の楽師か。解げ毒どくもできるか？」

「――大天才の俺の弟で子しですから。ま、下へ手たな癒し手よりははるかに使えますよ？」

　今度はジハールの、ディアスよりは冷静だが張り詰めたものを隠し切れていない声が、シュマリアの頭にがんがん響いてくる。

（心配してくれるのかな……ジハールのくせに）

　ふと自分の脚を見下ろすと、右の太腿の外側が、刃物でざっくりと抉えぐられたかの如ごとく血肉を覗かせていた。

　察したファラグが自分のターバンクフイーヤで覆い隠してくれたが、凄せい惨さんな傷を見てしまった衝撃でシュマリアは思わず息が止まってしまった。

「〈水星〉は砕く、神なき裁きの毒手。――〈金星〉は謡うたう、定めし平安の詩うた」

　ディアスに傷をふさいでもらうと、ようやく周囲の音が戻ってきた。広間は恐慌状態らしく甲かん高だかい悲鳴が聞こえる。

「……ありがとうございました。ファラグ殿下」

　シュマリアが身を起こして最初にそう言うと、ファラグは苦々しく顔をしかめた。

「礼などいらん。むしろ、俺が謝罪せねばならんところだ。おまえはたぶん、俺を狙った奴に間違ってやられたんだろうから――」

　――エンヴェル・バヤジット・アーリ＝バルク。

　ファラグはまだ何か言いつづけていたが、シュマリアはとっさに脳のう裡りに浮かんだその名で凍りついてしまった。

（そういえば……兄さんは？）

　焦しよう燥そうにかられて首を回すと、舞台裾の混雑をかき分けて、蒼褪めたレイニーたちが駆かけ寄ってくるのが見えた。

「この娘の仲間だな？　一緒に早く避難しろ」

「了解しました、殿下。――カイ、運んであげて！」

　普段はレイニーを抱え慣れている青年の腕に、シュマリアは軽々と横抱きにされる。でも、いつもならこういうのは先生の役目だ。

　ダリヤールとアレスの姿はまだない。

　慣れないカイスタンの高さの視界で、できる限り広間を見渡したが――いない。幼い頃からシュマリアが怪我をすると、無表情のままではあるが真っ先に駆けつけてくれたはずのアレスが、影も形も見えない。

「ディアス、兄さんと先生は……？」

「……そういえば。桟さ敷じき席にいなかったかも」

「あ、それ、たぶん俺のせい」

　さすがにいつもの太たい平へい楽らくが鳴りをひそめたドライドが、硬い声で言った。

「出番の直前に、焼肉ケバブとは違う感じで、何か焦こげてるみたいな臭いがしねえ？　って俺が言ったら、アレスがすごく微妙な顔してさ。火事かもしれないから見てくるって言いだしたんだ。確か先生と一緒に、楽屋の裏口に行ってたかな……その後は俺も知らないんだけども」

「火事……？」

　避難しろというファラグの言葉の理由を、刹せつ那な、シュマリアはその目で確認した。

　二階席の奥――薔ば薇ら窓に切りとられた外の景色が、黄たそ昏がれ時のようにまざまざと紅あかく明るかった。どこからか上がった炎が、傾なだれるように『春しゆん静せいの館やかた』に押し寄せてきているのだ。

　緋ひ色いろの世界。けれども〈聖せい灰はい〉の幻惑ではない炎。

　すべてを灰にする――

　……エンヴェル！
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　月はなく、降るような星のみが輝く夜空の下。

　外宮ビルンのあちこちで、次々に火の手が上がっていた。

　地獄で鬼神イフリートが哀れな死霊を引き連れて、自ら燃えながら舞う狂きよう宴えんを思わせるそれは、自然の炎ではない。バルク家最強の暗殺戦士エンヴェルと、その配下が炸さく裂れつさせた〈火星〉の星魔術シーミーヤの術であった。

「宮宴の中止を、もっと強く言い張っておくべきだったかな……」

　闇の中でため息をつく。

　……叶うなら少女の舞が観たいなどと、欲をかかずに。

　五指にぴたりと沿う漆黒の手袋をはめた手を優雅にもたげて、ナセルは己おのれの耳じ朶だにふれた。

　正確には、耳朶に取りつけた藍らん青せい色の星石をまさぐった。術語を唱となえながら微調整する。

　不意に爆音。

　次いで、絶叫が聞こえた。

『東地区、第三塔付近に侵入者！　衛兵はすでに潰かい滅めつ状態です、応援を――！』







　暗い夜空と木立を背にした男の姿に、騎士たちは圧倒されていた。

　恐ろしく上うわ背ぜいのある、均整のとれた体たい軀く。ぞんざいにまとった赤黒の外がい套とうが、火の粉まじりの熱風になびく。哀れな衛兵と騎士の遺い骸がいが、男が進んできた路を教えるかの如く点々と転がっていた。

　無造作に。

　無慈悲に。

　男の鋼はがね色の偃えん月げつ刀とうが三度ひるがえり、それで呆あつ気けなく、また四人が斃たおれた。

　男が一歩進むたびに、血風が吹いた。

　騎士が斃れた。

　火焰よりもどす黒い赤が、踏み荒らされた芝生しばふに飛び散った。

　息詰まるような熱風にも、奇妙に心地ここち好よさげに銀髪をなびかせた男――エンヴェル自身には小傷もつけられぬまま、騎士団は潰滅した。

「――契約通り、血路は開いてやったぜ」

　無造作な呼びかけは、木こ立だちの闇から続々と現れた男たちに向けられたものだった。

　エンヴェルは、偃月刀をひと振りして血を落とすと、獅し子しが自分の喰くい残しを我が仔こにくれてやる時のように顎あごをしゃくった。面白くもなさそうに言う。

「あとは好きにしろよ。俺は俺で――」

「――待て！」

　制止の声は、火の粉こ舞う風上から響いてきた。

　ファラグだった。

　全力で駆けてきたのか、肩を軽くはずませており、若く精悍な顔つきは純然たる怒りと正義感に燃えている。

「エンヴェル・バヤジット・アーリ＝バルクだな？　俺はシャハザマーン・イブラヒムの子、ファラグだ」

　エンヴェルはその銀ぎん灰かい色しよくの眉を、ほんの少し跳ね上げた。

　歳よりも大人びて見られがちなファラグだが、エンヴェルの目には少年時代の面おも影かげと青さが強く残っているように映った。

　まだ子供だと思った。

　……だから、嗤わらってやった。

　ファラグのくっきりとした眉が、目に見えてつり上がる。

「俺を殺しにきたんだろう？　――〈聖灰〉を使いたいなら使え。一対一でやれるなら、俺もそれがいい。だがこれ以上罪のない者を巻きこむな。火を放って無差別に殺し回るなど、それでも貴様は火の神に仕える民か！」

「――随分と自信過か剰じようだな」

　冷笑的ですらある灰色の目が、ファラグをあしらうように流し見る。

「俺は、あいつらの報復を導いただけさ。――勇ゆう敢かんな王子様、あんたのことは、ほんのついでに過ぎないんだよ」

　すぐには理解できないことを呟き――エンヴェルが動いた。

　地面を薙なぐようにして振るわれたエンヴェルの偃月刀と、腰から疾しつ風ぷうの速度で引き抜かれたファラグの長剣が相打つ！

　いったん離れて、再び。

　今度はファラグから『灰の導き手』の間合いに踏みこむ。

　尋常でない強敵なのは承知の上だったが、その動きにはまるで臆おくするところがなかった。

　――二合。三合。斬り結ぶ。

　ファラグは内心舌を巻いた。

　背丈・体格では、ファラグはエンヴェルに決して引けをとっていない。

　なのにエンヴェルの剣は、一撃一撃がそれだけで岩をも砕きそうなほど重く力強かった。凌しのぐだけでも体力がもぎとられるようだ。

　そのくせエンヴェル自身は、薄く嗤った顔をわずかも崩していないのが気に障さわる……！

「頃合かな」

　エンヴェルの低い呟き。

　突然、視界がまったくの闇に包まれた。エンヴェルが外套を投げつけてきたのだ。

「〈火星〉は導く――」

　――星魔術シーミーヤ！

　破れかぶれに外套を振り払ったその時、ファラグの首筋を熱いものが掠めた。偃月刀の研とがれた刃やいばだった。

　そのまま頸けい静じよう脈みやくから頸けい動どう脈みやくまで裂かれるのを、ファラグは大きく横っ跳びして地面に転がることでかわし――

　――何かが炸裂する音を聞いた気がして、すぐさま顔を上げた。

　エンヴェルがわずらわしげに腕を振って、金色の焰ほのおを斬り散らしている姿が見えた。

　どうやら誰かが星魔術シーミーヤを放ってエンヴェルの動きを止め、ファラグを救ってくれたらしい。

　置き去りにしてきてしまった護帝騎士ドウー・ジヤナハインの誰かだろうか。それにしては、方角が妙だった気もするが。

「やれやれ……ちゃんと猿さる轡ぐつわもかませておけと言ったのに。悪趣味なわりには、詰めが甘い奴だな、あいつも」

　独白めいた呟き。

　直後、エンヴェルの存在感のある姿は、突如として周囲から噴き上がった白煙に包まれた。

　はっとしてファラグは目を凝こらしたが、煙がおさまった時にはエンヴェルは消えていた。







　一連の戦闘を、ナセルは星石で音だけを拾うことで、漠然と把は握あくしていた。

　ファラグは生きている。

　エンヴェルもまた無傷で、どこかに消えた。

　他の場所での衛兵や騎士たちのやりとりを聞くに、エンヴェルが見つかる様子はない。

　――それだけわかれば十分だ。多少肝きもは冷えたが、内宮エンデルンから東の方をめざす足を鈍にぶらすまでには至らない。

「蒼星騎士さえ容易たやすくあしらうか。……予想以上だな」

　呟きながら黒手袋の手で星石を操作して、あちこちに散っている衛兵の様子を聞いた。

　外宮ビルンは混乱の極きわみにある。

　慣れぬ城内での火事に戸惑い、宮宴の参加者を避難させるのに追われ、本来の統率された動きがとれていない。

　エンヴェルの圧倒的な戦いぶりには、本来の実力差に加えて、彼がひたすら冷静だという点が大きく寄与している。ナセルはそう分析した。

　やがてナセルは、ある場所を守る衛兵たちの様子がおかしいことに気がついた。

「……ここか？」
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　黄金沙漠サハラー・ザハヴイーの砂が煮えたぎり、きつい照り返しが網もう膜まくを突き刺してくる。

　死者を送る祈いのりを唱となえ終えると、マスウドは早くも乾燥しはじめるふたつの遺い骸がいのそばから立ち上がった。ふと、彼の妹とその夫の遺骸の服に同じ意い匠しようの赤い花が縫ぬいとられていることに気づいて、よりいっそうの悲しみに襲われる。

　着の身着のまま、我が子をつれてどこか恐ろしい場所から逃げてきた。そんなふうにマスウドの目には映った。

「――間に合わなかった私を、許してくれ」

　その代わりにと呟つぶやいて、マスウドはその腕に抱いた幼おさな子ごへとまなざしを移した。

　アレス。

　そういう名前だと言い残して、マスウドの妹は事切れた。

「よしよし。もう大丈夫だ……怖かっただろうに、よく耐えた」

　マスウドは水筒から幼子の珊さん瑚ご色の唇くちびるへと、ひと雫しずくふた雫の水を落としてやった。

　不器用な手つきだったが、幼子は命の水を上う手まく口の中にすすり入れた。これなら死にはしないだろう。

　マスウドは砂よけの外がい套とうの内側に隠すようにして幼子を抱きこむと、普段は妻と娘にしか見せない、ごく淡あわい微笑ほほえみを頰ほおによぎらせた。家族を見つめる瞳をしていた。
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　炎ほのおの海の如ごとき〈聖せい灰はい〉の結界の中に、アレスは再び引きずりこまれていた。

　目も眩くらむような赤光の中、ろくに瞬まばたきすらせず、濃こ紫むらさきの瞳でエンヴェルを見つめる。

　石造りの床に緊張感とは縁のなさそうな様子で脚を投げ出した暗殺戦士は、その灰色の瞳に揺ゆらめく火ほ影かげを宿していた。

「不ふ機き嫌げんそうだな？　坊や」

　先刻――楽屋を出た途端、エンヴェルに急きゆう襲しゆうされたのだ。

　ダリヤールは得物もないのに弟で子しを守ろうとして、善戦はしたものの脇腹にエンヴェルの刃を受けてしまった。

『致ち命めい傷しようじゃあないが、止めを刺すのは簡単だぜ？』

　そうされたくなければ――と脅おどされて、アレスは下唇を嚙かみ切りながら従ったのだ。

　深呼吸。

　それから平へい淡たんな声を作る。

「……別に。俺の運命には諦あきらめもついた。ただ、気になることはある」

　エンヴェルは、どこか面白がるように眉をつり上げた。

「なんだ？　答えてやってもいいぜ」

「ファラグ王子への報復は、いいのか」

「ああ、それならもう成功したも同然だ」

　意外なことを、エンヴェルはさらりと言ってのけた。

　平然と噓うそをつけそうな男ではあるが、負け惜おしみを吐いているようには見えず、アレスは本気で当惑した。自分が邪魔したとはいえ、あの時退ひかずにファラグを殺すことは、エンヴェルには別に難しくなかったはずである。

「どんな形であれ、他の連中を導いてやった後に『王子に報復』ができれば、俺は当主ザラスの命令は守れてる」

「……意味がわからない」

「ファラグ王子を見たか？　噂うわさに違たがわぬ、堅かた物ぶつな坊やだ。ガウダ平原でも王族元げん帥すいで総大将のくせに戦争なんてしたくなさそうな苦い面つらをしてたとは聞いたが、笑えるくらい純粋そうで呆あきれたぜ。しかも、ちっとも死を怖がってない」

「…………」

「だから生かしてやったのさ。自分が殺されるよりも『ファラグへの報復』の名の下もとに無関係の人間を殺される方が、ああいう正義漢には堪こたえる。今までにも何人か、そうやって見逃してやった奴がいるんだぜ？　ま、本人は気づいてないかもしれないけどな」

　――死では終わらぬ、懊おう悩のうと良心の呵か責しやくという地獄を味わってもらいたいと、そう言っているのだ。

　ジハールよりも厄介な嗜し虐ぎやく性向だと、アレスは無表情のまま内心でひそかに思う。

「では、仲間は今、何を？」

「目当てはバラバラさ。元帥に恨みを抱いている奴も、貴族に復ふく讐しゆうを誓ちかった奴もいる。皆死ぬ覚悟だろうが、運よく生き残れたらここに来いと言ってある。そうしたら俺が――」

　――その刹せつ那な。

　アレスは一気に動いた。

　喋しやべりに気をとられ、灰色の目で窓の外を見やったエンヴェルの懐ふところに自ら飛びこんで、その胸板に掌てのひらを突きつける。

「〈火星〉は滅ぼす――不義なる者の諸もろ手て！」

　言下、炎が炸裂した。黒髪が爆風に大きく煽あおられる。

　左胸の〈烙印〉が強烈に疼うずき、全身の血が逆流したかのような感覚に襲おそわれた。

　凄すさまじい虚きよ脱だつ感かんが、身体の芯を貫く。相手の心臓を灼やき潰つぶすべく炸裂した金色の炎の塊が、深紅の世界にもあざやかに――

「！」

　――炎の向こうから、ぬっと腕が伸びてきた。はっと瞠目する。

　突き出していた右の手首がつかまれる。続く動作で、アレスは床に引きずり倒された。

　背中を強く打ち、息が詰まる。反撃する間もなく喉のど首くびを硬い大きな手で押さえつけられ、動きを封じられた。

「残念。ハズレだ」

　――決死の一撃で得られたのは、結局エンヴェルの左肩の浅い火傷やけどのみだった。代償は絶対絶命の状況。

「あの夜も言ったはずだぜ？　おまえは俺に、火術では勝てないと」

　無念がるアレスの首を抗いがたい力で石の床に押しつけたまま、エンヴェルはさも憐あわれむかのような目で嘯うそぶいてみせる。

「おまえは〈烙印〉の力を恐れて、今までまるで火術を使ってこなかった。だが俺は、バルク家の戦士として〈聖灰〉と火術を学び尽くしている。――こんなふうに」

　エンヴェルの空あいた方の手に、小こ壜びんが現れた。

　先刻この結界を作る時にも周囲にばらまいていた火の粉のような粒りゆう子しが、その中に入っている。〈聖灰〉だ。

　身構えるアレスの額ひたいに〈聖灰〉を少し落とすと、エンヴェルは乾いた指で瞼まぶたにふれてきた。

「……っ……！」

　アレスの瞼の裏で炎がはじけた。網もう膜まくに火のついた薪まきを押しつけられる――そういう幻影を見せられて全神経がそそけだつ。幻まぼろしだとわかっていても本能的に身体が芯から震えて、激痛を錯覚して気が狂いそうになる。

「単なる幻覚だが、意外と効くだろう？」

　くくっという酷薄な嗤い声が、苦痛に喘ぐアレスの耳を刺した。

「おまえが〈烙印〉を十全に使えたなら、いくらか話は違ったかもな」

　……額から〈聖灰〉が払われると、幻覚と痛みは噓のように消え去った。

　ぐったりと四肢を投げ出したアレスの、それだけは反抗的な光を残した紫色の瞳を見下ろして、エンヴェルは肩をすくめる。

「俺には〈烙印〉はないからな。単純に魔力だけで言えば、おまえの方がはるかに強い。ああ、これはこの前教えたっけか？　〈烙印持ち〉はバルク家にも、おまえを入れて数人しか残っていないって」

　――故ゆえにバルク家の当主ザラスは、稀き少しよう価値のある武器としてアレスを惜おしんでいるのだと。

「おまえは演技も上う手まいし、いい密偵になると思うんだが。こうも聞き分けがないようじゃ、長老衆に洗脳してもらうしかないかな……？」

　首筋に、無造作な手刀。それだけで、アレスの意識は容よう赦しやなく闇に突き落とされる。

「眠っとけ。――すぐに大好きな妹君を連れてきてやるよ。そうしたら薬もやろう、バルク家の山城につくまで目覚めないやつをな」
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　腹心の騎士とともに、ファラグは炎に巻かれた外宮ビルン中を駆かけずり回っていた。

　西地区に残っていた足跡を分析させたから、エンヴェルの一群はせいぜい十人前後だとわかっている。

　よその場所の騎士たちが仕留めた人数と合わせれば、そろそろエンヴェル以外の敵は殲せん滅めつし終える計算だ。

　それに、一時は鎮火する端からまた新たな爆発が起こっていたのが、今はおさまっているのは、侵入者たちに破壊活動ができなくなった証あかしである。

「――ファラグ様！　殿下！」

　叫び声に振り返ると、ナセルを護まもりに走らせたはずの騎士が、蒼い顔で駆け寄ってきた。

「ナセル殿下のお姿が、どこにも見当たりません！」

「なに!?」

「内宮エンデルンに避難された陛下たちを迎えられた後、いずこともなく。もしやエンヴェルに」

「それはない」

　ファラグは即座に否定した。首筋に巻いた包帯を意識しながら、考えを巡らす。

　だが仇きゆう敵てきのファラグを諦めてまで、エンヴェルが直接は怨えん恨こんのない王太子シエフザーデを狙う理由は思いつかない。

「どこで何をしてるんだ、あの――」

　襟えり元もとに縫いつけておいた星石へと唇を寄せたその瞬間、ファラグは唐突に思い出した。

　蒼星騎士でもエンヴェルを討つのは至し難なんの業だろうと、憂ゆう慮りよしていたナセルの瞳を。

　ナセルを襲った九年前の悪夢を。

　まさか……？

「……あの馬鹿が」

　ファラグは礼法を無視した舌打ちをすると、衛兵たちに星石で素早く指示を飛ばした。

　すぐさま確保して、ひとの気も知らぬ澄まし顔を殴なぐってやらねばおさまらないと思った。
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　風上にあったお蔭で火に巻かれず、臨時の避難所となった舎館を、シュマリアは仲間の目を盗んで脱出した。ほぼ海賊衣裳のままだが、右脚には分厚く包帯が巻かれており、腰帯には武器をたばさんできた。

「……兄さん」

　絶対に助けるという決意をこめて呟き、まず夜陰と炎に目を凝こらしてみる。

　数晩アレスと使い方を練習したものの、まだ未熟もいいところの〈星流の瞳〉で、バルク家の星魔術シーミーヤの気配を探さぐってみようとした時――

「――シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット？」

　ぎくりとして振り返ると、アカシアの木の陰の闇に黒装束の男がいた。

　騎士や衛兵ではない。シュマリアは素早く愛用の短剣を引き抜くと、男を睨みつけた。

「あなた、エンヴェルの仲間？」

　返事はない。

　もう一度呼びかけようとした時、男が動いた。一瞬にしてシュマリアに肉にく薄はくする。

　鳩みぞ尾おちを狙ってきた拳をシュマリアは機き敏びんに半身をひねってかわす。一瞬だけ右脚が疼いた。

　その直後、ぐい、と頭皮が突っ張った。男がシュマリアの三つ編みをつかんで、地面に引きずり倒そうとしていた。

「こ、の……！」

　器用に足を踏ん張り、短剣を閃かせて男の手を振り払う。いったん大きく飛び退のいて――

「――〈木星〉は呼ぶ。天変の指先」

　星魔術シーミーヤ!?

　驚いた時には、男は宙空で炸裂した白く光る雷撃に打ち据すえられて昏こん倒とうしていた。

　突然助けが入ったことよりも、それが聞き覚えのある声だったことに驚いて、シュマリアは勢いよく横手の闇を振り返った。

「シ……」

　言葉が思わず途切れる。大きく目を瞠る。

　幻のように忽然と、その青年はたたずんでいた。

　逢う時はいつもそれだった茶系の平服サウブではなく、綺麗に手のかたちに沿う手袋も、ターバンクフイーヤも、腰帯に佩はいた細身の剣の鞘さやさえ闇色だったが、そのせいで金髪が引き立って――

　――金髪？

　シュマリアは惚ほうけたように瞬いた。彼女にゆっくりと歩み寄りながら、青年が苦笑する。

「手当てを受けているという話だから、無事だけ確認していくつもりでいたのに。どうして君はここにいるんだい？」

　こちらの科白せりふだ。どうしてここに、その虹水晶の瞳が。しかも無む垢くな金の髪をして。

「シフル……？」

「……そうだな。今は、その名で呼んでくれた方がいい」

　曖あい昧まいな言い方だが、口の端を優雅につり上げる苦笑の仕方も、シュマリアが今まで見てきたそれとはまるで別物だった。いくらか口調も変わっているせいか、声も臈ろう長たけた色香を増している気がする。シュマリアはひどく混乱して、揺れる瞳で彼を見上げた。

「どうして、シフルがここにいるの」

「仕事だよ。ある男を追っている」

「エンヴェルっ？」

「――なぜそれを？」

　刹那、青年の双そう眸ぼうに鋭い知性の光がよぎった。畳たたみかけるように問われる。

「バルク家のことは噂うわさにはなっていたが、それがエンヴェルだと断定させる情報は流れていないはずだよ。少なくとも、君のような外宮ビルン関係者や民間には」

「それは――」

　慌あわてて言い訳を考えたものの、結局シュマリアは失語してしまった。

　下へ手たなごまかしは通用しない。痛いほどにそう思わせる威厳が、今のシフルにはあった。

　……それに。

　シュマリアは両の拳をぐっと握ると、数度深呼吸し、覚悟を決めて声を押し出した。

「わたしと、わたしの兄さんは――バルク家の血を引いてるの」

「なに？」

　シフルはさすがに目を瞠みはったが、口を挟まずにシュマリアの話を聞いてくれた。シュマリアの声はだんだんと悲痛に引き攣つれてしまった。

「――脅おどされたけど、エンヴェルには全然なびいてないし、今まで帝都で起こった事件にも協力なんてしてないの。本当よ！　兄さんはバルク家から離れた〈烙印持ち〉だから、それでエンヴェルに目をつけられただけで、今もきっと無理やり攫さらわれてるだけでっ」

「シュマリア。落ちついて」

　――乱れた前髪が、そっと撫でられた。

　はっとして顔を上げると、シフルが困ったように微苦笑していた。穏やかな気配が、シュマリアの動揺をやさしく宥なだめてくれる。

　冷たい黒手袋の感触が、あふれた涙をぬぐうかのようにシュマリアの頰に寄り添う。

「事情はわかった。よく、正直に話してくれた」

「シフル……」

「私を信じてくれたからだと、自惚うぬぼれてもいいのかな？」

　私。

　金無垢の髪。実用一辺倒のはずの黒ずくめさえ、宮宴で見た貴族の誰よりも優雅に映る。

　――まさか？

　脳のう裡りに閃ひらめいたとんでもない想像を、シュマリアはかぶりを振って打ち消し、答えた。

「シフルには、兄さんを見せたから。兄さんが暗殺戦士に協力するようなひとじゃないって、わかってもらえると思ったの」

「……君は少々無邪気すぎるな」

　シフルはたしなめるように眉をひそめてみせた。

「私のことも兄上のことも過信している。私が君と敵対しないという証拠もないのに」

「でもあなたもエンヴェルを追ってるんでしょう？　それなら敵は同じだし――そうだ。わたしもシフルと一緒に行かせてっ」

「君ね――」

「わたし〈星流の瞳〉があるから、エンヴェルが〈聖せい灰はい〉で姿を眩くらましてても見つける手助けができるわ。兄さんから〈烙印〉やバルク家のことは十分に聞いてるし、シフルが独りで捜すよりは、ずっとマシだと思う」

　強く言い切る。アレスはきっとエンヴェルに囚とらわれている。だからここは意地でも食い下がる気でいた。

　シフルはしばらく考えるように金色に光る瞳でシュマリアを見つめてから、口を開いた。

「〈星流の瞳〉というのは、本当に？」

「こんな時に噓うそはつかないわ」

「どれくらい使える？」

「実はあんまり鍛たん錬れんしてないんだけれど……それでも二度、〈聖灰〉の結界を見破ったわ」

　馬鹿正直に答えてしまってから、はったりをかませばよかっただろうかと頭の片隅で思いついた。けれども協力を請こうのに噓をつきたくはなかったから、これでいいのだと自分自身に確かめて、青い瞳の視線の力を強める。

「――なるほど。バザールの時のあれは、君の力だったのか」

　冴さえた月と闇の化身のように美しい青年はそう呟くと、さらに数秒の黙もく考こうののち――

「いいだろう。おいで、シュマリア」

　夜会で貴婦人をいざなうかのような洗練された仕草で、黒手袋の右手をさし伸べてきた。

「私は君を守り、利用する。君は自分とアレスを守ることだけを考えて、私に協力するんだ。いいね？」







　夜風に散らされた白煙が満ちているせいで、歩くだけでも煙にむせる中庭を並んで走る。

「エンヴェルがいる場所の目星はついている。星石に入る通信を聞いていたら、一カ所だけ不自然さを感じる場所があったんだ」

　シフルは右の首筋にかかる金髪をさらりとかき上げて、シュマリアにさらした。南なん領りよう特産の瑠璃を切り出したような藍青色の小さな石粒が、それさえも白くかたちの美しい耳朶で儚げに揺れている。

「それが星石？」

「そう。これの波長を合わせると、衛兵や騎士のやりとりが――……っ」

　突然、シフルは頭痛を感じたように眉根を寄せて、星石にふれていた手をぱっと離した。

「シフル？」

「……参ったな。君も聞いてみるかい？」

　苦笑いのシフルがさし出した多面体の石粒に、シュマリアが無防備に耳を寄せると。

《だから返事をしろと言ってるだろうがっ！　ナセル！　あれほど単独行動は慎つつしめと俺は繰り返しただろうに、おまえ全然聞いていないな!?　一刻も早く俺たちと合流しろ、エンヴェルがまだ見つかってないんだか――》

「ぅわっ!?」

　――一気に飛び退いた。なんだ今の頭が割れそうな怒鳴り声は！

「ファラグ第二王子殿下さ。甘く囁きでもすれば十分色男なのに、まあ、聞いた通りだ」

　ファラグ？　と驚きに表情を強こわ張ばらせた直後に、シュマリアははたと気がついた。

　確か今、ファラグは「ナセル」と呼びかけていた。

（……うそ）

　やっぱり。でも、そんなことって……！

　独りで衝撃を受けているうちに、行く手に灰かい白はく色の高い壁が現れた。

　シュマリアたちのいる場所は背の高い桜桃に囲まれているせいで、星明かりだけが頼りの深い闇だが、壁のはるか上方には火の色に輝いているところもあった。望ぼう楼ろうの鉄の扉が、茂みの向こうにぼんやりと見える。

　シフル――少なくともシュマリアはそう呼んできた青年が、隣で不意に囁いた。

「あまり周りは見ない方がいいよ」

「え」

「衛兵が死んでいる」

　麝じや香こうのようなにおいがすると思っていたが、やっぱり血の臭いだったのか！

　シュマリアはつま先から震えあがり、シフルの背に隠れるようにして第七望楼に入った。

　――途端。

　もはや見慣れてしまった感すらある、深紅の視界が広がった。

　緻密に石を積み上げた壁という壁が火を噴いているのかと錯さつ覚かくするような場景だが、本物の炎ではないと知っている分、怖さは少ない。――この先に待つだろう、灰色の鬼神王シヤイターンのような暗殺戦士の存在さえ考えなければだが。

「〈聖灰〉の結界か。こうして見ると、本当に『炎帝』の民らしい技だ」

「そうですね……」

　緊張を隠し切れない声と面おも持もちでシュマリアが同意すると、シフルはそれまでのどこか飄ひよう々ひようとした雰囲気を消した、極めて厳げん粛しゆくな態度で彼女に向き直ると言った。

「君はここで待っていてもいいけれど、どうする？」

「そんな。一緒に行きます！」

　シフルの言葉をはじき飛ばすかのように、慌あわててかぶりを振る。

「無理しなくても、君のお兄さんは必ず助けるよ？　それに、この先は危険すぎるし」

「あなたを信じないわけじゃないですけど、ここまできたら、隠れてなんかいられません」

「――君の守護天使は、アストフェル？」

　じっと見つめられたかと思うと唐突にそんなことを言われて、シュマリアはだいぶ面食らった。青い瞳で何度も瞬く。

「そうですけど……なんでわかったんですか？　わたし、誕生日なんて教えてないのに」

「君を見ていたらそんな気がした。――仕方ないな。君の守護天使の加護を信じて、ともに来ることを許そう」

「はいっ」

　青年の微苦笑にはっきりと頷き――シュマリアは一瞬だけ、今くぐった扉を振り返った。自分を奮ふるい立たせるように、ぎゅっと拳を握る。

　赤熱しているように見えるが、布靴越しに感じる石の床の感触はむしろ冷たい。

　一段一段、ふたりは長く続く石段を踏みしめた。

　――そして。

　石壁に囲まれた最上階は、意外なほど広かった。

　四角く開いた窓に切りとられた下界の景色は、赤光に妨さまたげられてよく見えないものの、まだ大きく煙を上げて燻くすぶっている様子だ。

　そこで。

　その窓辺で。

　壁に軽く背をもたせかけるようにして、悠然と待ち構えていたエンヴェルは、シュマリアを見ると口の端をつり上げて嗤った。

「驚いたな、お嬢さん。王太子シエフザーデ殿下を付き添いにしてくるとは」
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　シュマリアは一瞬、ひどい息苦しさに襲おそわれた。

　シフルが、王太子シエフザーデナセル。――その真実をエンヴェルから突きつけられた衝しよう撃げきは思いのほか大きく、つかのま凍こおりついてしまったが、男の右手がアレスの襟えり首くびをつかんでいることに気づいて現実に引き戻された。

　アレスは、生きてはいる。

　だが、あちこちが傷だらけだ。抵抗して痛いためつけられたのか、首筋には焼印のように男の指の痕あとがついている。

　だからシュマリアの心臓をぞわりと竦すくませたのは、もはや恐怖ではなく憤いきどおりだった。

「私たちに気づいていたのか」

　シフル――否、ナセルが、シュマリアの隣でそう言った。その冷厳な瞳はエンヴェルをひたと見み据すえている。エンヴェルはつまらなさそうに肩をすくめてみせた。

「阿あ呆ほうじゃなければ、足音くらいは聞こえるさ」

「では、なぜ逃走しなかった？」

　確かに。

　すぐに結界をほどき、アレスを抱かかえて消えるくらいこの男には造作もないはずだ。

　ふたりから問う視線を向けられて、エンヴェルは飄ひよう々ひようとのたまう。

「興味が湧いたからさ。お嬢さんが、俺が迎えにやった男じゃなくて、誰を道連れにしてきたのかにな。あいつらとの約束の時間までの暇ひま潰しにはなるかと思ったが……意外な大物で、正直驚いてるぜ」

　窓辺に腰をあずけた体勢から、エンヴェルが立ち上がる。シュマリアがアレスに気をとられているのに気づくと、からかうように嗤わらった。

「返してほしいか？」

　――窓の外から、爆音が届いてきた。

　足許が、かすかに揺れた気配もした。すぐ近くでも戦闘が行われているのだろう。

「それはお嬢さんの頑張り次第だな――」

　突然。

　エンヴェルが無造作にアレスを放り出した。腰の偃えん月げつ刀とうを一瞬で引き抜き、死角から回りこんで首を狙ねらってきた剣を受け止める。

　ふん、とその剣の主であるナセルが鼻で笑った。だが目は笑っておらず、凍りつきそうなほど冷たい殺意に満ちている。

「たった独りで俺とやりあう気か？　王太子シエフザーデ殿下」

「そのために私は来たんだ」

　二人が膠こう着ちやく状態のまま睨みあう。

　――ナセルの視線がほんの一瞬、シュマリアへと流された。

　察してシュマリアは、義あ兄にを助けるべく走る。火事場の馬鹿力でアレスを引きずって壁際まで飛び退いた時――

「――〈木星〉は呼ぶ、天変の指先！」

　赤光の中で、白熱の雷光が炸さく裂れつした。ナセルの星魔術シーミーヤだ。

　振り返ると、二人の身体が離れていた。

　その距離、およそ二十歩。

　ナセルより頭半分ほど長身で身体能力にすぐれたエンヴェルといえども、一瞬では詰められない間合いだ。当然のように無傷のエンヴェルの向こうには、外城壁の上に出るための分厚い樫かしの扉とびらが見えた。

「今の攻撃を凌げるか」

　右手で偃月刀をもてあそびながら、エンヴェルが面おも白しろがるように頰をゆがめた。

「あんたの勇敢な弟でも、掠り傷くらいは受けたんだが。意外とやるな」

「お褒ほめにあずかり光栄だ」

　細身の剣を構え直して、ナセルがさも余裕ありげに微笑ほほえむ。

　だがシュマリアにはそれが演技のように思えた。なぜなら、彼の本当に余裕がある時の微笑を何度も見ている。

（王太子シエフザーデ殿下……無理してる？）

　少し悩んで、すぐにあたりまえだと気がついた。相手は最強無比の暗殺戦士なのだ。

（援護しないと）

　自分がエンヴェルの気を引いて隙すきをつくれば、ナセルも戦いやすくなる。

　腰帯から小刀を音もなく引き抜く。いつかの夜、エンヴェルが残した小刀だ。

　返すわよ、と内心でのみ挑発的に告げて、シュマリアはナセルに集中している男の背後に忍び寄る。

　距離を詰め、背中に突撃するまでを一瞬でやってのけた。が。

「甘い」

　振り返りもしないエンヴェルに、手首を無造作に払われてしまった。小刀がはじかれる。

　急いで間合いを開く暇いとまもあらばこそ、一瞬で首をエンヴェルの腕に挟まれて、彼の身体の前に引きずり出される。目の前でナセルが、驚きと苦さを混在させた表情になった。

「こうやって盾たてにすることだってできるんだぜ？」

「……っ、この！」

　後ろに蹴り上げた右脚は空から振りし、エンヴェルの手に太ふと腿ももを押さえこまれた。包帯を巻いた部分をまさぐられる。

　いやらしさは皆無だがどこか不吉なその仕草ののち、シュマリアの首筋にさらりと男の銀髪が流れかかった。

「――『我らが血よ、荒れ狂え』」

　耳じ朶だのすぐそばで囁ささやかれた途端、右脚で激痛が爆発した。

　さっき矢を受けた場所だった。目の前が、緞どん帳ちようが下りたように暗くなっていく。

　何が起こったのかもわからぬまま、シュマリアは床に両りよう膝ひざからくずおれていた。
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「彼女に何をした」

　声に鋭く貫くような怒りが滲にじみ出ていることに、ナセルは自分でも少し驚いた。

　エンヴェルが、気を失った様子の少女を突き放す。

「さっき、このお嬢さんが喰くらった矢毒。あれは性格の悪い毒なんだ。こうやってもう一度毒性を甦よみがえらせることで、身動きできないようにさせるのが得意でね」

「まさか――『バルク家の血毒』か？」

「お察しの通り。このままだとお嬢さん、死ぬかもな。俺を殺さない限りは――」

　すぐさま、ナセルの剣が空を裂いた。

　――深い怒りのこもった一斬だった。

　無茶をした少女に対してでは無論ない。ひとの生死をもてあそぶ灰色の目の男と、それを防げなかった自分への怒りである。

　ナセルの剣が、はっとするほど優美な弧こを描えがいて、エンヴェルの利きき腕に迫る。灰色の瞳に初めて本物の驚きが宿った。












　そしてエンヴェルが初めて、自分から大きく飛び退く。

　ナセルの剣は、相手の二の腕を切り裂いていた。一瞬だけ血煙が上がった。

　浅からぬ手傷を負ったにも関わらず、エンヴェルは気にするそぶりもない。どころかその口許に貼りついた笑みは、さっきよりも深く暗い愉ゆ悦えつに満ちている。軽く首を傾げると、彼はまるで謳うたうように言った。

「その細腰で、騎士や王族元げん帥すいを凌りよう駕がするとはな。なるほど護帝騎士ドウー・ジヤナハインもいらないはずだ――と言ってさし上げたいところだが、どうやら、種も仕掛けもあるみたいだな？」

「なんのことかな」

　ナセルはとぼけてみせたが、内心ではたしなみを無視して舌打ちしていた。

　――気づくのが早すぎる。

　帝王学の一環として剣法武術は習得しているし、護帝騎士ドウー・ジヤナハインを選べと言われないために鍛たん錬れんは欠かしていないが、ナセルの本来の腕前は、現役の武官であるファラグや蒼そう星せい騎士に並ぶほどのものではない。

　そのナセルにエンヴェルに匹敵する腕力と反応速度をもたらしているのは、黒衣裳のあちこちに仕込んだ星石の護ご符ふの威い力りよくだった。

「少しは考えてきたみたいだな。さすがは聡明な王太子シエフザーデ殿下」

　――三合目。

　容赦なくエンヴェルが斬りこんできた。ナセルは続く彼の動きを瞬時に計算し、無理によけることはせず再び斬り流した。

　斬り流した次の瞬間――ナセルの身体に、軋むような疲労感が襲いかかってきた。……唇を嚙んでこられる。

　通信用程度なら常に駆動させていても支障はないが、筋力を一時的に強化したり魔力の防壁を張ったりという高度な作用をもたらす星石ともなると、一瞬起動させるだけでも体力がごっそりと削けずりとられる。

　それを身体の至いたるところに装備して駆動させつづけるのが、どれほど肉体に負ふ荷かをかけるか、エンヴェルはもう見抜いたのだろう。

　試すような薄笑いで斬りつけてくる。

「よくやるな。しかし騎士が頼りにならないのはわかるが、王太子シエフザーデがなんでここまでする？」

　斬り結ぶごとに加速度的にはずんでゆくナセルの息遣いを眺ながめて、エンヴェルはふと不思議そうに言った。

　ナセルはたった今浅く斬られた肘ひじを押さえて、肩で大きく息をつき、その問いに答えた。

「……私のせいだからさ。今の帝国で、君たち少数民族への風当たりが強いのは」
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　シュマリアが壁かべ際ぎわで目覚めたのは、ちょうどその時だった。

　ナセルの、聞いたこともないような虚きよ無む的てきな声こわ音ねが、激痛に攪かく乱らんさせられていた意識の奥にまで響いてきたのだ。

　ナセルがつらそうだ。独りで戦わせては、だめだ。

「……っ……！」

　肘をついて半身を起こしただけでも強烈な眩め暈まいに襲われた。

　右脚が燃えるように痛くて立ち上がれもしない。これでは、さっきのように挑いどみかかることさえできないだろう。

（でも……何かしないと。なんとかしないと）

　眩む頭によぎったのは、ここ数日ひそかに〈星流の瞳〉を鍛きたえる練習をしていた時に、義あ兄にと交かわした会話だ。

『ねえ兄さん。〈星流の瞳〉が魔力の流れや星魔術シーミーヤの仕組みを見抜けるなら、ジハールが時々やってるみたいに、相手の星魔術シーミーヤを破ったりもできない？』

『可能だろうな』

『じゃ、あの〈聖せい灰はい〉の結界を壊せるかな。〈聖灰〉が結界を作ってるなら、〈聖灰〉さえどうにかしちゃえばいけそうじゃない？』

『可能かもな。あの男がさせてくれるかは、また別だが……』

　シュマリアは目を凝こらした。

　ナセルとエンヴェルは、間合いをとって睨みあっている。早く。この隙に。

〈星流の瞳〉で結界の中を隈なく見つめると、火の粉めいたものが次第にはっきりと視みえてくるようになった。〈聖灰〉は石室の壁や床全体に、何重もの同心円を描くようにして撒まかれているようだ。

　これをどうにかすれば、きっと。

　その時――

　シュマリアの視界の隅で、黒い影のようなものが一切の音を立てずに動きだした。影は、こんな時でも抑よく揚ようのない口調で言った。

「……そっちは任せる。シュマリア」
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　不意の静けさが、二人の間に落ちた。エンヴェルはナセルに初めてひやかしではない本当の興味を覚えた顔つきで、攻撃の手を止めていた。この男にはめずらしく、困惑しているようにも見える。

「王族の口から、そんな殊しゆ勝しような科白せりふを聞くとはな。驚いたぜ」

「……別にそんなにけなげでもない。単なる事実さ」

　ナセルは痛みをこらえて、深く呼吸した。身体のあちこちが凌しのぎきれなかったエンヴェルの刃に裂かれ、鮮血を流している。

「私は、バルク家を滅ぼしたくないと思って動いている」

　それでも昂こう然ぜんと顔を上げると、ナセルはあえて感情をさし挟まない口調で告げた。

「信じるものが違う。生き方が違う。それだけの理由で他人を滅ぼすのは間違いだ。長い目でみれば、帝国のためにもならない。戦争の火種を無差別に撒き散らすのと同じだからな」

「…………」

「バルク家はまだ間に合う。滅亡を覚悟で帝国に食ってかからなくとも、君たちの当主ザラスと直じかに顔を合わせて交渉できれば、いくらでも希望はつくれる。だから君の身柄を確保したいと思っていたんだ、エンヴェル。――バルク家当主ザラスの側仕えでもある君を」

　当主ザラスとの繋つなぎにして、和解の道をひらくために。

　ナセルの言葉を聞き終えたエンヴェルの表情は、初めて見るものになっていた。呆あきれたふうな苦笑いである。

「ご高説はたいへん素晴らしいが、それはあんた独ひとりの考えだろ？　第七宰さい相しよう閣かつ下か。他の宰相や元帥は俺たちをどう思ってる？」

　この男、馬ば鹿かではないなと、ナセルは改めて思った。頭の回転が速い。

「俺たち少数民族に偏へん見けんを持ってて、わけもなく見下げたり財産を奪ったり突然殴なぐりつけたりしてくる大多数の奴らは、あんたとはまるで違う馬鹿野郎だ。そういうのが中央宮殿ダルガーフにも東領にも蔓延はびこってるだろ？　あんた独りで、そいつらの考えと正反対のことをやれるってのか？」

「私独りでもないさ。ファラグもいる」

　謹きん厳げんな王族元帥の名に、エンヴェルの灰色の瞳がふと深い光を帯びる。その理由はナセルにも推測できなかった。

「王子が二人も動けば、バルク家くらいは救えるさ。だが――いや、だからこそ、君には死んでもらわねばならない。君はすでに帝都でひとを殺しすぎたし、ファラグの名誉を傷つけすぎた。そして今は、彼だけでなく、シュマリアの命も脅おびやかしている」

「なるほど。――いい根性だ」

　ナセルの殺意を歓迎するかのような暗い嗤い顔で、エンヴェルがゆるりと偃えん月げつ刀とうを構える。

　――直後。

　その長身がブレたように感じた次の瞬間には、ナセルの目の前にエンヴェルがいた。

　首を刎はね飛ばすような斬撃をナセルは紙一ひと重えでかわせた。代わりに漆黒のターバンクフイーヤが切り裂かれ、押しこめていた金髪が流れ落ちる。

　しかしナセルが体勢を立て直すよりも、エンヴェルが彼の小さな頭を金髪ごと鷲わしづかみにする方が早かった。

「でも力が足りないみたいだな？　殿下」

　言葉と同時に、容よう赦しやない膝ひざ蹴げりで腹を突き上げられた。ナセルは息を詰めたまま吹っ飛び、背中から石壁に叩きつけられた。くずおれる。

　そのまま偃月刀で無造作にナセルに斬りつけようとしたエンヴェルの歩みが、ふと止まった。

「――おまえも」

　俺より弱いんだよな、つまらない。

　エンヴェルは背後に向けてそう囁いた。革手袋の指はアレスが振るった短剣の刃を、がっちりとつかんでいる。

　アレスは血の滲んだ口許をわずかに忌いま々いましげに歪ゆがめると、シュマリアの短剣を手放し、零ぜろの間合いで、エンヴェルの足の甲から順に「どんな人間でも鍛えようのないところ」を狙って蹴りと肘打ちを繰り出した。

　――義妹いもうとにも伝授した四点連撃。

　だが最後までやらせず、エンヴェルは長い脚でアレスの脇腹を勢いよく蹴り飛ばした。かはっとうめきながら、アレスも石の床に転がる。

「俺を殺すんなら、もっと強くなってくれよ。俺が愉しくなれないだろ？」

　苦痛に耐える二人を冷ややかに見下して、エンヴェルが気だるげに嘲あざ笑わらう――。

　その時だった。

「〈土星〉は呼ばう――神命を運び駆けるもの！」

　――砂嵐ハムシーンが逆巻いているかのような豪快な風音が、突然周囲にあふれた。

「なに……？」

　エンヴェルが鋭い目で振り返った。

〈聖灰〉の結界が壊れる音に。――震える膝で立ち上がったシュマリアを。

　輝く粉と緋色の光がちりぢりに吹き飛び、やがて、元の暗く寂しい石室の風景が戻る。

　渾身の星魔術シーミーヤを放ったシュマリアは、エンヴェルが初めて見せた動揺に満足して笑おうとしたが――血毒の激痛にいよいよ耐えきれず、ずるりとその場にくずおれた。

　しかしシュマリアが生んだ待望の「隙」を、二人は逃さなかった。

　まず、床から伸び上がったアレスが、両腕を突き出して叫んだ。

「〈火星〉は滅ぼす――不義なる者の諸手！」

　言下。

　最前エンヴェルを仕留めそこねた炎が、先刻よりも凄まじい威力で炸裂した。

　天井いっぱいにまで膨れ上がった黄金色の炎の塊が、エンヴェルに叩きつけられる。

　だが『灰の導き手』はとっさに、対火の防護術を全身に巡らせていた。あの屋上での再現のように。

　アレスもそれは覚悟していた。エンヴェルの言う通り、純粋な火術では敵かなわないと。

　だが、エンヴェルの動きを一瞬止められた。今回はそれだけで十分だった。

　あとは。

「〈木星〉は呼ぶ。天変の光なす使者」

　ずらした視線の先で、今度はナセルが唱えた。エンヴェルの懐ふところに飛びこみ、掠かすれた美声で。

　渦巻く炎を蹴散らしながら、真昼をもあざむく眩まばゆい光がほとばしった。
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　――交錯は一瞬だった。

　強大な魔力の雷撃にはじかれた勢いのまま、窓から落下しようとしたエンヴェルが伸ばした手の先には、精も根も使い果たして動けもしないシュマリアがいた。シュマリアははっとして顔を上げるより早く、ぐん！　と身体を持っていかれてしまった。

　エンヴェルに二の腕をつかまれたせいで。

「シュマリア……！」

　血の出るようなアレスの叫び。シュマリアもそそけだったが、彼女の半身はぎりぎりで窓の内側に残れた。必死に駆けつけたナセルが、彼女を背後から抱きかかえてくれたお蔭だ。けれど胸から上は、今にも落ちそうに窓の外に乗り出している。

　琥こ珀はく色の大きな手に、がっしりと腕をつかまれたまま！

「……った……！」

　肩から腕がちぎれそうだ。

　そう思ったが、シュマリアは苦鳴さえ上げられなかった。腕の先には、ぶら下がったまま動く気配のないエンヴェルが、ゆらゆらと揺れている。

　やっと追いついたアレスとともに、ナセルは最初、シュマリアの二の腕に食いこんだエンヴェルの五指を一本一本外そうとした。しかし溶接された鉄てつ枷かのようにびくとも動かないのに、すぐに痺しびれを切らして言った。

「――シュマリア、目を閉じて」

「殿下、まさか」

「君は妹を支えていてくれ、アレス」

　ただならぬ様子を感じて言われるままに瞼を閉ざすと、こめかみの辺りでナセルが低く呟くのが聞こえた。

　星魔術シーミーヤの術語。エンヴェルの腕から先を消し飛ばすつもりだと気づいたシュマリアが、訪れる恐ろしい光景を想像して戦せん慄りつした時――

「っ」

　――眼下で、小さく息を呑む音がした。

　奇妙な予感にかられて目を開くと、エンヴェルの胸板に鷹羽の矢が突き立っていた。

　心臓を貫いただろう一矢だが、エンヴェルはなぜか薄くせせら笑うような表情をしている。

　魔獣のそれのように炯けい々けいと光る灰色の瞳が睨むのは――

「ファラグ」

　――驚いたようにそう呟いたナセルの、弟王子だった。

　蒼いお仕着せの騎士を数名つれて、ファラグは外城壁の上にいた。長大な黒塗りの弓を構えたまま、厳しい表情でこちらを睨んでいる。

　改めて見れば、第七望楼の真下は炎に包まれていた。下の扉からは近づけないから、第六望楼から回ってきたのだろうか。

　ずるり、剝はがれるようにエンヴェルの手から力が抜けた。

「あ……！」

　シュマリアは喉のどを引き攣つらせた。

　眼下に広がる、本物の火炎の海。熱風がここまで吹き上がってくる。

　バルク家の『炎えん帝てい』の加護を受けた戦士が、射貫かれた心臓から赤黒い血をほとばしらせながら落ちてゆく。

　奇妙に愉たのしげなその表情が小さくなり、炎の渦うずに呑みこまれて永遠に見えなくなるまで――シュマリアは、呪われたかのように目が離せなかった。





[image: ]






　エンヴェルを討ったのになぜか激げき怒どしているファラグとその部下に助けられて、シュマリアたちは静せい謐ひつな内宮エンデルンに連れていかれた。

　宮廷天文博士だという老人から念入りな手当てを受けた部屋は、貴族が休むためのものなのか気後れするほど豪ごう奢しやだった。満身創そう痍いだったアレスが薬湯で寝かされた寝台は塗りのいい黒こく檀たん製で、毛布よりも高級な亜あ麻ま布が敷かれている。

　シュマリアが今座っているのも、緑りよく灰かい色の天鵞絨ビロードをかけたやわらかい長椅子デイーワーンだ。

　金きん襴らんのアラベスクの壁布を眺めながら、シュマリアは脱力してしまっていた。

（……殿下は大丈夫なのかな）

　怪我は。謝りたいことがある。助けてもらったお礼も、言いそびれてしまった。先刻さっさと別れてしまったことを強く後悔した時、扉が叩かれた。

　シュマリアは何げなく許しを口にしたが、扉が開くと目を疑ってしまった。

「王太子シエフザーデ……殿下？」

「ナセルと呼んでほしいな」

　聞き覚えのある、どこか悪戯いたずらっぽい響きのある美声を、シュマリアは茫ぼう然ぜんとして聞いた。

　見違えるようだった。

　すらりとした細身に沿う、白と薄うす墨ずみ色を基調とした長衣ジヤルラビーヤ。袖そでや裾すそには控えめにだが金糸銀糸の刺し繡しゆうが入っており、落ちついた葡ぶ萄どう茶ちや色の腰帯と互いに互いを引き立てあっている。手には白い手袋をはめていた。

　身体の傷はすべて癒いやしてきたらしく、血の臭いさえしない。

　純粋な光と淡あわい闇とを同時にまとっているかのような、えも言われぬ美しい姿だった。

「シュマリア」

　言葉もなく見み惚とれていたら、困ったような口調で呼ばれてしまった。

　はっと我に返ると、ナセルは美貌にやわらかな苦笑を浮かべ、揶や揄ゆするように言った。

「惚ほれ直してるのかい？」

「っ……！」

　違いますと心の底から叫ぶ前に、シュマリアはむせ返ってしまった。救いを求めるように寝台を見るが、アレスは目覚める気配もない。

　途方に暮れてディアスと同じくらい眉尻が下がってしまうのが、自分でもわかった。

「血毒はもう消してもらえた？　肩は」

「はい。エンヴェルが……死んだ時に、効力もなくなったみたいです。肩も癒していただいてからは全然痛くないです」

　ナセルはほっとしたように頷くと、シュマリアを静かに見つめて切り出した。

「少し、二人で話せるかな」

「……それは」

「君の兄上は、元気のあり余っている王族元帥閣下に見守らせる。旅団のダリヤール殿にはもう無事を伝えてあるから、お迎えがくるまでの時間だけでいいんだ。私と一緒に来てほしい」

　軽やかに逃げ道をふさがれてしまい――結局、シュマリアは辞退できなかった。







「……ごめんなさい！」

　夜の内宮エンデルン。周囲に高い壁の巡らされた、白い四あず阿まやのある庭苑。おそらくは、王族専用の。

　星々の蒼白い輝きと、あちこちの木の枝に吊られた水晶色のランプが、春はる薔ば薇らの園を幻想的に照らす中で、シュマリアはナセルに向かって勢いよく頭を下げた。

「それではせっかくの薔薇が見えないよ。顔を上げて」

「でも……」

「君が顔を上げないと言うのなら、私が跪ひざまずいてしまうよ」

　遠回しな脅きよう迫はくを、ナセルはあやすように言ってのける。シュマリアは折れて、促されるまま顔を上げた。

　ナセルがちょっと不思議そうに首をかしげる。

「ところで、君は何に対して謝っているのだろうか？」

「いや……だってわたし、殿下に失礼なことを言ったりしてしまったじゃないですか。しかも何度も……」

　哀かなしいことがあったのだとか、旅団に来ないかとか。知らなかったとはいえ、友達ぶった口を利いてしまった。加えて先刻の戦闘では、情けなくも足手まといになってしまった。

　どんどん落ちこむシュマリアをよそに、ナセルは困った子だとでもいうように。

「私の方が謝らなくてはいけないと思っていたのに、困ったな」

「殿下が？」

「だって私が君に近づいたのは、東領旅団にエンヴェルの――バルク家の関係者がいるんじゃないかと疑っていたからなんだ。宮廷楽師を装って、いかにも素直そうな君を誑たぶらかして、旅団の内情を探さぐった。――これでは謝らないといけないだろう？」

「……でもあの……どうして殿下が、ご自分でそこまで？」

　シュマリアは衝撃や怒りよりも、困惑を強く感じてそう訊き返した。ナセルの笑みに皮肉な色が混じる。

「軍部の調べを信用しきれなかったせいさ。戦力としては優秀だが、あまり頭の回転が速いひとたちではないから」

　要するに、体力馬鹿だからねという意味か。遠回しに口が悪いひとだ。旅団の露ろ骨こつに毒舌な誰かさんとは違って。

「それにバルク家絡みの件は、陛下より私とファラグに一任されているんだ。できる限り、自分の目と耳で事態を把は握あくしたかったのもある。――ともかくそうして調べて、私は君の兄上を疑った。君から聞いた彼の出自が、ひどく怪あやしかったから」

　それでも君は、私に謝る気になれるかい？　――突き放すように醒さめきった翡ひ翠すい色の瞳が、言外にそう問いかけてくる。

　シュマリアは迷わず頷いてみせた。

「それとこれは、別の問題な気がします。それに王太子シエフザーデ殿下は、わたしの言葉を信じて、兄さんを助けるために戦ってくれました。だからすごく感謝していますし……きちんと謝りたいとも思うんです」

　――本当は。

　衝撃がなかったとか、傷ついていないと言ったら噓になる。

　けれども、尊貴なる王太子シエフザーデ殿下にそんなことを言っても仕方ない。諦あきらめるしかない。

　シュマリアから何かしてほしいと望むことなんて夢にもできない、雲の上の相手なのだから。

「まじめでお人ひと好よしだな、君は」

「……怒ってほしかったんですか？」

「どうかな。さっき君がエンヴェルに怒った時は、青い瞳が凜りんと輝いていて魅力的だと思ったけれど」

　シュマリアは、かっと頰ほおを染めた。羞恥と同時に妙な悔しさを感じて、ひそかに唇を嚙む。

　むしろその「シフル」の時と同じように甘い言葉にこそ怒りたかった。事件は終わってシュマリアは用済みなのだから、もう「誑かす」ような真ま似ねはやめてほしい。

　だが。

「冗談だよ。……すまなかった、本当に」

　沈んだ声でシュマリアは顔を上げ――ナセルと目が合った途端、握りしめていた拳こぶしから力が抜けてしまうのを感じた。

　虹水晶の瞳。奥深くに、やはり「哀しい何か」を感じさせる瞳。

　出会った時に聴いた――虚うつろで儚はかない哀あい傷しようを感じさせる音調が、またしても耳に甦る。

　……だめだ。このひどく疲れたような瞳には、わたしは怒れない。

　シュマリアは敗北感じみたものを抱いて、ため息をついた。

「殿下のお話って、それだけですか？」

「逃がさない」

「は!?」

「今、ここで話を切り上げて、帰りたいと思っただろう？　それはまだ許さない」

　うっと詰まってしまったシュマリアの手を、ナセルはふいに、真昼の春風のようなさりげなさで絡めとる。

　繊せん細さいな絹地を通して、ナセルの手の温ぬくもりが伝わってきた。












　彼に抱きしめられて、庇かばわれた時の記憶がとっさによぎり――思わず身体が硬くなる。

「私が哀しそうに見えると、君は前に言ったけれど。今はどうだい？」

「……今は、とても楽しそうに見えます……」

「正解だ」

「でも……エンヴェルと戦っている時の殿下は、少しつらそうでした」

　無意識の涙がこぼれ落ちるかのように、シュマリアはそう言ってしまった。思い出すと息苦しくて、胸が軋きしむ。

『私のせいだからさ。今の帝国で、君たち少数民族への風当たりが強いのは』

　――ひどく淡々とそう言い放った時の、ナセルの、奥底に静かな哀しみを滲ませた瞳を。

　この優雅でなんでも持っているようなひとが、なぜそんなふうに強く自分を責めるのかはわからない。けれども胸が締めつけられた。

「……君は面おも白しろいな」

　ふと。

　剣も握るとは思えぬ綺麗な手が、シュマリアの手を離して、彼女の頰をそっと撫でた。目の見えないひとが、物のかたちを指でつかもうとするかのようなふれ方だった。どこか不思議そうにシュマリアを見つめて言う。

「――外宮ビルンと『春静の館』を襲った男たちは、バルク家だけではない、東領のさまざまな少数民族の集まりだったそうだ。どうやら『灰の導き手』とともに中央宮殿ダルガーフに入ることで、不当に虐しいたげられている故郷の民の仇かたきをとろうとしたらしい。命をかけてでも」

　声の調子は抑制されている。けれども虹水晶の瞳は、あの時のように奥底に静かで深い哀しみをたたえていた。

「そんな哀しい人間と、今回の事件を生んだ原因が私にあったとしても、君はそんなふうに私にやさしくするのかい？」

「もちろんです」

　――励ますように、シュマリアはきっぱりと答えた。

　信じるものが違う。生き方が違う。それでも争わずに生きる道を切り拓ひらきたいと語ったナセルは、善よい王太子シエフザーデだと思った。

　アレスや自分がバルク家のことでまたつらい目に遭うとしても……このひとがいるなら、なんの不安もなく平和に暮らせる未来はくるだろうと。そういう希望を、シュマリアはナセルが戦う姿に見たのだ。

「殿下は――今回みたいな事件がなるべく起こらないように、二度と起こさないように働いておられるんですよね？　あんなふうに、命がけで戦うことまでして」

　だから、がんばってほしい。迷わずに。シュマリアは両の拳を強く握り、訴えかけるようにナセルを見上げた。

「少数部族のひととも仲良くやっていきたいという考え方、わたしは賛成です。是非、実現してください。……ただ、ちょっと命のかけ方というか……あの命知らずな戦い方は変えてもらいたいなって思いますけど」

　最後の付け足しは余計だったかと、たどたどしく言葉を紡つむいだ後で、はたと気づくが――

「ありがとう」

　――そう言われた。

　思いがけず、安らいだ、やさしい声だった。

　見上げると、典雅で知性を感じさせる面おも差ざしには、負けたとでも言いだしそうな、不思議に晴れ晴れとした笑みが浮かんでいる。シュマリアの胸の奥が甘く疼いた。

「君の守護天使は、勇気を司つかさどるアストフェルだったな」

「……はい」

「では、君はまさしく天使アストフエルの舞姫だな。私に勇気をもたらしてくれた」

　またそんなとも思ったが、初めて見るナセルの飾らない笑顔が嬉しかったから、シュマリアは照れながらも笑い返した。

　こうして話せるのはきっと最後だから、ナセルには笑顔の自分を覚えていてもらいたいという想いも、心の片隅にあった気がする。

　――太腿まるだしの海賊衣裳が、月のように気品高く麗うるわしい王太子シエフザーデとも咲きみだれた薔薇園ともとんでもなく不似合いなのが、少しだけ残念だったけれど。
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　黄たそ昏がれ刻どき。舎館の前庭では、簡かん素そにして気のおけない宴えん席せきが設けられていた。

　宮廷付きの星ほし詠よみが、林りん檎ごやアカシアの木々に色さまざまの灯あかりを点ともして夕ゆう闇やみを払い、宮廷楽師のやさしい演奏が、涼すずしい風に舞う。

　――『春静の館』が半焼したため、宮きゆう宴えんと闘とう舞ぶは中止となった。

　ただ、はるばる各封領カテイーアからやってきた旅団をなんのねぎらいもせずに帰すのは忍びないということで、毎年恒例の送別の席は用意されたのである。

「シュマリア。魂たましい抜けてるぞ」

　アカシアの幹にぼさっと背をもたせかけていたシュマリアは、隣にたたずむアレスの指摘に大げさにため息をついてみせた。

「色々ありすぎて、さすがのわたしも疲れたって感じ。とりあえずサディア様に握手してもらったし、ナシーラにもやーい巨乳って言ってきたから、満足はしてるけど」

「では、踊おどらないのか」

「……どうしよっかな」

　あたりに流れるのは、宮廷楽師たちによる、甘かん美びな調べの円舞曲。

　挨拶にきた貴族ならきちんと作法通りのスムテーッシプユを踏むだろうが、やたらに個性的な舞師たちはそうはいかない。

　女同士や男同士で踊ったり、曲想からかけ離れた浮かれ踊りを披ひ露ろうしたりで盛り上がっているから、まだ包帯で固定されているシュマリアの足もうずうずはしていた。

「結局踊れなかった『戦いくさ姫ひめファラン』は、一度やっておきたいかも」

「じゃ、それで」

　アレスに手をとられるまま、シュマリアは開けた場所に出た。

　――ディアスの二弦提ラバ琴ーブの、つつましげな響きを二人で思い出しながら、ごく自然に寄り添ってスムテーッシプユを踏む。

　そっと瞳を上げて囁いた。

「兄さん。……ダリヤール先生やみんなには、いつ言う？」

　アレスの出生やエンヴェルとのいざこざは、ナセルが口外しないと約束してくれたのを良いことに、旅団の仲間にはまだ告白していない。「偶然巻きこまれた」の一点張りで通し、ナセルとファラグもその通りなのだと口添えしてくれた。

　アレスは考えがちに睫毛を伏せる。濃こ紫むらさきの瞳が一瞬、物思わしげに、離れたところで信しん奉ぽう者しやらしい貴族の女性に声をかけられているダリヤールを見やった。

「言わなくてはと、思っているんだが」

「……その時は、わたしも一緒にいようか？」

「頼む」

　素直にそう言われたのが嬉しくて、シュマリアはアレスの腕の中でくるりと回ってみせながら笑顔になる。

　その時、アレスが足を止めて目線を上げた。

「殿下だ」

「……兄さん、もうそれは忘れようって。確かに濃いひとだったけど」

「いや。本物」

「は？」

　振り向くと、真しん鍮ちゆうと蔓つる薔ば薇らで造られた庭園の門に、旅団をねぎらいに来た王族たちがさしかかっていたところだった。

　ほっそりとした長衣ジヤルラビーヤも手袋も、金糸銀糸でつつましく飾られた純白。典雅であると同時に凜りんとした芯も感じさせる、純金色の髪のナセルが、まずはにこやかに。

　そのすぐ後ろから色気も何もない大おお股またでやってきた軍服の第二王子ファラグは、不ふ機き嫌げんにさえ見える無ぶ愛あい想そうな顔つきで。

　――月と太陽のように対照的な二王子の登場に、割れんばかりの拍手が巻き起こった。

　シュマリアは薔薇園で見たのともまた違う、ナセルの華はなやかな姿に見み惚とれた。

　舞師たちをねぎらうべく幸運にもこの場に居合わせた貴族や豪商、その姫君はすぐさま二王子を取りまき、熱っぽく話しかけている。それよりは遠巻きにだが、多くの舞姫たちも熱いまなざしを送っていた。

（……わかってたつもりだったけど。やっぱり『王子様』なんだなあ）

　遠いひとだ。

　シュマリアからは縮めようがない、決して近づけない距離が、不意に胸にくる。

　――もう少しだけ、彼のことを知りたいと思っていたけれど。それはもう叶かなわないことが、妙に寂しい。

「あ」

　シュマリアとアレスの声が重なった。――ナセルがこちらを振り向いたのだ。

　しかもナセルは如じよ才さいない笑顔で周囲を制して、シュマリアたちのいる場所に近づいてきさえした。頭痛でもするかのような仏ぶつ頂ちよう面づらでいたファラグの、逞たくましい腕まで引いて。

「接近中」

「の、のんきに解説してないでよ兄さん!!」

　ファラグは一礼するシュマリアたちと目が合うと、ほっと表情をゆるめた。やっと知り合いに逢えた、とでも言うような雰囲気である。

「――おまえたちもいたんだな。怪け我がはどうした？」

「大事ないです。師には、安静を命じられましたが」

「ああ、それが正解だな。痛みが消えるまで動くなとは言わないが、無理だけはよせよ」

「御意」

　ファラグが鷹おう揚ように話しかけ、アレスは誰が相手でも変わらぬ淡たん々たんとした口調で応じる。

「それは、私が贈ったドトレースブだね」

「……はい。着てみました」

　ナセルに微笑ほほえみと灰青色の瞳を向けられて、シュマリアはもそもそと畏かしこまった。

　銀糸でさまざまな花と蝶ちようの刺繡を散らした、軽やかな透明感のある水色のドトレースブに、小さな銀の飾り玉を星屑のように縫いつけた涼しげな同色のベールイザール。薄絹の上衣にも広帯にも、繊細な飾り編みがふんだんにほどこされている。

　事件の慰謝として旅団にはいくらかの金品が渡されたのだが、シュマリアにだけは名指しでこれが贈られてきたのだ。――「シフル」の名が添えられて。

　レイニーに勧すすめられて着てはみたものの、似合っているのかどうか今さら心配になってしまったが。

「似合うよ。さすがは天使の舞姫だ、貴族の姫君など目ではないな」

　シュマリアの不安を見透かしたように囁ささやいて彼女をのけぞらせると、ナセルは機嫌のよい微笑みのまま――

「……ひゃあ!?」

　――一瞬で、シュマリアを横抱きに抱え上げた。至近距離で美声を聞く。

「肩や脚は痛まない？」

「痛くはないですけど……っ、いきなり何するんですか殿下!?」

「一緒に踊りたいが、君は療養中なのだろう？　大事をとってこうしたまでさ」

　そんなことを言われても、猛もう烈れつに恥ずかしい。演舞中に義兄に抱きしめられたりするのとはわけが違う。

「――アレスは意外と冷静だね。なぜだい？」

　どこか挑発的ですらあるナセルの言いようだが、アレスは動じず、義妹に問いかける。

「質問。シュマリアは、異性では誰が一番好きだ」

「兄さん」

　紫し闇あんの瞳を見下ろして、シュマリアは即答した。物心ついた時から鉄板の回答である。

「次は？」

「次はお父さん。その次がディアスとドライドと、アワドのおじいちゃん先生、それにダリヤール先生が同率三位かな。あ、あとカイさんも三位に入れていいかも。最下位はジハールで」

「だそうですので」

「……なるほど」

　ほんの一瞬含みのある笑みでアレスを流し見たものの、すぐにナセルは肩をすくめた。

「じゃ、私も遠慮しないことにしよう。ファラグ、君は彼を労いたわっているといい」

「……言われずとも」

　疲れ果てていたらしいファラグは、むっつり顔のままアレスと並んで木製の長椅子に腰を下ろす。

　シュマリアはナセルに攫さらわれるまま、円舞曲で皆が踊る芝生しばふへと――

「いや、それはまずくないですか!?」

「何がだい？」

「だって殿下……あの、変に注目されて……」

「君が可愛いからだよ。自信を持って」

　絶対に違う。

　さっきから首の後ろに突き刺さってくるのは、好奇と嫉しつ妬とのまなざしだ。

　怖くて振り返れないからナセルの肩にしがみつくと、ますます視線の棘とげが鋭するどくなる。

「――誰よ、あの女」

「どこぞの商家の娘かしら、図ずう々ずうしい。あなた何か知っていて？」

「舞姫が色仕掛けでもしたのでは？　それにしては色気のない身体つきだけど」

（誤解です、お姫様……でも、ひとの肉体的欠けつ陥かんを大声で言うのは正直どうかと！）

　……ベールイザールをつけていて本当によかった。

　顔を見られたら、夜道が歩けなくなるところだった。

　ナセルはといえば、むっとするほど平然とした笑顔で、周囲の視線を綺麗に無視しているのだが。

「まあ冗談は抜きにすると、私が年頃の女性といるのはめずらしいからだろうな。帝スル王タン陛下にも、七歳以上の、特に貴族のお姫様にはみだりに近づくなと命じられているし」

「それって……結婚が問題になるからですか？」

「そう。私にその気はなくても、相手に気を持たせると面倒だからね」

「……なるほど」

　ナセルの場合、この点については、弟王子たちよりも慎重さが求められる。

　帝国の第七宰相であり、父帝スル王タンの懐ふところ刀がたなともいわれるナセルの結婚問題には、常に帝冠の光と影がちらつく。未来のアシェラート帝国后こう妃ひ。その華麗なる地位に、魅惑を感じない女性はいないだろう。

　ナセルは嫣えん然ぜんとした視線で、妙に考えこんでしまったシュマリアの顔を覗きこむ。

「君は『その気』にはなってくれないようだね」

「なれっこないです」

「なぜ？」

「だって……あなたは王太子シエフザーデ殿下ですけど、わたしは東領聖撰軍の下位士官だなんて、貴族ですらない身分ですし……」

　おまけにバルク家ティムール族と血続きである。

　本当なら、こうしてそばにいるだけでも畏おそれ多い、遠い存在だ。

　シフルと呼んでいた青年とは友達になっていたが……ナセルは、やはり違う。

「君は私を遠いと思っているようだが、私に言わせれば、君の方が手の届かない存在だよ」

「え？」

　冗談めかした口調だったが、シュマリアは奇妙な予感にかられてナセルの顔を見た。

　怖くなるほど間近で、虹水晶の瞳とかち合った時――

（――あ）

　翡ひ翠すい色の光の底にある微細な翳かげりに、シュマリアは気づいてしまった。またしても。

　胸がまた、甘く疼く。鼓動が早まってしまう。

「あの……王太子シエフザーデ殿下」

「名前で呼んでくれないかな。というか、そうしないと返事をしないことにした」

　シュマリアはこの臈長けた王太子シエフザーデの本音がよくわからないなりに心配になって、怖々訊たずねてみたのだが、からかうような笑い声に遮さえぎられてしまった。

　一瞬詰まるが、勇気を奮ふるって言う。

「…………ナセル様」

「よくできました。なんだい？」

「今は、手、届いてますけど。……寂しくないですか？」

「寂しくはないよ。この夜が終わったら君が去ってしまうことを考えなければ、だけれど」

　戯ざれ言ごとめかして言いながら、そんな穏やかに満ち足りたような笑顔で見つめるのはやめてほしいと、シュマリアは心の底から思った。胸の奥が奇妙に疼うずいて、勘違いして、変なことを考えそうになるから。

　そんなはずないのに。

「シュマリア」

　それだけはシフルと名乗っていた時と変わらぬ深い声こわ音ねに呼ばれ、シュマリアははっとして瞳を上げた。

「また、舞を観せにきてくれ。今回は残念だったからね」

「……ナセル様が、ちゃんと王族席で観ていてくれるなら、がんばります」

　舞姫と王太子シエフザーデ。

　その距離を守ってくれたなら、シュマリアは顔を上げて踊ることができると思うのだ。

　こんなふうに近づきすぎていると、どうしても頭の中が混乱して、小さくなってしまうのだけれど。

「わかった」

　微笑をほんの少し寂しげに翳らせて、ナセルが頷く。

　その表情に、また胸が切なく疼いた時――

「約束しよう」

　夕暮れ色の淡あわい灯りの下で、ナセルはさりげなくシュマリアの額ひたいに唇でふれた。


〈了〉










あとがき




　はじめまして。木き村むら千ち世せと申します。「ちよ」ではなく「ちせ」と読んでやってください。

　文庫デビューという夢の第一歩を踏みだせた喜びで、天にも昇のぼる心地ここちです。じーん。




　本作『アストフェルの舞姫』は、かの有名なアラビアン・ナイトの要素をあちこちに取り入れつつ、オスマン・トルコや古代ペルシャなどを参考にして組み上げた、架か空くうのアラビア風世界を舞台しております。「アストフェル」も私の考えた造語です。元ネタはとある神様の名前でした。本編での「アストフェル」の意味づけは、その神様とはさほど関係ないのですが……。




　――物語について。

　舞の好きな女の子が、血のつながっていない兄と一緒に、華か麗れいな衣い装しようをまとって踊おどったり、危険な匂いのする男性に遭そう遇ぐうしたり、美系の王子様たちと出逢ったり、思いがけず胸がキュンとしてしまったり、大切なひとを傷つけようとする敵と力の限りに戦ったりするお話です。

　いわゆる魔法や、不思議なアイテム、幻げん想そうの生物が出てくるファンタジーでもあります。

　どこか琴きん線せんにふれるものがありましたら、よろしくお願いいたします。

　――キャラクターについて。

　ヒロイン。蘭あららぎさまの愛らしいキャラデザのお蔭で、華はなと健康的な色気がついたようなものです。じーん。黒ずくめの義兄。当初はいわゆる「理想の（血のつながっていない）お兄さん」を予定していたのですが……。

　第一王子。私が考える限りの「王子らしさ」「美青年らしさ」を詰めこんだキャラクターのつもりですが、いかがでしたでしょうか？

　第二王子。王道のヒーローの性格をしているのは、実はこのキャラクターではないかということに、書き終わってから気づきました。

　師し匠しよう。実年齢は一応それほど、おっさんではありません。気弱な方の幼おさななじみ。逆ハーレム要素が今よりも濃かった第一稿では、アクション方面もがんばっていたのですが……。よく食べる方の幼なじみ。書きやすいです。皮肉屋の天才。もっと書きやすいです。お化け粧しよう大好きなお姉さん。第三稿あたりではもっと暴走していました。白くて黒いお兄さん。今回は影薄。

　そして暗殺戦士。蘭さまのキャラデザが、カリスマたっぷりで風格があり渋しぶい第一案も、切れ味鋭するどい決定案もたいへん「悪の華」らしい魅力にあふれていて、ひと粒で二度もおいしい思いをさせていただいてしまいました。

　最後に。担当編集さま。的確なアドバイスをいただいたお蔭で『アストフェルの舞姫』は物語としてもっとも輝く形に羽う化かできたと思います。私は果報者です。じーん。

　可か愛わいらしさや凜りんとした魅力に満ちたキャラクターと、映画のワンシーンのようなイラストを提供してくださった蘭蒼そう史しさま。蘭さまのデビュー作品でもあるこの本が、蘭さまにとっても誇ほこれるものになっていることを願ってやみません。

　ビーズログ編集部の皆様、新人賞の選考にたずさわってくださった方々。もしかすると、私以上に作品世界を把は握あくしてくださっているかもしれない校正さまをはじめとする、出版関係者の方々。あなた方のお力添えがなければ、この作品はありません。本当にありがとうございました。

　いつも温かく見守ってくれる家族、友人、恩師の方々。受けたご恩は、どうか少しずつ返させてくださいませ。

　そして、この本を手にとってくださった皆様に、心よりの感謝を申し上げます。

　ほんの一片の言葉でもいいから、他ひ人と様の心のお役に立てたらいいな、なんぞと思いながら書いたお話です。よろしければ、愛めでてあげてください。




　では、再び沙漠の世界の物語をお見せできることを祈りつつ――


木村千世　拝



　ＢＧＭ……『Send　Me　an　Angel』by　Zeromancer




著者

木村千世

Chise Kimura




憲法記念日に生誕。第３回ビーズログ文庫新人賞〈特別賞〉＆第10回えんため大賞ガールズノベルズ部門〈佳作〉を受賞。

いちばん得意なアラビアンナイト風の世界観で、恋愛ありアクションありの物語が書けてハッピーです。読んだ皆様に楽しんでいただけたら、さらに大ハッピーです。







イラスト

蘭蒼史

Soushi Araragi




はじめまして！　お初にお目にかかります。

お仕事のご案内をいただいたときは本当に驚きました。

私が小説の挿し絵なんて！　夢にも思わなかったことです。

右も左もわからぬ新人ですが、どうぞ宜しくお願いします☆
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